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立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学開
かいがくせんげん

学宣言

　人
じんるい

類は有
ゆ う し い ら い

史以来、地
ちきゅうじょう

球上のさまざまな地
ち い き

域において自
みずか

らの文
ぶ ん か

化を築
きず

き、文
ぶんめい

明の進
し ん か

化

を求
もと

めて多
た

様
よう

な営
いとな

みを繰
く

り広
ひろ

げてきた。人
じんるい

類はまた、さまざまな制
せいやく

約と障
しょうへき

壁を超
こ

えて、

自
じ ゆ う

由と平
へ い わ

和とヒューマニズムの実
じつげん

現を求
もと

め、望
のぞ

ましい社
しゃかい

会のあり方
かた

を追
ついきゅう

求してきた。

　20世
せ い き

紀は政
せ い じ

治・経
けいざい

済・文
ぶ ん か

化のすべての領
りょういき

域においてかつてない進
し ん ぽ

歩と飛
ひ や く

躍の時
じ だ い

代

であり、人
にん

間
げん

の諸
しょかつどう

活動は地
ちきゅうてききぼ

球的規模で展
てんかい

開されるに至
いた

った。また、二
に ど

度にわたる世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

の経
けいけん

験を通
とお

して、国
こく

際
さい

連
れんごう

合をはじめとする国
こくさいきょうりょく

際協力のための機
き か ん

関が設
せつりつ

立され、平
へい

和
わ

維
い

持
じ

と国
こくさいりかい

際理解に向
む

けての取
と

り組
く

みが大
おお

きく前
ぜんしん

進した。

　我
われわれ

々は、21世
せ い き

紀の来
きた

るべき地
ちきゅうしゃかい

球社会を展
てんぼう

望する時
とき

、アジア太
たいへいようちいき

平洋地域の平
へいわてき

和的で

持
じ ぞ く か の う

続可能な発
はっ

展
てん

と、人
にんげん

間と自
し ぜ ん

然、多
た よ う

様な文
ぶ ん か

化の共
きょうせい

生が不
ふ か け つ

可欠であると認
にんしき

識する。この

認
にんしき

識に立
た

ち、我
われわれ

々は、いまここにアジア太
たいへいよう

平洋の未
みらいそうぞう

来創造に貢
こうけん

献する有
ゆ う い

為の人
じんざい

材の

養
ようせい

成と新
あら

たな学
がくもん

問の創
そうぞう

造のために立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学を設
せつりつ

立する。

　立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学は、「自
じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニズム」、「国
こくさいそうごりかい

際相互理解」、「ア

ジア太
たい

平
へい

洋
よう

の未
みらいそうぞう

来創造」を基
き ほ ん り ね ん

本理念として、2000年
ねん

４月
がつ

１日
にち

、大
おおいたけん

分県と別
べ っ ぷ し

府市、さ

らに国
こくないがい

内外の広
こう

範
はん

な人
ひとびと

々の協
きょうりょく

力を得
え

て、別
べ っ ぷ

府市
し

十
じゅうもんじばる

文字原に誕
たんじょう

生した。世
せかいかっこく

界各国・地
ち い き

域

から未
み ら い

来を担
にな

う若
わかもの

者が集
つど

い、ともに学
まな

び、生
せいかつ

活し、相
そ う ご

互の文
ぶ ん か

化や習
しゅうかん

慣を理
り か い

解し合
あ

い、

人
じんるいきょうつう

類共通の目
もくひょう

標を目
め ざ

指す知
ちてきそうぞう

的創造の場
ば

として、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学の開
かいがく

学をここ

に宣
せんげん

言する。

 2000年
ねん

４月
がつ

１日
にち
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A棟　本部棟
1F アドミッションズ・オフィス
 ヘルスクリニック　株式会社クレオテック
 中央監視室　カウンセリングルーム

2F アウトリーチ・リサーチ・オフィス
 コンベンションホール　応接室
 株式会社クレオテック

3F 会議室1～6

4F 学長室・企画課・事業課
 　秘書担当 広報担当
 　IR・事業計画担当 校友・父母担当
 　社会連携担当
 役員室　応接室　会議室
 全学企画オフィス

5F 特別研究室

B棟　研究棟
1F アカデミック・オフィス　スチューデント・オフィス
 学部・研究科オフィス
 教員控室

2F 研究会室3～6　ケース開発センター
 サイバースタディルーム
 アジア太平洋研究科博士前期課程院生共同研究室①、②
 アジア太平洋研究科博士後期課程院生共同研究室①、②
 経営管理研究科修士課程院生共同研究室
 客員研究員共同研究室
 平松守彦 名誉博士「一村一品運動」研究室
 ラウンジ　RCAPS研究会議室

3F 個人研究室B301～B327
 ゼミ・プロジェクト室（SPR）1～3　情報コーナー

4F 個人研究室B401～B427
 ゼミ・プロジェクト室（SPR）4～6　情報コーナー

5F 個人研究室B501～B527
 ゼミ・プロジェクト室（SPR）7～9　情報コーナー

C棟　ミレニアムホール
 ホール　リハーサル室　楽屋　同時通訳ブース

D棟　メディア・センター
1F アカデミック・オフィス（ライブラリー分室）
 APUライブラリー　マルチメディアルーム
 D101～D108教室　エクステンションセンター
 学内アルバイトセンター

2F APUライブラリー　D201～D214教室

3F D301～Ｄ305教室　CAI教室1～12
 情報処理演習室（IPS）1～6　情報システム事務室
 マルチメディアラボⅠ

G棟　体育館
1F アリーナ　フィットネスルーム
 スタッフルーム　更衣室　シャワー室

2F アクティビティルーム　格技室

H棟　大学院棟
1F H101～ H102教室

2F H201～H202教室

3F 個人研究室H351～H360

E棟　スチューデント ユニオン
1F カフェテリア　生協本部
 パシフィックカフェ　アトリエ

2F スチューデントホール　学生執務室
 マルチメディアラボⅡ　学生ラウンジ
 イベントスペース　和室　音楽練習室
 クワイエットスペース　ミーティングスペース

EⅡ棟　スチューデント ユニオンⅡ
1F 生協ショップ

2F プレゼンテーションスペース　多目的ホール

https://www.apu.ac.jp/home/contents/campusmap.html/
Web版のキャンパスマップはこちら▼

BⅡ棟　研究棟Ⅱ
1F 講師共同執務室　非常勤講師机
 学生相談室　立命館アジア太平洋大学孔子学院
 言語教育センター

2F 個人研究室BⅡ261～BⅡ274

3F 個人研究室BⅡ361～BⅡ387

F棟　教室棟
1F F101～F112教室　言語自主学習センター（SALC）
 和心庵（茶室）

2F F201～F214教室　TAルーム

3F F301～F304教室　個人研究室F331～F346

FⅡ棟　教室棟Ⅱ
1F FⅡ120～FⅡ127教室

2F FⅡ220~FⅡ222教室
 FⅡ223~FⅡ234教室

3F FⅡ320～FⅡ331教室

APハウス1
居室　APハウス・オフィス　ミーティングルーム
APハウス1管理人室

APハウス2
居室　ミーティングルーム　APホール　APキッチン
APハウス2管理人室 　APハウス・コープ

APハウス5
居室　コミュニティ・ラウンジ　APハウス5管理人室

J棟　グリーンコモンズ
１F　J101-J105教室　グリーンコモンズステージ
 コージーコモンズ１・２　カフェコモンズ
 さくらラウンジ　ミーティングルーム１～４
 プロジェクトルーム 

２F　J201-J204教室　トライアングルギャラリー
 さとやまギャラリー　コージーコモンズ３
 ミーティングルーム５・６ 

３F　J301-J308教室　個人研究室
 イノベーションリビング　APS ラウンジ
 APM ラウンジ　ST ラウンジ 

I棟　時待場

https://www.apu.ac.jp/home/contents/campusmap.html/
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 4月 April
春入学式
春新入生オリエンテーション／歓迎企画
春第1Q開講

 5月 May
春第1Q期末試験
マルチカルチュラルウィーク（５月～７月）
（春セメスター）

 6月 June 春第2Q開講

 7月 July 春第2Q期末試験

 8月 August 夏セッション

 9月 September

秋卒業合否発表／卒業式
成績発表／履修登録ガイダンス
秋入学式
秋新入生オリエンテーション／歓迎企画

10月 October

秋第1Q開講
天空祭（学園祭）
マルチカルチュラルウィーク（10月～12月）
（秋セメスター）

11月 November
秋第1Q期末試験
秋第2Q開講

12月 December

 1月 January

 2月 February
秋第2Q期末試験
冬セッション

 3月 March
春卒業合否発表／卒業式
成績発表／履修登録ガイダンス

APU生
せい

の１年
ねん

間
かん
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サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
一 い
ち
ら
ん

覧
サポート内

ないよう

容 担
たんとう

当オフィス オフィス場
ばしょ

所
問
と

い合
あ

わせ先
（電

でんわばんごう

話番号）
問
と

い合
あ

わせ先（メールアドレス） ホームページ

【課
かがいかつどう

外活動・サークル】

地
ちいきこうりゅう

域交流・ホームステイ

アウトリーチ・リサーチ・オフィス A棟
とう

2階
かい

0977－78－1104

Email: apukoryu@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

イベント・プロジェクト Email: roject@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

クラブサークル・ウィーク・その他
た

Email: stueca@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

【留
りゅうがく

学・語
ごがくがくしゅう

学学習】

Off -campus Programs アウトリーチ・リサーチ・オフィス A棟
とう

2階
かい

0977－78－1101 ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/abroad/programs/

【授
じゅぎょうかんれん

業関連】

履
りしゅうとうろく

修登録

アカデミック・オフィス

B棟
とう

1階
かい

0977－78－1122

Email: acsubmit@apu.ac.jp

卒
そつぎょうようけん

業要件の確
かくにん

認 ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/academic/consultations/graduation/

病
びょうけつ

欠・忌
き び

引き ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/academic/class_info/class_absences/

期
き ま つ し け ん

末試験・追
ついしけん

試験 ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/academic/exam_grades/fi nal/

成
せいせき

績 ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/academic/exam_grades/inquiries/

演
えんしゅうかもく

習科目（ゼミ、卒
そつぎょうろんぶん

業論文） Email: seminar1@apu.ac.jp

TA業
ぎょうむ

務 Email: ta-jobs@apu.ac.jp

ライブラリー D棟
とう

1階
かい

ー Email: library9@apu.ac.jp

ITサポート D棟
とう

3階
かい

ー ウェブサイト参
さんしょう

照 https://www.apu.ac.jp/academic/system/support_desk/

大
だいがくいん

学院 学
が く ぶ

部・研
けんきゅうか

究科オフィス B棟
とう

1階
かい

0977－78－1122 ウェブサイト参
さんしょう

照 https://en.apu.ac.jp/gradinfo/

【学
がくせいせいかつ

生生活】 https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

証
しょうめいしょ

明書

スチューデント・オフィス

B棟
とう

1階
かい

0977－78－1124

shoumei@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

奨
しょうがくきん

学金 apusch@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

学
がくせき

籍（休
きゅうがく

学・退
たいがく

学）・住
じゅうたく

宅・交
こうつう

通、その他
た

apustu1@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

ビザ・資
しかくがいかつどうきょか

格外活動許可 stuvisa@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

学
がくせいしえん

生支援（障
しょう

がい学
がくせい

生） apudss@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/academic/consultations/support/

ヘルスクリニック（病
びょうき

気・けが、健
けんこうしんだん

康診断）
A棟

とう

1階
かい ー Email: booking@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

カウンセリングルーム（心
しんりそうだん

理相談） 0977－78－1126 Email: counseli@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

学
が く ひ

費 全
ぜんがくきかく

学企画オフィス ー ー adgaku@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

【APハウス】 https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

寮
りょうせいしえん

生支援
スチューデント・オフィス APハウス１ 0977－78－1901

Email: ssc_bo@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

寮
りょうひ

費、退
たいりょう

寮 Email: aphcreo@apu.ac.jp https://www.apu.ac.jp/studentsupport/

【キャリア】

学
がくせい

生の就
しゅうしょくしえん

職支援・インターンシップ
スチューデント・オフィス B棟

とう

1階
かい

0977－78－1128 Email: career1@apu.ac.jp
https://www.apu.ac.jp/careers/

新
しんそつきゅうじん

卒求人 https://www.apu.ac.jp/careers/

【ハラスメント相
そうだん

談】

ハラスメント相
そうだんいん

談員 各
かく

オフィス ー ー ー https://www.apu.ac.jp/home/life/content70/

【緊
きんきゅうれんらくさき

急連絡先】

中
ちゅうおうかんししつ

央監視室 中
ちゅうおうかんししつ

央監視室 A棟
とう

1階
かい

0977－78－1150 ー

mailto:apukoryu@apu.ac.jp
mailto:roject@apu.ac.jp
mailto:stueca@apu.ac.jp
mailto:acsubmit@apu.ac.jp
mailto:seminar1@apu.ac.jp
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2024年
ね ん ど

度　APU学
がくねんれき

年暦
年 月 日 曜日 行事予定 授業日

春セメスター

2
0
２
4

4

1 月 入学式

2
0
２
4

6

1 土

2
0
２
4

8

1 木 夏セッション ●
2 火 2 日 2 金 夏セッション ●
3 水 3 月 授業無し 3 土 夏セッション ●
4 木 4 火 授業無し 4 日 夏セッション ●
5 金 5 水 春第２クオーター開講日 ● 5 月 夏セッション ●
6 土 6 木 ● 6 火
7 日 7 金 ● 7 水 春第2クオーター追試験日 ○
8 月 春第１クオーター開講日 ● 8 土 8 木 春第2クオーター追試験日 ○
9 火 ● 9 日 9 金
10 水 ● 10 月 ● 10 土
11 木 ● 11 火 ● 11 日山の日
12 金 ● 12 水 春第１クオーター追試験日 ● 12 月振替休日
13 土 13 木 ● 13 火
14 日 14 金 ● 14 水
15 月 ● 15 土 15 木
16 火 ● 16 日 16 金
17 水 ● 17 月 ● 17 土
18 木 ● 18 火 ● 18 日
19 金 ● 19 水 ● 19 月
20 土 補講日 ○ 20 木 ● 20 火
21 日 21 金 ● 21 水
22 月 ● 22 土 補講日 ○ 22 木
23 火 ● 23 日 23 金
24 水 ● 24 月 ● 24 土
25 木 ● 25 火 ● 25 日
26 金 ● 26 水 ● 26 月
27 土 27 木 ● 27 火
28 日 28 金 ● 28 水 春セメスター在校生の成績発表日および卒業対象学生の成績発表日（卒業合否発表）

29 月昭和の日 授業日 ● 29 土 29 木
30 火 ● 30 日 30 金

5

1 水 ●

7

1 月 ● 31 土
2 木 ● 2 火 ●

9

1 日
3 金憲法記念日 授業日 ● 3 水 ● 2 月
4 土みどりの日 4 木 ● 3 火
5 日こどもの日 5 金 ● 4 水
6 月振替休日 授業日 ● 6 土 補講日 ○ 5 木
7 火 ● 7 日 6 金
8 水 ● 8 月 ● 7 土
9 木 ● 9 火 ● 8 日
10 金 ● 10 水 ● 9 月夏セッション科目の成績発表日
11 土 補講日 ○ 11 木 ● 10 火
12 日 12 金 ● 11 水
13 月 ● 13 土 12 木
14 火 ● 14 日 13 金 卒業式
15 水 ● 15 月海の日 授業日 ● 14 土
16 木 ● 16 火 ● 15 日
17 金 ● 17 水 ● 16 月敬老の日
18 土 18 木 ● 17 火
19 日 19 金 ● 18 水
20 月 ● 20 土 補講日 ○ 19 木
21 火 ● 21 日 20 金 入学式
22 水 ● 22 月 ● 秋セメスター
23 木 ● 23 火 ●

9

21 土
24 金 ● 24 水 春第2クオーター授業予備日 ○ 22 日秋分の日
25 土 補講日 ○ 25 木 春第2クオーター期末試験 ● 23 月振替休日
26 日 26 金 春第2クオーター期末試験 ● 24 火
27 月 春第１クオーター期末試験 ● 27 土 春第2クオーター期末試験予備日 ○ 25 水
28 火 春第１クオーター期末試験 ● 28 日 26 木
29 水 春第１クオーター期末試験/春第１クオーター期末試験予備日 ●○ 29 月 春第2クオーター期末試験 ● 27 金
30 木 授業無し 30 火 春第2クオーター期末試験 ● 28 土
31 金 授業無し 31 水 春第2クオーター期末試験/春第2クオーター期末試験予備日 ●○ 29 日

【授業日】●：授業日または試験日、〇：補講日または授業予備日または試験予備日、空欄：授業なし
30 月

【重要】 スケジュールは変更になる場合があります。必ず、最新情報を
授業に関するウェブページで確認してください。
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2
0
２
4
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1 火

2
0
２
4

12

1 日

2
0
２
5

2

1 土 秋第２クオーター期末試験予備日 ○
2 水 秋第１クオーター開講日 ● 2 月 ● 2 日秋第２クオーター期末試験予備日 ○
3 木 ● 3 火 ● 3 月 秋第２クオーター期末試験 ●
4 金 ● 4 水 秋第１クオーター追試験日 ● 4 火 秋第２クオーター期末試験 ●
5 土 5 木 ● 5 水 秋第2クオーター期末試験/秋第2クオーター期末試験予備日 ●○
6 日 6 金 ● 6 木秋第２クオーター期末試験予備日 ○
7 月 ● 7 土 7 金 冬セッション ●
8 火 ● 8 日 8 土 冬セッション ●
9 水 ● 9 月 ● 9 日 冬セッション ●
10 木 ● 10 火 ● 10 月 冬セッション ●
11 金 ● 11 水 ● 11 火 建国記念の日 冬セッション ●
12 土 12 木 ● 12 水
13 日 13 金 ● 13 木 秋第２クオーター追試験日 ○
14 月 スポーツの日 授業日 ● 14 土 補講日 ○ 14 金 秋第２クオーター追試験日 ○
15 火 ● 15 日 15 土
16 水 ● 16 月 ● 16 日
17 木 ● 17 火 ● 17 月
18 金 ● 18 水 ● 18 火
19 土 補講日 ○ 19 木 ● 19 水
20 日 20 金 ● 20 木
21 月 ● 21 土 21 金
22 火 ● 22 日 22 土
23 水 ● 23 月 23 日天皇誕生日
24 木 ● 24 火 24 月振替休日
25 金 ● 25 水 25 火
26 土 26 木 26 水
27 日 27 金 27 木
28 月 ● 28 土 28 金
29 火 ● 29 日

3

1 土
30 水 ● 30 月 2 日
31 木 ● 31 火 3 月 秋セメスター在校生の成績発表日および卒業対象学生の成績発表日（卒業合否発表）

11

1 金 ●

2
0
２
5

1

1 水元日 4 火
2 土 補講日 ○ 2 木 5 水
3 日文化の日 3 金 6 木
4 月振替休日 授業日 ● 4 土 7 金
5 火 ● 5 日 8 土
6 水 ● 6 月 ● 9 日
7 木 ● 7 火 ● 10 月
8 金 ● 8 水 ● 11 火
9 土 9 木 ● 12 水冬セッション科目の成績発表日
10 日 10 金 ● 13 木
11 月 ● 11 土 補講日 ○ 14 金 卒業式
12 火 ● 12 日 15 土
13 水 ● 13 月成人の日 授業日 ● 16 日
14 木 ● 14 火 ● 17 月
15 金 ● 15 水 ● 18 火
16 土 補講日 ○ 16 木 ● 19 水
17 日 17 金 ● 20 木春分の日
18 月 ● 18 土 21 金
19 火 ● 19 日 22 土
20 水 秋第１クオーター授業予備日/秋第１クオーター期末試験○● 20 月 ● 23 日
21 木 秋第１クオーター期末試験 ● 21 火 ● 24 月
22 金 秋第１クオーター期末試験 ● 22 水 ● 25 火
23 土 勤労感謝の日 秋第１クオーター期末試験予備日 ○ 23 木 ● 26 水
24 日 24 金 ● 27 木
25 月 授業無し 25 土 補講日 ○ 28 金
26 火 授業無し 26 日 29 土
27 水 秋第２クオーター開講日 ● 27 月 ● 30 日
28 木 ● 28 火 ● 31 月
29 金 ● 29 水 秋第２クオーター授業予備日 ○
30 土 30 木 秋第２クオーター期末試験 ●

31 金 秋第２クオーター期末試験 ●
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別
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湾

別府市消防本部

別府市役所

B-Con Plaza
別府公園

別府警察署

別府アリーナ

トキハ別府店

JR別府駅

ゆめタウン別府
ラクテンチ

スギノイパレス

東
九
州
自
動
車
道

別府鶴見丘高

南立石公園

別府IC

九州大学病院別府病院

実相寺サッカー競技場

別府中央病院

別府観光港

日
豊
本
線

上人ケ浜公園

別府大学

別府競輪場

別府溝部学園短大

立命館アジア太平洋大学

JR亀川駅

APU入口

博多

小倉

大分

別府

熊本

明礬温泉

別府湾SA

十文字原高原

陸上自衛隊
十文字原演習場

APUへの主な交通機関
JR亀川駅 大分交通バス「立命館アジア太平洋大学」（終点）下車（約15分）
JR別府駅 東口より大分交通バス「立命館アジア太平洋大学」（終点）下車（約35分）
 西口より亀の井バス「立命館アジア太平洋大学」（終点）下車（約35分）
大分空港 空港リムジンバス「エアライナー」にて「亀川」下車
 →乗り継ぎ（反対車線のバス停「古市」より、大分交通バス「立命館アジア太平洋大学」（終点）下車（約60分）
JR博多駅・福岡空港　高速バス「とよのくに」にて「高速別府湾・APU」下車（JR約130分、空港約90分）

645

645

218

11

52

52

218

218

10

10

500

500

大分交通バスAPU線
亀の井バス野口原経由APU線

別府市内地図・バス路線図
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別府市消防本部

別府翔青高

日
豊
本
線

青山中

別府市役所B-Con Plaza
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別府市消防本部

第2フェリー
ターミナル

南石垣公園

マックスバリュ
別府店

マックスバリュ
別府店

別府郵便局前バス停

別府アリーナ

トキハ
別府店

JR別府駅

別府中央
病院

大分市内MAP

❹ゆうちょ銀行別府支店
別府市餅ヶ浜4番23号　TEL.0977-24-1500
APUから大分交通バス50番「別府郵便局前」下車（約25分）

❷福岡出入国在留管理局 大分出張所
大分市荷揚町7番5号 TEL.097-536-5006
JR大分駅から徒歩約15分

❸別府市役所・別府警察署
市役所：別府市上野口町1番15号　TEL.0977-21-1111
APUから亀の井バス5番「上野口市役所北口」下車（約30分）
警察署：別府市田の湯町13番13号　TEL.0977-21-2131
APUから亀の井バス5番「別府駅西口」下車（約35分）

❶運転免許センター
大分市大字松岡6687番地　TEL.097-528-3000
大分バス大分駅前３番または6番のりばから「運転免許センター」行乗車

大分駅

大分IC

光吉IC 米良IC

レゾナックドーム大分

大分県庁

大分米良IC

JR滝尾駅

豊肥
本線

大分松岡PA

情報科学高校
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日豊本線

豊
肥
本
線

大分大学

金池小レンブラントホテル

トキハ

JR大分駅

日豊本線
大分県庁

市役所
城址公園

大分赤十字病院
春日神社

大分大学
医学部

久大本線

別府公園

610

22

645

645

52

56

10

10
197

10

10

210

197

レゾナックドーム大分

パークプレイス

運転免許センター

福岡出入国在留管理局
大分出張所

ゆうちょ銀行
別府支店

日
豊
本
線

上野口（市役所北口）バス停

別府駅西口バス停
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第１章　覚えておきたい大学の制度

第
１
章

学
がくせいしょう

生証について
学
がくせいしょう

生証は、APUの学
がくせい

生であることを証
しょうめい

明する大
たいせつ

切なものです。常
つね

に携
けいたい

帯し大
たいせつ

切に取
と

り扱
あつか

ってください。

学
がくせいしょう

生証を呈
て い じ

示しなければならないとき
●本

ほんがくきょうしょくいん

学教職員から呈
て い じ

示を求
もと

められたとき
●試

し け ん

験を受
う

けるとき
●通

つうがくていきけん

学定期券や学
がくわりじょうしゃけん

割乗車券を購
こうにゅう

入するとき
● APUライブラリー等

など

の特
とく

に定
さだ

める施
し せ つ

設に入
にゅうしつ

室するとき
●図

と し ょ

書の貸
かしだし

出を受
う

けるとき
●各

かくしゅしょうめいしょ

種証明書の交
こ う ふ

付を受
う

けるとき
●大

だいがく

学の施
し せ つ

設・備
び ひ ん

品を借
しゃくよう

用するとき

学
がくせいしょう

生証に関
かん

する注
ちゅういじこう

意事項

● 学
がくせいしょう

生証は他
た に ん

人に貸
た い よ

与、または譲
じょうと

渡してはいけません

● 学
がくせいしょう

生証を折
お

り曲
ま

げたり、汚
よご

したり、スマートフォンや携
けいたいでんわ

帯電話に近
ちか

づけたりしないこと

● 学
がくせいしょう

生証を紛
ふんしつ

失したとき、名
な ま え

前など記
き さ い じ こ う

載事項に変
へんこう

更があった時
とき

は、直
ただ

ちにスチューデント・オフィスに

届
とど

け出
で

てください

● 学
がくせいしょう

生証の再
さいこうふ

交付を受
う

けた時
とき

、卒
そつぎょう

業・退
たいがく

学・除
じょせき

籍などで学
がくせき

籍を失
うしな

ったときは、直
ただ

ちに学
がくせいしょう

生証をスチュー

デント・オフィスに返
へんきゃく

却してください

毎
まい

年
とし

、学
がくせいしょう

生証の裏
うらめん

面シール（在
ざいせきかくにん

籍確認シール）を張
は

り替
か

える必
ひつよう

要があります

● 学
がくせいしょう

生証の裏
うらめん

面に貼
は

るシールを在
ざいせきかくにん

籍確認シールといいます。このシールには学
がくせいしょう

生証の有
ゆうこうねんがっぴ

効年月日等
など

が記
き さ い

載

されています。学
がくせいしょう

生証は、貼
は

り付
つ

けている在
ざいせきかくにん

籍確認シールの有
ゆうこうねんがっぴ

効年月日を超
こ

えると無
む こ う

効になります。また、

在
ざいせきかくにん

籍確認シールのない学
がくせいしょう

生証も無
む こ う

効です。

● シールに記
き さ い

載の有
ゆうこう

効期
き げ ん び

限日前
まえ

にスチューデント・オフィス

の窓
まどぐち

口で交
こ う ふ

付を開
か い し

始するので、随
ず い じ

時取
と

りに来
き

てください。シー

ルには現
げんじゅうしょ

住所などを記
きにゅう

入し、学
がくせいしょう

生証の裏
うらめん

面に貼
は

り付
つ

けてく

ださい。シールを張
は

り替
か

える場
ば あ い

合は、必
かなら

ず前
まえ

のシールをは

がしてから新
あたら

しいものを貼
は

り付
つ

けてください。

●  シールは、東
とうきょう

京キャンパスか大
おおさか

阪キャンパスでも受
う

け取
と

る

ことができます。

● 休
きゅうがく

学中
ちゅう

の学
がくせい

生には、シールを交
こ う ふ

付しません。

学
がくせいしょう

生証と学
がくせきばんごう

籍番号

● 在
ざいせきかくにん

籍確認シールサンプル
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学
がくせいしょう

生証を紛
ふんしつ

失・破
はそ ん

損・汚
おそん

損したとき

● 学
がくせいしょう

生証の紛
ふんしつ

失・破
は そ ん

損・汚
お そ ん

損などによって再
さいはっこう

発行が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合は、スチューデント・オフィスで手
てつづき

続

をしてください。申
しんせい

請の２開
かいしつび

室日後
ご

に交
こ う ふ

付されます。再
さいはっこうてすうりょう

発行手数料は2,000円
えん

です。

名
なまえ

前が変
へんこう

更になったとき 写
しゃしん

真を変
へんこう

更したいとき

● 学
がくせいしょう

生証に記
き さ い

載されている名
な ま え

前が変
へんこう

更になったときは、学
がくせいしょう

生証を再
さいこうふ

交付します（無
むりょう

料）。パスポートや

住
じゅうみんひょう

民票などの証
しょうめい

明できる書
しょるい

類のコピーを持
じさん

参してスチューデント・オフィスに来
き

てください。

● 学
がくせいしょう

生証に記
き さ い

載されている顔
かおじゃしん

写真の変
へんこう

更を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は証
しょうめいしゃしん

明写真を準
じゅんび

備してスチューデント・オフィ

スに来
き

てください。再
さいはっこうてすうりょう

発行手数料2,000円
えん

が必
ひつよう

要です。

卒
そつぎょう

業が延
の

びた学
がくせい

生は学
がくせいしょう

生証の更
こうしん

新が必
ひつよう

要です

● 学
がくせいしょう

生証にはあなたの８セメスター終
しゅうりょうご

了後（学
がくぶせい

部生の場
ば あ い

合）の卒
そつぎょうよていねんがっぴ

業予定年月日のデータが学
がくせいしょう

生証の

有
ゆうこうきかん

効期間として記
き ろ く

録されています。８セメスターを超
こ

えて在
ざいせき

籍する場
ば あ い

合、データを更
こうしん

新して有
ゆうこうきかん

効期間を

延
えんちょう

長する必
ひつよう

要があります。更
こうしん

新しない場
ば あ い

合、ライブラリーなどで学
がくせいしょう

生証を利
り よ う

用することができません。

● データの更
こうしんさぎょう

新作業はセメスターごとに行
おこな

いますので、９セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生は毎
まい

セメスター

学
がくせいしょう

生証をスチューデント・オフィスに持
も

ってきてください。申
しんせい

請の２開
かいしつび

室日後
ご

に返
へんきゃく

却されます。

学
がくせいしょう

生証に記
きさい

載する氏
しめい

名の原
げんそく

則

● 立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学では、学
がくせい

生の氏
し め い

名の表
ひょうき

記について次
つぎ

のような原
げんそく

則を定
さだ

めています。

　① 学
がくせい

生の氏
しめいひょうき

名表記は、アルファベットを基
き ほ ん

本とします。

　② 氏
し め い ひ ょ う き

名表記の順
じゅんじょ

序は、姓
せい

〈Family Name〉+名
めい

〈Given Name〉（+ミドルネーム〈Middle 

Name〉）の順
じゅん

です。

　※2021年
ねん

春
はる

以
い こ う

降の新
しんにゅうせい

入生から氏
しめいひょうき

名表記を以
い か

下に変
へんこう

更しています。

　・パスポート通
どお

りの順
じゅんじょ

序ですべて大
お お も じ

文字

　　 在
ざいがくせい

学生で上
じょうき

記の氏
しめいひょうき

名表記に変
へんこう

更を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、スチューデント・オフィスへ申
しんせい

請するように

してください。

学
がくせきばんごう

籍番号について
学
がくせいしょう

生証には、８桁
けた

の学
がくせきばんごう

籍番号が印
い ん じ

字されています。出
しゅっせきひょう

席表や試
し け ん

験の答
とうあんようし

案用紙およびレポート、その他
た

の手
てつづき

続で提
ていしゅつ

出する書
しょるい

類には、この学
がくせきばんごう

籍番号を正
せいかく

確に記
きにゅう

入してください。
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APUの学
が く ひ

費は、入
にゅうがく

学金
きん

と授
じゅぎょうりょう

業料A・授
じゅぎょうりょう

業料Bにより構
こうせい

成されています。

一
い ち ぶ

部でも納
のうにゅう

入されていない場
ば あ い

合は、学
が く ひ

費未
み の う

納除
じょせき

籍となり、当
とうがい

該セメスターの単
た ん い

位も認
にんてい

定されません。

必
かなら

ず所
しょてい

定の期
き じ つ

日までに納
のうにゅう

入をしてください。銀
ぎんこう

行によっては、海
かいがい

外から日
に ほ ん

本の銀
ぎんこう

行口
こ う ざ

座に送
そうきん

金する際
さい

に

受
う

け取
と

り人
にん

の手
て つ づ

続きが必
ひつよう

要となる場
ば あ い

合があります。手
て つ づ

続きに日
にっすう

数を要
よう

するため、納
のうにゅうきげん

入期限から余
よ ゆ う

裕をもっ

て手
て つ づ

続きをしてください。なお、すでに卒
そつぎょう

業単
たんい

位を修
しゅうとく

得済
ずみ

で、履
りしゅう

修登
とうろく

録をしないセメスターであっても、

卒
そつぎょう

業までの各
かく

セメスターで学
がくひ

費を支
しはら

払う必
ひつよう

要があります。

学費通知の受け取り方法

学
が く ひ

費を支
し は ら

払うための納
の う ふ し ょ

付書またはゆうちょ銀
ぎんこう

行自
じ ど う

動引
ひきおとし

落の通
つ う ち し ょ

知書は、学
がくせい

生の皆
みな

さんが大
だいがく

学の

campusmateに登
とうろく

録している学
がくひせいきゅうさきじゅうしょ

費請求先住所へ国
こくないゆうそう

内郵送されます（春
はる

セメスター４月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬、秋
あき

セメ

スター10月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬）。ただし、campusmateでの登
とうろく

録住
じゅうしょ

所が国
こくがい

外住
じゅうしょ

所のままであったり、誤
あやま

った住
じゅうしょ

所

登
とうろく

録であったりした場
ば あ い

合は、郵
ゆうそう

送が届
とど

かずに授
じゅぎょうりょう

業料納
の う ふ

付期
き げ ん

限までに納
のうにゅう

入できない恐
おそ

れがあります。そ

うしたことを避
さ

けるために、必
かなら

ず最
さいしん

新の住
じゅうしょ

所登
とうろく

録をしておくようにしてください。

また、国
こくさいがくせい

際学生の方
かた

へは国
こくないゆうそう

内郵送に加
くわ

えて、海
かいがいそうきん

外送金を行
おこな

う際
さい

の案
あんない

内をAPUメールアドレス宛
あて

にメー

ル発
はっしん

信します。そのメール文
ぶん

の案
あんないてじゅん

内手順に沿
そ

って手
て つ づ

続きを行
おこな

うこともできます。

学
がくひ

費金
きんがく

額

学
が く ひ

費は、授
じゅぎょうりょう

業料A（全
ぜんかいせい

回生共
きょうつう

通）と授
じゅぎょうりょう

業料B（回
かいせい

生により異
こと

なる）を合
あ

わせた金
きんがく

額となります。

授
じゅぎょうりょう

業料A　･･･　１回
かいせい

生～４回
かいせい

生まで共
きょうつう

通の固
こ て い

定学
が く ひ

費。

授
じゅぎょうりょう

業料B　･･･　在
ざいがく

学するセメスターによって決
けってい

定される学
が く ひ

費。

※ 大
だいがく

学院
いんせい

生の学
が く ひ

費については、授
じゅぎょう

業に関
かん

するウェブページに掲
けいさい

載しているGraduate Academic 

Handbookを参
さんしょう

照してください。

学
がく

　費
ひ
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学
がくひ

費金
きんがく

額一
いちらん

覧
※表

ひょうちゅう

中の合
ごうけい

計金
きんがく

額は半
はんとし

年の金
きんがく

額です。

※2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降と2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前、2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者の学
が く ひ

費金
きんがく

額は、異
こと

なります。

学
が く ひ

費納
の う ふ

付期
き じ つ

日　

セメスター 納
の う ふ

付期
き じ つ

日

春
はる

セメスター  5月
がつ

31日
にち

秋
あき

セメスター 11月
がつ

30日
にち

延
えんのう

納制
せ い ど

度はありませんので注
ちゅうい

意してください。

2020年
ねん ど

度以
いこ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者の学
がくひ

費金
きんがく

額

2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 270,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 650,000円
えん

750,000円
えん

750,000円
えん

750,000円
えん

2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者のうち２回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学者
しゃ

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半

はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － 380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － 750,000円
えん

750,000円
えん

750,000円
えん

2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者のうち３回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学者
しゃ

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － － 380,000円
えん

380,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － － 370,000円
えん

370,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － － 750,000円
えん

750,000円
えん



17

第１章　覚えておきたい大学の制度

第
１
章

2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者のうち早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム登
とうろくしゃ

録者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

－

授
じゅぎょうりょう

業料B 270,000円
えん

555,000円
えん

555,000円
えん

－

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 650,000円
えん

935,000円
えん

935,000円
えん

－

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 270,000円
えん

555,000円
えん

277,500円
えん

277,500円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 650,000円
えん

935,000円
えん

657,500円
えん

657,500円
えん

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 380,000円
えん

380,000円
えん

380,000円
えん

－
授
じゅぎょうりょう

業料B 270,000円
えん

370,000円
えん

740,000円
えん

－

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 650,000円
えん

750,000円
えん

1,120,000円
えん

－

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがく

学学
がくせい

生が、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B ･･･　  １回
かいせい

生入
にゅうがく

学学
がくせい

生で、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録していた学
がくせい

生が、第
だい

４セ

メスター終
しゅうりょう

了時
じ

の再
さいしんさ

審査で、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムの登
とうろく

録を削
さくじょ

除された場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがく

学学
がくせい

生が、３回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

【特
とっき

記事
じこ う

項】

●国
こくさい

際学
がくせい

生授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免制
せ い ど

度適
てきようしゃ

用者は、上
じょうき

記金
きんがく

額に減
げんめんりつ

免率を乗
じょう

じた金
きんがく

額が学
が く ひ

費から差
さ

し引
ひ

かれます。

　例
れい

： ３回
かいせい

生で減
げんめん

免65の場
ば あ い

合

　（１セメスター（半
はんとし

年）の通
つうじょう

常学
が く ひ

費）750,000円
えん

 ×（減
げんめんりつ

免率）0.65＝（減
げんめん

免額
がく

）487,500円
えん

　　750,000円
えん

 － 487,500円
えん

 ＝ 262,500円
えん

　←　納
のうにゅう

入額
がく

2019年
ねん ど

度以
いぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者の学
がくひ

費金
きんがく

額

2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半

はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 294,000円
えん

336,000円
えん

336,000円
えん

336,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 664,000円
えん

706,000円
えん

706,000円
えん

706,000円
えん
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2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち２回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学者
しゃ

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － 336,000円
えん

336,000円
えん

336,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － 706,000円
えん

706,000円
えん

706,000円
えん

2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち３回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがく

入学者
しゃ

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半

はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － － 370,000円
えん

370,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － － 336,000円
えん

336,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － － 706,000円
えん

706,000円
えん

2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム登
とうろくしゃ

録者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

－

授
じゅぎょうりょう

業料B 294,000円
えん

504,000円
えん

504,000円
えん

－

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 664,000円
えん

874,000円
えん

874,000円
えん

－

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 294,000円
えん

504,000円
えん

252,000円
えん

252,000円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 664,000円
えん

874,000円
えん

622,000円
えん

622,000円
えん

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 370,000円
えん

370,000円
えん

370,000円
えん

－
授
じゅぎょうりょう

業料B 294,000円
えん

336,000円
えん

672,000円
えん

－

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 664,000円
えん

706,000円
えん

1,042,000円
えん

－

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者が、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B ･･･　  １回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者で、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録していた学
がくせい

生が、第
だい

４セメ

スター終
しゅうりょう

了時
じ

の再
さいしんさ

審査で、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムの登
とうろく

録を削
さくじょ

除された場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者が、３回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合
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【特
とっき

記事
じこ う

項】

●国
こくさい

際学
がくせい

生授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免制
せ い ど

度適
てきようしゃ

用者は、上
じょうき

記金
きんがく

額に減
げんめんりつ

免率を乗
じょう

じた金
きんがく

額が学
が く ひ

費から差
さ

し引
ひ

かれます。

　例
れい

： １回
かいせい

生で減
げんめん

免65の場
ば あ い

合

　（１セメスター（半
はんとし

年）の通
つうじょう

常学
が く ひ

費）664,000円
えん

 ×（減
げんめんりつ

免率）0.65＝（減
げんめん

免額
がく

）431,600円
えん

　　664,000円
えん

 － 431,600円
えん

 ＝ 232,400円
えん

　←　納
のうにゅう

入額
がく

2014年
ねん ど

度以
いぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者の学
がくひ

費金
きんがく

額

2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者　

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

１セメスター学
が く ひ

費
（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 307,500円
えん

369,000円
えん

369,000円
えん

225,500円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 649,500円
えん

711,000円
えん

711,000円
えん

567,500円
えん

2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち２回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがくしゃ

入学者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

1セメスター学
が く ひ

費
（半

はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － 342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － 369,000円
えん

369,000円
えん

225,500円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － 711,000円
えん

711,000円
えん

567,500円
えん

2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち３回
かいせい

生編
へんにゅう

入・転
てんにゅうがくしゃ

入学者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生

セメスター回
かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

1セメスター学
が く ひ

費
（半

はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A － － 342,000円
えん

342,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B － － 369,000円
えん

266,500円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） － － 711,000円
えん

608,500円
えん
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2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者のうち早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム登
とうろくしゃ

録者

回
かいせい

生
授
じゅぎょうりょう

業 料
１回
かいせい

生 ２回
かいせい

生 ３回
かいせい

生 ４回
かいせい

生
セメスター回

かいせい

生 １･２ ３･４ ５･６ ７･８

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

－
授
じゅぎょうりょう

業料B 307,500円
えん

492,000円
えん

471,500円
えん

－
合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 649,500円
えん

834,000円
えん

813,500円
えん

－

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B 307,500円
えん

492,000円
えん

246,000円
えん

225,500円
えん

合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 649,500円
えん

834,000円
えん

588,000円
えん

567,500円
えん

早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C（半
はんとし

年）
授
じゅぎょうりょう

業料A 342,000円
えん

342,000円
えん

342,000円
えん

－
授
じゅぎょうりょう

業料B 307,500円
えん

369,000円
えん

594,500円
えん

－
合
ごうけい

計（半
はんとし

年） 649,500円
えん

711,000円
えん

936,500円
えん

－

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業A ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者が、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業B ･･･　 １回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者で、２回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録していた学
がくせい

生が、第
だい

４セメ

スター終
しゅうりょう

了時
じ

の再
さいしんさ

審査で、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムの登
とうろく

録を削
さくじょ

除された場
ば あ い

合

●早
そ う き

期卒
そつぎょう

業C ･･･　１回
かいせい

生入
にゅうがくしゃ

学者が、３回
かいせい

生で早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合　

【特
とっき

記事
じこ う

項】

●国
こくさい

際学
がくせい

生授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免制
せ い ど

度適
てきようしゃ

用者は、上
じょうき

記金
きんがく

額に減
げんめんりつ

免率を乗
じょう

じた金
きんがく

額が学
が く ひ

費から差
さ

し引
ひ

かれます。

　例
れい

： ２回
かいせい

生で減
げんめん

免65の場
ば あ い

合

　（１セメスター（半
はんとし

年）の通
つうじょう

常学
が く ひ

費）711,000円
えん

 ×（減
げんめんりつ

免率）0.65＝（減
げんめん

免額
がく

）462,150円
えん

　　711,000円
えん

 － 462,150円
えん

 ＝ 248,850円
えん

　←　納
のうにゅう

入額
がく

学
がくぶ

部５回
かいせい

生以
いじょう

上（第
だい

９セメスター以
いじょう

上）の学
が く ひ

費金
きんがく

額

　授
じゅぎょうりょう

業料A ･･･　５回
かいせい

生以
いじょう

上共
きょうつう

通の固
こ て い

定学
が く ひ

費。

　授
じゅぎょうりょう

業料B ･･･　履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録単
たんいすう

位数×１単
た ん い

位あたりの額
がく

。

2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者 2019年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者 2014年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者
授
じゅぎょうりょう

業料A 190,000円
えん

185,000円
えん

171,000円
えん

授
じゅぎょうりょう

業料B（１単
た ん い

位あたり）  22,500円
えん

 21,000円
えん

 20,500円
えん

　履
りしゅう

修登
とうろく

録単
たんいすう

位数は、履
りしゅう

修登
とうろく

録修
しゅうせい

正期
き か ん

間２の後
あと

に確
かくてい

定され、学
が く ひ

費額
がく

が決
き

まります。

　登
とうろく

録した単
たんいすう

位数で金
きんがく

額が決
き

まりますので、実
じっさい

際の授
じゅぎょう

業の出
しゅっせき

席や取
しゅとく

得した単
たんいすう

位数とは関
かんけい

係ありません。

【例
れい

】第
だい

９セメスターで１科
か も く

目２単
た ん い

位の授
じゅぎょう

業を２つ登
とうろく

録した場
ば あ い

合（2020年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者）

　　授
じゅぎょうりょう

業料A：　190,000円
えん

　　授
じゅぎょうりょう

業料B：　  90,000円
えん

　（４単
た ん い

位×22,500円
えん

）

　　　　合
ごうけい

計：　280,000円
えん
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学
がくひ

費の納
のうにゅうほうほう

入方法
学
がく

費
ひ

の納
のう

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

は、ゆうちょ銀
ぎん

行
こう

口
こう

座
ざ

からの自
じ

動
どう

引
ひき

落
おとし

、銀
ぎん

行
こう

での振
ふり

込
こみ

、海
かい

外
がい

からはコンベラ社
しゃ

の送
そう

金
きん

システムの利
り

用
よう

など、様
さま

々
ざま

な方
ほう

法
ほう

があります。現金や小
こ

切
ぎっ

手
て

での支
し

払
はらい

はできません（2024年
ねん

４月
がつ

現
げん

在
ざい

）。

納
のう

付
ふ

方
ほう

法
ほう

の詳
しょう

細
さい

は、以
い

下
か

のウェブサイトをご覧
らん

ください。

https://www.apu.ac.jp/home/life/content61/　（日
に

本
ほん

語
ご

版
ばん

）

https://en.apu.ac.jp/home/life/content61/　（英
えいごばん

語版）

納
のう

付
ふ

額
がく

の通
つう

知
ち

は春
はる

セメスターは４月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

、秋
あき

セメスターは10月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に行
おこな

われます。

キャンパスターミナルやCampusmateなど、大
だい

学
がく

からの学
がく

費
ひ

についてのお知
し

らせをよく確
かく

認
にん

しましょ

う。

https://www.apu.ac.jp/home/life/content61/
https://en.apu.ac.jp/home/life/content61/


22

第１章　覚えておきたい大学の制度

奨
しょうがくきんせいど

学金制度は、教
きょういく

育の機
きかいきんとう

会均等を保
ほしょう

障し、学
がくせい

生の多
ためんてき

面的な能
のうりょく

力の伸
しんちょう

長を支
し え ん

援することを目
もくてき

的として設
もう

け

られています。奨
しょうがくきん

学金には、APU独
ど く じ

自のものをはじめ、日
にほんこく

本国や地
ちほうこうきょうだんたい

方公共団体、民
みんかんしょうがくだんたい

間奨学団体などに

よる奨
しょうがくきんせいど

学金制度があります。それぞれの奨
しょうがくきん

学金は、趣
し ゅ し

旨、対
たいしょう

象、定
ていいん

員、金
きんがく

額、返
へんかん

還、出
しゅつがん

願の有
う む

無などに

相
そ う い

違があり、重
じゅうふく

複して受
じゅきゅう

給できない場
ば あ い

合もあります。

すべての奨
しょうがくきん

学金は、学
がくせい

生の学
がくしゅう

修や生
せいかつ

活を支
し え ん

援する目
もくてき

的で、各
かくしゅっししゃ

出資者の善
ぜ ん い

意により成
な

り立
た

っています。

奨
しょうがくきんじゅきゅうしゃ

学金受給者は、その奨
しょうがくきん

学金の趣
し ゅ し

旨を十
じゅうぶん

分に理
り か い

解し、その出
しゅっししゃ

資者への感
かんしゃ

謝の気
き も

持ち・心
こころ

を忘
わす

れること

なく、志
こころざし

を高
たか

く勉
べんがく

学に励
はげ

み、大
だいがくにゅうがく

学入学の目
もくてき

的を達
たっせい

成し、社
しゃかい

会に貢
こうけん

献できる人
にんげん

間となれるように努
どりょく

力を

してください。

奨
しょうがくきん

学金に関
かん

するAPUの考
かんが

え方
かた

について
奨
しょうがくきん

学金に対
たい

するAPUの考
かんが

え方
かた

APUでは、多
おお

くの国
くに

・地
ち い き

域から多
た よ う

様な学
がくせい

生を集
あつ

め、学
がくせい

生の学
がくしゅう

習や生
せいかつ

活を支
し え ん

援する目
もくてき

的で、APU設
せつりつ

立の

趣
し ゅ し

旨に賛
さんどう

同していただいた企
きぎょう

業・団
だんたい

体の方
かたがた

々や、個
こ じ ん

人の方
かたがた

々から多
おお

くの奨
しょうがく

学金
きん

をいただいています。ま

た、日
にほんこくせいふ

本国政府からも多
おお

くの援
えんじょ

助を得
え

ています。これらの奨
しょうがくきん

学金がみなさんの学
がくせいせいかつ

生生活に役
や く だ

立てられて

います。

奨
しょうがくきん

学金の配
はいぶん

分については、学
がくせいぜんたい

生全体に公
こうへい

平に配
はいぶん

分するよう努
つと

めています。様
さまざま

々な国
くに

から集
あつ

まっている

APUの学
がくせい

生への配
はいぶん

分の公
こうへい

平さを客
きゃくかんてき

観的に期
き

するため、応
おうぼしかくじょうけん

募資格条件で指
し て い

定されている場
ば あ い

合を除
のぞ

き、

国
こくせき

籍、性
せいべつ

別、年
ねんれい

齢、宗
しゅうきょう

教による募
ぼしゅう

集・選
せんこう

考は行
おこな

いません。また、最
さいたんしゅうぎょうねんげん

短修業年限までの給
きゅうふ

付が約
やくそく

束されて

いる奨
しょうがくきん

学金については、毎
まい

セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

に、成
せいせき

績による継
けいぞくしんさ

続審査で、規
き て い

程に従
したが

い、警
けいこく

告・取
とりけし

消を

厳
げんせい

正に行
おこな

っています。

学
がくせい

生の皆
みな

さんには、これらのAPUの奨
しょうがくきん

学金についての考
かんが

え方
かた

を正
せいかく

確に理
り か い

解し、APUでの学
がくしゅう

習・学
がくせい

生

生
せいかつ

活に励
はげ

んでください。

奨
しょうがくきん

学金の受
じゅきゅう

給および在
ざいがくじせんこう

学時選考について

大
だいがく

学を通
つう

じて推
すいせん

薦する奨
しょうがくきん

学金の募
ぼしゅう

集案
あんない

内については、随
ず い じ

時、スチューデント・オフィスのホームページ

に掲
け い じ

示します。みなさんが希
き ぼ う

望する奨
しょうがく

学金
きん

にそれぞれ毎
まいかい

回応
お う ぼ

募してください。

受
じゅきゅうしゃ

給者や選
せんこう

考により推
すいせんしゃ

薦者を決
けってい

定するにあたって以
い か

下のような学
がくないきじゅん

内基準を設
もう

けています。

奨
しょうがくきんせいど

学金制度
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＜受
じゅきゅう

給・応
お う ぼ し か く

募資格について＞

●以
い か

下の単
たんいすう

位数を修
しゅうとく

得していること

第
だい

１セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：16単
たんいいじょう

位以上 第
だい

５セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

： 80単
た ん い

位以
いじょう

上

第
だい

２セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：32単
たんいいじょう

位以上 第
だい

６セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

： 96単
た ん い

位以
いじょう

上

第
だい

３セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：48単
たんいいじょう

位以上 第
だい

７セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：112単
た ん い

位以
いじょう

上

第
だい

４セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：64単
たんいいじょう

位以上 第
だい

８セメスター終
しゅうりょう

了者
しゃ

：応
お う ぼ

募資
し か く

格なし

●各
かくがくぶ

学部、セメスターごとに定
さだ

められた基
きじゅん

準GPAを満
み

たしていること（詳
しょうさい

細はホームページを参
さんしょう

照）

●APU定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだん

断を受
じゅしん

診していること

　＊日
にってい

程等
など

はキャンパスターミナルおよびヘルスクリニックホームページ参
さんしょう

照

●応
お う ぼ

募する奨
しょうがく

学金
きん

の奨
しょう

学
がくせい

生義
ぎ む

務を果
は

たせること

●奨
しょうがく

学金
きん

募
ぼしゅう

集時
じ

に示
しめ

される「募
ぼしゅうようこう

集要項」を熟
じゅくどく

読すること。

＜選
せんこう

考について＞

成
せいせき

績および経
けいざいじょうきょう

済状況、奨
しょうがく

学金
きん

申
しん

請
せいしょ

書類
るい

の内
ないよう

容などから、総
そうごうてき

合的に判
はんだん

断します。

＜備
び こ う

考＞

● 奨
しょうがくきんじゅきゅう

学金受給の機
き か い

会を多
おお

くの学
がくせい

生に与
あた

えるために、大
だいがく

学からの推
すいせんすう

薦数が決
き

まっており、学
がくない

内選
せんこう

考があ

る場
ば あ い

合、１
ひ と り

人の学
がくせい

生を複
ふくすう

数の学
がくがい

外奨
しょうがくきん

学金に同
ど う じ

時に推
すいせん

薦することは行
おこな

いません。ただし、推
すいせんしゃ

薦者がす

べて採
さいよう

用されるとは限
かぎ

らないため、不
ふさいよう

採用が決
けってい

定した段
だんかい

階で他
ほか

の奨
しょうがくきん

学金への応
お う ぼ

募が可
か の う

能な場
ば あ い

合は、

推
すいせん

薦することもあります。

● 一
い ち ど

度に複
ふくすう

数の奨
しょうがくきん

学金の出
しゅつがん

願を受
う け つ

付ける場
ば あ い

合は、推
すいせんじゅんい

薦順位の上
じょういしゃ

位者から、希
き ぼ う

望の奨
しょうがくきん

学金へ順
じゅんばん

番に推
すいせん

薦

していきます。

● 奨
しょうがくきん

学金の受
じゅきゅう

給については、併
へいきゅうせいげん

給制限など奨
しょうがくきん

学金ごとに様
さまざま

々な条
じょうけん

件があります。いったん推
すいせん

薦された

者
もの

の推
すいせん

薦を取
と り け

消すことは出
で き

来ませんので、応
お う ぼ

募する際
さい

に十
じゅうぶん

分に考
こうりょ

慮して、応
お う ぼ

募する奨
しょうがくきん

学金を選
せんたく

択し

てください。

● できるだけ多
おお

くの学
がくせい

生へ奨
しょうがくきん

学金を配
はいぶん

分する観
かんてん

点から、授
じゅぎょうりょう

業料、生
せいかつひ

活費とも支
し え ん

援される奨
しょうがくきん

学金（国
こ く ひ

費

など）を受
じゅきゅう

給している学
がくせい

生には、その他
ほか

の奨
しょうがく

学金
きん

へ推
すいせん

薦は行
おこな

いません。
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各
かくしょうがくきん

奨学金の詳
しょうさい

細
各
かくしょうがくきん

奨学金の詳
しょうさい

細については、スチューデント・オフィスのホームページを確
かくにん

認して

ください。

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/apu/

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学国
こくさい

際学
がくせい

生授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免制
せい ど

度（国
こくさいがくせいたいしょう

際学生対象）
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学国
こくさいがくせいじゅぎょうりょうげんめんせいど

際学生授業料減免制度（授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免）は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学（APU）

で学
まな

ぶ国
こくさいがくせい

際学生の経
けいざいてきふたん

済的負担を軽
けいげん

減し、学
がくぎょう

業を継
けいぞく

続させることを目
もくてき

的としています。

種
しゅるい

類 減
げんめん

免100・80・65・50・30　＊１

 対
たいしょう

象 「留
りゅうがく

学」の在
ざいりゅうしかく

留資格を持
も

ち、私
し ひ

費で留
りゅうがく

学している国
こくさいがくせい

際学生

適
てきよう

用期
き か ん

間

最
さいたん

短修
しゅうぎょうねんげん

業年限（最
さいちょう

長第
だい

８セメスターまで）
※ただし、毎

まい

セメスター終
しゅうりょうご

了後、成
せいせき

績による継
けいぞくしんさ

続審査を行
おこな

います。
※ アクティブラーニング（国

こくない

内・海
かいがい

外交
こうかんりゅうがく

換留学）で国
こくない

内・海
かいがい

外の大
だいがく

学に派
はけんちゅう

遣中も
当
とうがいせいど

該制度の適
てきよう

用を受
う

けることができます。
※休

きゅうがくしゃ

学者については、復
ふくがく

学するセメスター期
き

分
ぶん

から適
てきようしきゅう

用支給が再
さいかい

開されます。

選
せんこうほうほう

考方法
入
にゅうがくがんしょ

学願書提
ていしゅつじ

出時に奨
しょうがく

学金
きん

の出
しゅつがん

願を受
う

け付
つ

け、国
こくさい

際学
がくせい

生の出
しゅっしんこく

身国および地
ち い き

域の経
けいざいじじょう

済事情、
学
がく

生
せい

個
こ じ ん

人の学
がくりょく

力、勉
べんがく

学意
い よ く

欲などを総
そうごうてき

合的に判
はんだん

断し、入
にゅうがく

学試
し け ん

験と同
ど う じ

時に選
せんこう

考します。

採
さいようにんずう

用人数 年
ね ん ど

度によって異
こと

なります。

＊１ 減
げんめんがく

免額

種
しゅるい

類 減
げんめん

免額
がく

① 減
げんめん

免100 授
じゅぎょうりょう

業料の100％相
そうとう

当額
がく

② 減
げんめん

免 80 授
じゅぎょうりょう

業料の 80％相
そうとう

当額
がく

③ 減
げんめん

免 65 授
じゅぎょうりょう

業料の 65％相
そうとう

当額
がく

④ 減
げんめん

免 50 授
じゅぎょうりょう

業料の 50％相
そうとう

当額
がく

⑤ 減
げんめん

免 30 授
じゅぎょうりょう

業料の 30％相
そうとう

当額
がく

計
けい

算
さんしき

式

各
かく

セメスター回
かいせい

生（セメ目
め

）の減
げんめん

免額
がく

 （円
えん

）

　＝ 該
がいとう

当するセメスター回
かいせい

生（セメ目
め

）の授
じゅぎょうりょう

業料額
がく

（表
ひょう

１）× 減
げんめん

免（％）× 0.01

※学
が く ひ

費についてはp15～p21を参
さんしょう

照してください。

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/apu/
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授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめんせいど

免制度・奨
しょうがくきん

学金の取
とりけし

消と一
いちじてい し

時停止について
適
てきようしゃ

用者が次
つぎ

の事
じ こ う

項に該
がいとう

当する場
ば あ い

合は、授
じゅぎょうりょうげんめん

業料減免の適
てきよう

用と奨
しょうがく

学金
きん

の支
しきゅう

給を取
とり

消
け

します。また、一
い ち ど

度取
とり

消
け

された授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免の適
てきよう

用と奨
しょうがく

学金
きん

の復
ふっかつ

活はできません。

　　① 退
たいがく

学・除
じょせき

籍・卒
そつぎょう

業したとき

　　② 継
けいぞくしんさ

続審査により、連
れんぞく

続して２回
かい

「警
けいこく

告」を受
う

けたとき（以
い

下
か

参
さんしょう

照）

　　③ 懲
ちょうかいしょぶん

戒処分を受
う

けたとき*

　　④ その他
た

、適
てきようしゃ

用者として適
てきとう

当でないと学
がくせい

生委
いいんかい

員会が判
はんだん

断したとき*

* 各
かくしゅ

種奨
しょうがくきん

学金規
き て い

程および学
がくせい

生委
いいんかい

員会の判
はんだん

断により一
いち

時
じ

停
てい

止
し

になる場
ば

合
あい

があります。一
いち

時
じ

停
てい

止
し

された

授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免の適
てきよう

用の再
さいかい

開は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会が判
はんだん

断します。

継続審査
在
ざいがく

学期
きかんちゅう

間中、毎
まい

セメスター期
き

に成
せいせき

績による、「継
けいぞく

続」、「警
けいこく

告」、「取
とりけし

消」を決
けってい

定する審
し ん さ

査を行
おこな

います。

（1）警
けいこく

告

当
とうがい

該セメスター期
き

の成
せいせき

績が、①、②のいずれか、または両
りょうほう

方に該
がいとう

当する場
ば あ い

合、「警
けいこく

告」となります。

①　修
しゅうとく

得単
たんいすう

位数（下
か き

記表
ひょう

を参
さんしょう

照）

2011年
ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅう

学
がくしゃ

者 2010年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅう

学
がくしゃ

者

第
だい

１セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 　　  12単
た ん い

位以
い か

下　＊１ 　　  12単
た ん い

位以
い か

下　＊１

第
だい

２セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 26単
た ん い

位以
い か

下 26単
た ん い

位以
い か

下

第
だい

３セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 40単
た ん い

位以
い か

下 40単
た ん い

位以
い か

下

第
だい

４セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 54単
た ん い

位以
い か

下 54単
た ん い

位以
い か

下

第
だい

５セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 66単
た ん い

位以
い か

下 66単
た ん い

位以
い か

下

第
だい

６セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 80単
た ん い

位以
い か

下 80単
た ん い

位以
い か

下

第
だい

７セメスター終
しゅうりょうしゃ

了者 　　  98単
た ん い

位以
い か

下　＊２ 　　  92単
た ん い

位以
い か

下　＊３
＊１　第

だい

１セメスター目
め

の修
しゅうとく

得単
たんいすう

位数について

 　　 第
だい

２セメスター目
め

の登
とうろく

録上
じょうげん

限単
たんいすう

位数が18単
た ん い

位のため、２回
かい

連
れんぞく

続して「警
けいこく

告」を受
う

けるのを避
さ

け

るためには、第
だい

１セメスター終
しゅうりょうじ

了時に、最
さいしょう

少でも10単
た ん い

位は修
しゅうとく

得しておく必
ひつよう

要があります。
＊２　2011年

ね ん ど

度以
い こ う

降の入
にゅうがくしゃ

学者は、第
だい

８セメスター目
め

の登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数が24単
た ん い

位のため。
＊３　2010年

ね ん ど

度以
い ぜ ん

前の入
にゅうがくしゃ

学者は、第
だい

８セメスター目
め

の登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数が30単
た ん い

位のため。

②　当
とうがい

該セメスター期
き

のGPA（Grade Point Average)が1.50 以
い か

下
　当

とうがい

該セメスターGPAの算
さんしゅつ

出方
ほうほう

法は、授
じゅぎょう

業に関
かん

するウェブページを参
さんしょう

照してください。
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（2）取
とり

消
けし

２回
かい

連
れんぞく

続して「警
けいこく

告」を受
う

けた場
ば あ い

合、授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免の適
てきよう

用や奨
しょうがく

学金
きん

は通
つ う ち

知を受
う

けたセメスターより取
とり

消
け

されます。一
いったん

旦取
と り け

消された授
じゅぎょうりょうげんめん

業料減免の適
てきよう

用や奨
しょうがく

学金
きん

については復
ふっかつ

活はできません。

また、第
だい

７セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

の継
けいぞく

続審
し ん さ

査において、修
しゅうとく

得単
たんいすう

位数が92または98単
た ん い

位以
い か

下（上
じょうひょう

表参
さんしょう

照）

のため、「警
けいこく

告」を受
う

けた場
ば あ い

合は、１回
か い め

目の警
けいこく

告であってもその時
じ て ん

点で取
とりけし

消となります。

休
きゅうがく

学する直
ちょくぜん

前のセメスター期
き

の成
せいせき

績に基
もと

づく継
けいぞく

続審
し ん さ

査による取
とりけし

消または警
けいこく

告は復
ふくがく

学後
ご

に引
ひ

き継
つ

がれます。

（3）警
けいこく

告・取
とりけし

消の通
つ う ち

知

警
けいこく

告・取
とりけし

消の通
つ う ち

知はセメスターのはじめにキャンパスターミナルを通
つう

じて行
おこな

います。

在
ざいがくちゅう

学中に募
ぼしゅう

集・選
せんこう

考する奨
しょうがくきん

学金
在
ざいがくちゅう

学中に募
ぼしゅう

集・選
せんこう

考する奨
しょうがく

学金
きん

の募
ぼしゅう

集情
じょうほう

報は、スチューデント・オフィスのホームページで、随
ず い じ

時掲
けいさい

載・

更
こうしん

新します。募
ぼしゅう

集要
ようこう

項をよく読
よ

んで、応
お う ぼ

募条
じょうけん

件を満
み

たしている学
がくせい

生は、期
きげんない

限内に必
ひつよう

要な書
しょるい

類を不
ふ び

備のない

ようスチューデント･オフィスに提
ていしゅつ

出してください。

選
せんこう

考結
け っ か

果については、キャンパスターミナルを通
つう

じて行
おこな

います。

また、「直
ちょくせつ

接応
お う ぼ

募」の奨
しょうがく

学金
きん

は、大
だいがく

学を通
とお

して応
お う ぼ

募する必
ひつよう

要はありません。自
みずか

ら積
せっきょくてき

極的に応
お う ぼ

募してください。

＜国
こくない

内学
がくせい

生向
む

け奨
しょうがくきん

学金＞

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/domestic/

＜国
こくさい

際学
がくせい

生向
む

け奨
しょうがくきん

学金＞

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/international/

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/domestic/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/international/
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第
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章

主
おも

な奨
しょうがく

学金
きん

の紹
しょうかい

介

安
あんどうもも

藤百福
ふく

名
めい よ

誉博
はか せ

士奨
しょうれいしょう

励賞・栄
えいよ

誉 賞
しょう

日
にっしん

清食
しょくひん

品ホールディングス株
かぶしき

式会
がいしゃ

社の創
そうぎょうしゃ

業者である故
こ

・安
あんどう

藤百
もも

福
ふく

名
め い よ

誉博
は か せ

士からのご厚
こ う い

意により設
せ っ ち

置され

た奨
しょうがくきん

学金であり、将
しょうらい

来、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域のリーダーになることが期
き た い

待されている者
もの

に対
たい

し、支
し え ん

援と

激
げきれい

励を行
おこな

うことを目
もくてき

的としています。

対
たいしょう

象

●  安
あんどうももふく

藤百福名
め い よ

誉博
は か せ

士奨
しょうがくきん

学金制
せ い ど

度の趣
し ゅ し

旨と目
もくてき

的を理
り か い

解し、将
しょうらい

来の目
もくひょう

標を明
めいかく

確に持
も

ち、
その実

じつげん

現のため、正
せ い か

課・正
せいかがい

課外を問
と

わず、APUにおいて積
せっきょくてき

極的な学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

って
いる者

もの

● 奨
しょうれいしょう

励賞：5セメスター生
せい

、栄
えいよしょう

誉賞：当
とうがい

該セメスター末
まつ

に卒
そつぎょうよてい

業予定の者
もの

　  ※詳
しょうさい

細は募
ぼしゅうようこう

集要項を参
さんしょう

照。

給
きゅうふないよう

付内容
奨
しょうれいしょう

励賞：50万
まんえん

円、栄
えいよしょう

誉賞：100万
まんえん

円
＊卒

そつぎょう

業が延
え ん き

期になった場
ば あ い

合は奨
しょうがく

学金
きん

の支
しきゅう

給を取
と り け

消す

募
ぼしゅう

集時
じ き

期 春
はる

セメスターおよび秋
あき

セメスター

採
さいようにんずう

用人数 奨
しょうれい

励賞
しょう

、栄
え い よ

誉賞
しょう

ともに各
かく

セメスター２名
めい

以
い な い

内

各
かく

学
が く ぶ

部、各
かく

セメスター学
がくねん

年毎
ごと

に、当
とうがい

該セメスター期
き

の学
がくぎょう

業成
せいせき

績が特
とく

に優
ゆうしゅう

秀な者
もの

を対
たいしょう

象とし、これを奨
しょうれい

励

することを目
もくてき

的としています。

対
たいしょう

象

下
か き

記にあげる条
じょうけん

件を全
すべ

て満
み

たしている者
もの

①  各
かく

学
が く ぶ

部、各
かく

セメスター学
がくねん

年毎
ごと

を対
たいしょうしゃ

象者グループとし、選
せんこう

考対
たいしょう

象となるセメスター期
き

において、当
とうがい

該セメスターGPAが上
じょうい

位１位
い

の者
もの

②  選
せんこう

考対
たいしょう

象となるセメスター期
き

において、18単
た ん い

位以
いじょう

上（T、R、E評
ひょうか

価を除
のぞ

く）を登
とうろく

録
している者

もの

③  選
せんこう

考対
たいしょう

象となるセメスター期
き

において、通
つうじょう

常の評
ひょうか

価（A＋，A，B，C，P）による
修
しゅうとく

得単
た ん い

位数
すう

が登
とうろく

録単
た ん い

位数
すう

の４分
ぶん

の３以
いじょう

上である者
もの

奨
しょうれいきんがく

励金額 上
じょうい

位１位
い

の者
もの

に上
じょうげん

限10万
まんえん

円

募
ぼしゅう

集時
じ き

期 なし　＊当
とうがい

該セメスター期
き

の学
がくぎょう

業成
せいせき

績を持
も

つ本
ほんがく

学学
がくせい

生の中
なか

から選
せんこう

考します。

※当
とうがい

該セメスターGPAの算
さんしゅつ

出方
ほうほう

法は授
じゅぎょう

業に関
かん

するウェブページ参
さんしょう

照

＊あるグループでGPA同
どうてんしゃ

点者が出
で

た場
ば あ い

合

　全
ぜんいん

員を採
さいよう

用し、10万
まんえん

円を人
にんずう

数で割
わ

って（１の位
くらい

は切
き

り捨
す

て）支
しきゅう

給します。

　ただし、GPA4.0（満
まんてん

点）の同
どうてん

点の場
ば あ い

合は、全
ぜんいん

員に５万
まんえん

円ずつ支
しきゅう

給します。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学優
ゆうしゅう

秀学
がくせい

生奨
しょうれい

励金
きん
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＜選
せんこう

考対
たいしょう

象セメスター＞

●第
だい

２～第
だい

６セメスター終
しょうりょう

了時
じ

が選
せんこう

考対
たいしょう

象です。

 （第
だい

１セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

と第
だい

７、８セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

は、選
せんこう

考対
たいしょう

象としません。）

＜理
り ゆ う

由＞

●第
だい

１セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

は、第
だい

１セメスターが、APUでの学
がくしゅう

習の導
どうにゅう

入期
き

であるため対
たいしょう

象としません。

● 第
だい

７、８セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

は、第
だい

７、８セメスターでの標
ひょうじゅん

準修
しゅうとく

得単
た ん い

位数
すう

が各
かく

８単
た ん い

位と少
すく

ないため

対
たいしょう

象としません。

優
ゆうしゅう

秀学
がくせい

生 表
ひょうしょう

彰

　 各
かく

学
が く ぶ

部、各
かく

セメスター学
がくねん

年毎
ごと

に、選
せんこう

考対
たいしょう

象となるセメスター期
き

の学
がくぎょう

業成
せいせき

績が２、３番
ばん

目
め

に優
ゆうしゅう

秀な者
もの

を対
たいしょう

象とし、これを奨
しょうれい

励することを目
もくてき

的としています。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学自
じし ゅ

主活
かつどう

動奨
しょうれい

励金
きん

自
じしゅてき

主的諸
しょかつどう

活動において顕
けんちょ

著な成
せ い か

果を挙
あ

げた個
こ じ ん

人または団
だんたい

体を対
たいしょう

象とし、これを奨
しょうれい

励することを目
もくてき

的と

しています。

給
きゅうふないよう

付内容 団
だんたい

体10万
まんえん

円、個
こ じ ん

人５万
まんえん

円

採
さいようすう

用数 毎
まい

年
ね ん ど

度予
よ さ ん

算の範
はんいない

囲内で定
さだ

める

募
ぼしゅう

集時
じ き

期 ７月
がつ

頃
ごろ
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学
が く ひ

費を支
し は ら

払うための納
のうふしょ

付書は、大
だいがく

学に登
とうろく

録されている学
がくひせいきゅうさきじゅうしょ

費請求先住所に送
おく

られます。住
じゅうしょ

所が適
てきせつ

切に登
とうろく

録さ

れていない場
ば あ い

合、納
のうふしょ

付書が届
とど

かないため授
じゅぎょうりょう

業料が払
はら

えず、学
が く ひ

費未
み の う

納除
じょせき

籍となってしまうケースもあります。

転
てんきょ

居をした場
ば あ い

合も、その都
つ ど

度、現
げんじゅうしょ

住所や学
がくひせいきゅうさきじゅうしょ

費請求先住所を更
こうしん

新しましょう。

また、住
じゅうしょ

所・電
でんわばんごうなど

話番号等が大
だいがく

学に正
ただ

しく登
とうろく

録されていないと、事
じけん

件・事
じ こ

故・災
さいがいなど

害等が起
お

こった際
さい

に、大
だいがく

学から皆
みな

さんや皆
みな

さんのご家
かぞく

族に連
れんらく

絡をすることができません。必
かなら

ず最
さいしん

新の住
じゅうしょじょうほう

所情報を登
とうろく

録しておくようにしましょう。

国
こく

際
さい

学
がく

生
せい

の方
かた

へは母
ぼ

国
こく

にいる場
ば

合
あい

でも受
う

け取
と

れるように、学
がく

費
ひ

通
つう

知
ち

の送
そう

付
ふ

時
じ

期
き

に合
あ

わせて、APUメールアドレ

ス宛
あて

にご案
あん

内
ない

をメール通
つう

知
ち

いたします。メール案
あん

内
ない

文
ぶん

の手
て

順
じゅん

に沿
そ

って手
て

続
つづ

きを完
かん

了
りょう

してください。

大
だいがく

学に登
とうろく

録する住
じゅうしょ

所と宛
あてさき

先
大
だいがく

学に登
とうろく

録する住
じゅうしょ

所と宛
あてさき

先には、①本
ほんにんげんじゅう

人現住所
しょ

、②学
がくひせいきゅうさきじゅうしょ

費請求先住所、③帰
きせいさきじゅうしょ

省先住所兼
けん

学
がくせい

生情
じょうほう

報開
か い じ

示

先
さきじゅうしょ

住所、④緊
きんきゅうれんらくさき

急連絡先、⑤保
ほしょうにん

証人（父
ふ ぼ

母・保
ほ ご し ゃ

護者・身
みもとひきうけしゃなど

元引受者等）があります。

※ ４つの住
じゅうしょ

所は、入
にゅうがくじ

学時、下
か き

記の通
とお

りに設
せってい

定されています。

国
こくないがくせい

内学生 ①～⑤全
すべ

て
入
にゅうがくてつづきじ

学手続時に届
とど

け出
で

た住
じゅうしょ

所（APハウス居
きょじゅうしゃ

住者は①本
ほんにんげんじゅうしょ

人現住所にAP
ハウスの住

じゅうしょ

所が設
せってい

定されます）

国
こくさいがくせい

際学生
①と②

APハウスの住
じゅうしょ

所（APハウスに入
にゅうきょ

居していない学
がくせい

生は、入
にゅうがくまえ

学前に
大
だいがく

学に届
とど

け出
で

た住
じゅうしょ

所）

③～⑤ 出
しゅつがんしょるい

願書類に記
きにゅう

入した住
じゅうしょ

所

【注
ちゅうい

意】

特
とく

に下
か き

記に該
がいとう

当する新
しんにゅうせい

入生の皆
みな

さんは、住
じゅうしょ

所の変
へんこう

更が必
ひつよう

要です。

● 実
じ っ か

家から別
べ っ ぷ

府へ引
ひ

っ越
こ

してきて、帰
きせいさき

省先の住
じゅうしょ

所と現
げんじゅうしょ

住所が異
こと

なっている学
がくせい

生。

● APハウスの部
へ や

屋を変
へんこう

更した学
がくせい

生。

● APハウスに住
す

んでいない国
こくさいがくせい

際学生で、入
にゅうがくまえ

学前に大
だいがく

学に住
じゅうしょ

所を届
とど

け出
で

ていない学
がくせい

生。

住
じゅうしょとうろく

所登録
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Campusmateへの登
とうろくほうほう

録方法
キャンパスターミナル　　　　　　　　　　　　　ログイン後

ご

の画
が め ん

面

〈STEP3〉

【変
へんこう

更する】をクリック
住
じゅうしょにゅうりょくがめん

所入力画面に切
き

り替
か

わり
ます。

〈STEP4〉

【本
ほんにんげんじゅうしょ

人現住所】を入
にゅうりょく

力し、
入
にゅうりょくご

力後、【確
かくにん

認】ボタンを
押
お

す。

〈STEP5〉

同
どうよう

様に、【学
がくひせいきゅうさき

費請求先】、【帰
きせいさきけん

省先兼
学
がくせいじょうほう

生 情報開
か い じ さ き

示先】、【緊
きんきゅう

急連
れんらくさき

絡先】、
【保

ほしょうにん

証人】を入
にゅうりょく

力してください。

〈STEP6〉

変
へんこう

更・確
かくにんご

認後、【更
こうしん

新】ボタンを
押
お

す。

Campusmate Web APU)

〈STEP2〉
住
じゅうしょしょうかい

所 照 会 ・変
へんこう

更
をクリック

〈STEP1〉
Campusmate Web（APU）を
クリック
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学
がくひ

費請
せいきゅうさき

求先住
じゅうしょ

所について　
国
こくないがくせい

内学生： 両
りょうしんなど

親等が学
が く ひ

費を支
し は ら

払う場
ば あ い

合は、「帰
き せ い

省先
さきけん

兼学
がくせいじょうほう

生情報開
かいしさきじゅうしょ

示先住所」と同
おな

じ住
じゅう

所
しょ

を入
にゅうりょく

力してくだ

さい。

　　　　　請
せいきゅうさき

求先氏
し め い

名は、両
りょうしんなど

親等の帰
きせいさき

省先の居
きょ

住
じゅうしゃ

者氏
し め い

名を入
にゅうりょく

力してください。

　　　　　 海
かいがい

外に居
きょじゅう

住されている場
ば あ い

合は、「本
ほんにん

人現
げんじゅうしょ

住所」と同
おな

じ住
じゅうしょ

所を入
にゅうりょく

力し、自
じ ぶ ん じ

分自身
しん

で受
う

け取
と

って

ください。

　　　　　海
かいがい

外の住
じゅうしょ

所を登
とうろく

録している場
ば あ い

合は、納
のう

付
ふ し ょ

書を受
う

け取
と

ることができません。

国
こくさいがくせい

際学生：日
に ほ ん い が い

本以外の住
じゅうしょ

所は登
とうろく

録できません。

　　　　「 本
ほんにんげんじゅうしょ

人現住所」と同
おな

じ住
じゅうしょ

所・自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の氏
し め い

名を入
にゅうりょく

力してください。入
にゅうりょく

力は、日
に ほ ん ご

本語で行
おこな

って

ください。

※学
がく

費
ひ

納
のう

付
ふ

に関
かん

する最
さい

新
しん

の情
じょう

報
ほう

はP21に記
き

載
さい

の学
がく

費
ひ

の納
のう

入
にゅう

に関
かん

するウェブサイトをご覧
らん

ください。
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●休
きゅうがく

学・退
たいがく

学などの学
がくせきいどう

籍異動が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合、スチューデント・オフィスで相
そうだん

談し、必
ひつよう

要な手
てつづき

続を行
おこな

って

ください。手
てつづき

続が完
かんりょう

了しない場
ば あ い

合は、許
き ょ か

可が取
と

り消
け

しになる可
かのうせい

能性があります。

学
が く せ き い ど う

籍 異 動
の 種

し ゅ る い

類

申
しんせいしめきりきじつ

請締切期日 備
び

　考
こう

＊注
ちゅう

２
問
と

い合
あわ

せ先
さき

春
はる

セメスター 秋
あき

セメスター

休
き ゅ う が く

学 ２月
がつ

15日
にち

８月
がつ

５日
にち 審

し ん さ

査・事
じ む て す う り ょ う

務手数料：15,000円
えん

　
在
ざいせきりょう

籍料：5,000円
えん

/1セメスター

スチューデント・
オフィス

復
ふ く が く

学

国
こくない

内 ２月
がつ

15日
にち

８月
がつ

５日
にち

国
こくさい

際 12月
がつ

31日
にち

＊注
ちゅう

1
６月

がつ

30日
にち

＊注
ちゅう

１ 

退
た い が く

学 随
ず い じ

時 随
ず い じ

時

再
さいにゅうがく

入学

国
こくない

内 ２月
がつ

15日
にち

８月
がつ

５日
にち

審
し ん さ

査・事
じむてすうりょう

務手数料：10,000円
えん

　
再
さいにゅうがくきん

入学金：13,000円
えん

（再
さいにゅうがくきょかしゃ

入学許可者のみ）
　　　　　 20,000円

えん

（再
さいにゅうがくきょかしゃ

入学許可者のみ。
2020年

ねん

4月
がつ

1日
にち

以
い こ う

降入
にゅうがくしゃ

学者）
授
じゅぎょうりょう

業料：1セメスター分
ぶん

（再
さいにゅうがくきょかしゃ

入学許可者のみ）

国
こくさい

際 12月
がつ

31日
にち

＊注
ちゅう

1
６月

がつ

30日
にち

＊注
ちゅう

１ 

転
て ん せ き

籍 12月
がつじょうじゅん

上旬 ６月
がつちゅうじゅん

中旬 転
てんせきせんこうてすうりょう

籍選考手数料：10,000円
えん アカデミック・

オフィス

留
り ゅ う が く

学 年
ねん

に２回
かい

、派
は け ん

遣の１年
ねんまえ

前に募
ぼしゅう

集と出
しゅつがん

願を行
おこな

います。 ア ウ ト リ ー チ・
リサーチ・オフィス

＊注
ちゅう

１　 国
こくさいがくせい

際学生は在
ざいりゅうしかく

留資格認
にんてい

定証
しょうめいしょ

明書（ビザ）を申
しんせい

請しなければならないため、申
しんせい

請期
き げ ん

限が早
はや

くなっ

ています。
＊注
ちゅう

２　 一
いったんのうにゅう

旦納入された手
てすうりょう

数料、在
ざいせきりょう

籍料、再
さいにゅうがくきん

入学金は、いかなる事
じじょう

情があっても返
へんきん

金できません。

各
かくしゅてすうりょう

種手数料は、将
しょうらいへんこう

来変更されることがあります。

休
きゅうがく

学
病
びょうきなど

気等のやむをえない事
じ

由
ゆう

により、引
ひ

き続
つづ

き３ヶ
か

月
げつ

以
いじょう

上を超
こ

えて就
しゅうがく

学できない場
ば

合
あい

、休
きゅうがくしんせい

学申請ができます。

詳
しょうさい

細は36～38ページを参
さんしょう

照してください。

学
がくせきいどう

籍異動（休
きゅうがく

学・退
たいがく

学・復
ふくがく

学など）
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復
ふくがく

学
大
だいがく

学が許
き ょ か

可した休
きゅうがくきかんまんりょうまえ

学期間満了前に、Campusmateに登
とうろく

録されている帰
きせいさきじゅうしょ

省先住所に手
てつづきしょるい

続書類を送
そ う ふ

付します。

（５月
がつ

または11月
がつ

）期
き じ つ

日までに必
かなら

ず復
ふくがく

学の手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

復
ふくがくしんせいしめきりきじつ

学申請締切期日（締
しめきりびひっちゃく

切日必着）

国
こくない

内 国
こくさい

際

春
はる

セメスター（９月
がつ

20日
にち

）まで休
きゅうがく

学 ８月
がつ

５日
にち

６月
がつ

30日
にち

秋
あき

セメスター（３月
がつ

31日
にち

）まで休
きゅうがく

学 ２月
がつ

15日
にち

12月
がつ

31日
にち

【注
ちゅうい

意】期
き じ つ

日がオフィス閉
へいしつ

室日
び

の場
ば あ い

合、翌
よくかいしつ

開室日
び

※ 期
きじつ

日までに"復
ふくがく

学"もしくは"休
きゅうがく

学（継
けいぞく

続）"の手
て つ づ

続きがない場
ば あ い

合は休
きゅうがくきかんまんりょうび

学期間満了日で「退
たいがく

学」となります。

退
たいがく

学
● 病

びょうき

気などのやむをえない事
じ ゆ う

由により、申
しんせい

請することができます。申
しんせい

請の際
さい

にはスチューデント・オフィ

スに事
じ ぜ ん

前に相
そうだん

談して書
しょるい

類を受
う

け取
と

ってください。

● 既
すで

に納
のうにゅうずみ

入済の学
がくひなど

費等については返
へんきん

金されません。

次
つぎ

の場
ば あ い

合は強
きょうせいてき

制的に退
たいがく

学となります

● 復
ふくがく

学・転
てんせき

籍など学
がくせきいどう

籍異動の際
さい

に定
さだ

められた期
き じ つ

日までに必
ひつよう

要な手
てつづき

続を行
おこな

わなかった者
もの

● 退
たいがく

学の処
しょぶん

分を受
う

けた者
もの

再
さいにゅうがく

入学
● 退

たいがく

学になった場
ば あ い

合でも、願
ねが

い出
で

により再
さいにゅうがく

入学が許
き ょ か

可されることがあります。

● 再
さいにゅうがく

入学した場
ば あ い

合、退
たいがくまえ

学前の在
ざいがくきかん

学期間に修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は継
けいしょう

承されます。

● 出
しゅつがん

願できる期
き か ん

間は、退
たいがく

学したセメスターの最
さいしゅうび

終日から３年
ねんいない

以内です。

　 再
さいにゅうがく

入学を願
ねが

い出
で

る場
ばあ い

合およびAPUの入
にゅうがくしけん

学試験に出
しゅつがん

願する場
ばあ い

合には、あなたのAPU在
ざいがくじ

学時の情
じょうほう

報を

利
りよ う

用します。利
りよ う

用する情
じょうほう

報は、在
ざいがくじ

学時の成
せいせき

績、賞
しょうばつれき

罰歴、入
にゅうこくかんりほう

国管理法を適
てきせつ

切に遵
じゅんしゅ

守していたかなど、

学
がくせいせいかつぜんぱん

生生活全般に関
かか

わるものとします。

● 再
さいにゅうがくまえ

入学前に1セメスター分
ぶん

の授
じゅぎょうりょう

業料を全
ぜんがく

額支
し は ら

払う必
ひつよう

要があります。

ただし、各
かく

セメスターの申
しんせいきじつ

請期日までに必
ひつよう

要な書
しょるい

類を提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要があります。
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再
さいにゅうがくしんせいしめきりきじつ

入学申請締切期日（締
しめきりびひっちゃく

切日必着）

国
こくない

内 国
こくさい

際

春
はる

セメスターから再
さいにゅうがく

入学 ２月
がつ

15日
にち

12月
がつ

31日
にち

秋
あき

セメスターから再
さいにゅうがく

入学 ８月
がつ

５日
にち

６月
がつ

30日
にち

【注
ちゅうい

意】 期
き じ つ

日がオフィス閉
へいしつ

室日
び

の場
ば あ い

合、翌
よくかいしつ

開室日
び

が申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

となります。

転
てんせき

籍
● 転

てんせき

籍とは立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学において、２回
かいせい

生および３回
かいせい

生に進
しんきゅう

級する時
じ て ん

点で、現
げんざい

在の所
しょぞくがくぶ

属学部

から他
た

の学
が く ぶ

部に転
てん

ずる制
せ い ど

度です。

● 募
ぼしゅう

集は原
げんそく

則として各
かくがくぶ

学部の定
ていいん

員に欠
けついん

員がある場
ば あ い

合に行
おこな

います。転
てんせき

籍を希
き ぼ う

望する学
がくせい

生は、授
じゅぎょう

業に関
かん

する

ウェブページを参
さんしょう

照してください。

留
りゅうがく

学
● 立

りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学に在
ざいせき

籍しながら留
りゅうがく

学を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、アウトリーチ・リサーチ・オフィス

に相
そうだん

談をしてください。

除
じょせき

籍
 次
つぎ

の場
ばあ い

合は除
じょせき

籍となります。除
じょせき

籍となった者
もの

は再
さいにゅうがく

入学できません。（ただし、学
がく

費
ひ

未
み

納
のう

除
じょ

籍
せき

の場
ば

合
あい

のみ

再
さい

入
にゅう

学
がく

申
しん

請
せい

が可
か

能
のう

です。）

● 在
ざいがく

学年
ねんげん

限を超
こ

えた者
もの

（学
が く ぶ

部は８年
ねん

、大
だいがくいん

学院の博
は く し

士前
ぜ ん き

期課
か て い

程および修
しゅうし

士課
か て い

程は４年
ねん

、博
は く し

士後
こ う き

期課
か て い

程は

６年
ねん

）。

● 二
にじゅうがくせき

重学籍の者
もの

：同
ど う じ

時に２つ以
いじょう

上の大
だいがく

学・学
が く ぶ

部・学
がっかなど

科等に在
ざいせき

籍している者
もの

● 死
し ぼ う

亡した者
もの

● ３ヶ
かげついじょうゆくえふめい

月以上行方不明の者
もの

● 定
さだ

められた期
き じ つ

日までに学
が く ひ

費を納
のうにゅう

入しない者
もの

【注
ちゅうい

意】

「３ヶ
か

月
げついじょうゆくえふめい

以上行方不明の者
もの

」について

● 学
がくせい

生が履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録を行
おこな

っていない、定
て い き し け ん

期試験を受
じゅけん

験していない、登
とうろく

録している授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席していな

いなど、大
だいがく

学に通
つうがく

学していない可
かのうせい

能性がある場
ば あ い

合に、大
だいがく

学に登
とうろく

録されている現
げんじゅうしょ

住所や帰
きせいさきじゅうしょ

省先住所に

大
だいがく

学から連
れんらく

絡を行
おこな

います。

● 連
れんらく

絡を行
おこな

ったにもかかわらず、正
せいとう

当な理
り ゆ う

由がなく学
がくせい

生から連
れんらく

絡がない場
ば あ い

合、行
ゆ く え ふ め い

方不明とみなし

３ヶ
か げ つ け い か ご

月経過後に除
じょせきしょぶん

籍処分とします。
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● 病
びょうき

気や事
じ こ

故など予
よ そ く

測できない事
じ た い

態により、通
つうがく

学できなくなる可
かのうせい

能性もあるため、必
かなら

ずCampusmate

システムで最
さいしん

新のあなたの住
じゅうしょ

所や電
でんわばんごう

話番号を登
とうろく

録してください。また、通
つうがく

学できない事
じ た い

態が発
はっせい

生し

た場
ば あ い

合は、速
すみ

やかにスチューデント・オフィスに相
そうだん

談をし、休
きゅうがく

学や退
たいがく

学などの手
てつづき

続を行
おこな

うようにし

てください。
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休
きゅうがくてつづき

学手続について
休
きゅうがく

学の条
じょうけん

件

● 病
びょうきなど

気等のやむをえない事
じゆう

由により、引
ひ

き続
つづ

き３ヶ
かげつ

月を超
こ

えて就
しゅうがく

学できない場
ば あ い

合、休
きゅうがくしん

学申請
せい

ができます。

例
れい

：  病
びょうき

気、経
けいざいてきじじょう

済的事情、兵
へいえき

役、その他
た

やむを得
え

ない事
じ ゆ う

由

【注
ちゅうい

意】

● 海
かいがいとこう

外渡航・インターンシップなどでの休
きゅうがく

学を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、休
きゅうがく

学ガイダンスへの出
しゅっせき

席が義
ぎ む づ

務付けら

れています。ガイダンスの日
にってい

程はキャンパスターミナルに掲
け い じ

示します。

● セメスター期
き た ん い

単位での休
きゅうがく

学となります。休
きゅうがくかのう

学可能な期
き か ん

間は、在
ざいせききかん

籍期間を通
つう

じて３年
ねんかん

間（６セメスター）

までです。

休
きゅうがくちゅう

学中の申
しんせい

請により、予
よていふくがく

定復学セメスターを早
はや

めることや、最
さいちょう

長３年
ねん

まで休
きゅうがく

学の延
えんちょう

長をすることも

できます。

　※ 2023年
ねんどにゅうがくいぜん

度入学以前の学
がくせい

生は、継
けいぞく

続して休
きゅうがくかのう

学可能な期
きか ん

間は２年
ねんかん

間（４セメスター）、兵
へいえき

役による

休
きゅうがく

学のみ３年
ねんかん

間（６セメスター）までです。ただし、2026年
ねん

４月
がつ

１日
にち

より、全
すべ

ての学
がくせい

生の

休
きゅうがくかのう

学可能な期
きか ん

間は、在
ざいせききかん

籍期間を通
つう

じて３年
ねんかん

間（６セメスター）となります。2023年
ねんどにゅうがくいぜん

度入学以前

の学
がくせい

生が、2026年
ねん ど い こ う

度以降に休
きゅうがく

学をする場
ばあ い

合、2025年
ねん

３月
がつ

31日
にち

までの休
きゅうがくきかん

学期間は算
さんにゅう

入されませ

ん。

● 国
こくさいがくせい

際学生が所
しょゆう

有している留
りゅうがく

学ビザは、日
にほんしゅっこく

本出国時
じ

にキャンセルをし、無
む こ う

効にしなければなりません。

復
ふくがく

学の際
さい

には、もう一
い ち ど

度ビザの申
しんせいてつづき

請手続を行
おこな

う必
ひつよう

要があります。

● 卒
そつぎょうかのう

業可能なセメスターに在
ざいがく

学している学
がくせい

生は休
きゅうがくしんせい

学申請ができません。

例
れい

:

・8セメスター在
ざいがくちゅう

学中で卒
そつぎょうかのう

業可能な「履
りしゅうとうろく

修登録単
たんいすう

位数」を満
み

たしている学
がくせい

生は、休
きゅうがくしんせい

学申請はできません。

・ ９セメスター以
いじょう

上に在
ざいがく

学している学
がくせい

生でも卒
そつぎょうかのう

業可能な「履
りしゅうとうろく

修登録単
たんいすう

位数」を満
み

たしていない学
がくせい

生

は、休
きゅうがくしんせいかのう

学申請可能です。

休
きゅうがくしんせいしめきりきじつ

学申請締切期日

国
こくない

内・国
こくさい

際

春
はる

セメスターから休
きゅうがく

学 ２月
がつ

15日
にち

秋
あき

セメスターから休
きゅうがく

学 ８月
がつ

５日
にち

【注
ちゅうい

意】期
き じ つ

日がオフィス閉
へいしつ

室日
び

の場
ば あ い

合、翌
よくかいしつ

開室日

休
きゅう

　学
がく
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休
きゅうがくきょか

学許可を得
え

たあと、やむをえない事
じじょう

情があり許
きょか

可の取
とりけ

消しを申
しんせい

請する場
ばあい

合は、休
きゅうがくしんせいきかんない

学申請期間内に所
しょてい

定

の手
てつづき

続を必
かなら

ず行
おこな

ってください。期
きじつ

日を過
す

ぎた場
ばあい

合は、取
とりけ

消すことはできません。

手
てつづ

続きの流
なが

れ

① スチューデント・オフィスにて相
そうだん

談し必
ひつようしょるい

要書類を受
う

け取
と

る。

　※ 海
かいがいとこう

外渡航・インターンシップなどで休
きゅうがく

学を希
きぼ う

望する場
ばあ い

合は、休
きゅうがく

学ガイダンスへの出
しゅっせき

席が義
ぎ む

務付
づ

け

られています。

②必
ひつようしょるい

要書類を期
き じ つ

日までに一
いっかつ

括で提
ていしゅつ

出

③申
しんせいしょ

請書をもとに会
か い ぎ

議で審
し ん ぎ

議

結
け っ か

果を郵
ゆうそう

送等
など

で送
そ う ふ

付。

必
ひつようていしゅつしょるい

要提出書類と費
ひよう

用

以
い か

下の必
ひつようしょるい

要書類を期
き じ つ

日までに一
いっかつ

括で提
ていしゅつ

出

　● 「休
きゅうがくねがい

学願」（学
がくひふたんしゃ

費負担者の同
どういしょめい

意署名or押
おういん

印が必
ひつよう

要）

　● 「休
きゅうがくりゆうしょ

学理由書」 （自
じ ひ つ

筆またはパソコン作
さくせい

成の文
ぶんしょ

書）

　※ 海
かいがいとこう

外渡航・インターンシップなどでの休
きゅうがく

学の場
ば あ い

合：指
し て い

定の休
きゅうがくりゆうしょ

学理由書を使
し よ う

用

　※病
びょうき

気の場
ば あ い

合：理
りゆうしょ

由書の提
ていしゅつふよう

出不要

　● 審
し ん さ

査・事
じむてすうりょう

務手数料　15,000円
えん

 

　● 在
ざいせきりょう

籍料　5,000円
えん

／1セメスター

　● 診
しんだんしょ

断書　※病
びょうき

気の場
ば あ い

合

　● 「異
いどうねがい

動願（届
とどけ

）」 

　※ 日
にほんがくせいしえんきこう

本学生支援機構（JASSO）の奨
しょうがくきん

学金を受
う

けている場
ば あ い

合

　休
きゅうがくちゅう

学中は、必
かなら

ず奨
しょうがくきん

学金の受
じゅきゅう

給を休
きゅうし

止しなければなりません。

海
かいがいとこう

外渡航・インターンシップによる休
きゅうがく

学を検
けんとう

討している学
がくせい

生へ
留
りゅうがく

学やワーキングホリデーなどを目
もくてき

的として海
かいがいとこう

外渡航し、休
きゅうがく

学を計
けいかく

画している学
がくせい

生と日
にほんこくない

本国内・海
かいがい

外での

インターンシップを目
もくてき

的として休
きゅうがく

学する学
がくせい

生は以
い か

下をよく読
よ

んで準
じゅんび

備してください。

手
てつづ

続きについて

休
きゅうがく

学の手
てつづき

続は前
ぜんぺーじ

頁の内
ないよう

容と同
おな

じです。ただし、他
ほか

の休
きゅうがく

学と異
こと

なる点
てん

が2つあります。

● 休
きゅうがく

学ガイダンスに出
しゅっせき

席することが申
しんせいじょうけん

請条件となります。手
てつづきしょるい

続書類も休
きゅうがく

学ガイダンスで交
こうふ

付します。

● 休
きゅうがく

学の目
もくてき

的や休
きゅうがくちゅう

学中の計
けいかく

画について大
だいがくしてい

学指定の書
しょしき

式で「休
きゅうがくりゆうしょ

学理由書」を作
さくせい

成し、申
しんせいじ

請時に面
めんだん

談を行
おこな

うことがあります。
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※ 新
しんがた

型コロナウイルスの感
かんせんかくだいぼうし

染拡大防止のため、休
きゅうがく

学ガイダンスを実
じ っ し

施しない場
ば あ い

合があります。

休
きゅうがくしんせいほうほう

学申請方法については、キャンパスターミナルで案
あんない

内をします。

準
じゅんび

備について

留
りゅうがくさき

学先の学
がっこう

校の探
さが

し方
かた

、インターン先
さき

の探
さが

し方
かた

、奨
しょうがくきん

学金の探
さが

し方
かた

、ビザ手
てはいなど

配等の渡
と こ う

航の準
じゅんび

備について大
だいがく

学

はサポートしません。自
みずか

らの力
ちから

で調
しら

べ、計
けいかく

画し、手
てつづき

続を進
すす

めることが重
じゅうよう

要だと大
だいがく

学は考
かんが

えています。

なお、準
じゅんび

備について困
こま

ったときは以
い か

下のホームページが役
やく

に立
た

ちます。

日
にほんがくせいしえんきこう

本学生支援機構 海
かいがいりゅうがくしえん

外留学支援サイト

http://ryugaku.jasso.go.jp/

考
かんが

えてほしいこと

海
かいがいとこう

外渡航に挑
ちょうせん

戦することは素
す ば

晴らしいことです。ただし、せっかくの機
き か い

会を無
む だ

駄にしないために「何
なに

のために休
きゅうがく

学をして海
かいがいとこう

外渡航をするのか」を考
かんが

えてください。

特
とく

に、英
えいごけん

語圏に語
ごがくりゅうがく

学留学に行
い

く学
がくせい

生については、海
かいがい

外に行
い

って環
かんきょう

境を変
か

えたら語
ごがくりょく

学力が自
し ぜ ん

然に身
み

につく、

というような安
あ ん い

易な考
かんが

えで休
きゅうがく

学をしてはいけません。あなた自
じ し ん

身が何
なに

をしなければならないのか、何
なに

を得
え

て帰
かえ

って来
き

たいのかをじっくり考
かんが

えてください。

APUにはたくさんの海
かいがいとこうきゅうがくけいけんしゃ

外渡航休学経験者がいます。先
せんぱい

輩たちに経
けいけん

験を聞
き

いて休
きゅうがくきかんちゅう

学期間中の成
せいちょう

長イメー

ジを描
えが

くことも大
たいせつ

切なことでしょう。

また、APUには単
た ん い

位認
にんてい

定される海
かいがい

外プログラムも多
た す う

数あります。詳
くわ

しくは授
じゅぎょう

業に関
かん

するウェブページ

でOff -campus Study Programのセクションを参
さんしょう

照してください。

http://ryugaku.jasso.go.jp/
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在
ざい

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

や成
せい

績
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

などの各
かく

種
しゅ

証
しょう

明
めい

書
しょ

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

、下
か

記
き

の方
ほう

法
ほう

により申
しん

請
せい

を行
おこな

ってください。

学
がく

割
わり

証
しょう

以
い

外
がい

の証
しょう

明
めい

書
しょ

の発
はっ

行
こう

は有
ゆう

料
りょう

です。学
がく

生
せい

の在
ざい

籍
せき

状
じょう

態
たい

により証
しょう

明
めい

書
しょ

の申
しん

請
せい

方
ほう

法
ほう

が異
こと

なります。

申
しん

請
せい

方
ほう

法
ほう

　在
ざい

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

や成
せい

績
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

などの証
しょう

明
めい

書
しょ

は、証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

を利
り

用
よう

するか証
しょう

明
めい

書
しょ

学
がく

外
がい

発
はっ

行
こう

サービス

（オンラインシステム）を利
り

用
よう

し、学
がく

生
せい

が自
じ

分
ぶん

で発
はっ

行
こう

することができます。学
がく

費
ひ

納
のう

付
ふ

証
しょう

明
めい

書
しょ

や奨
しょう

学
がく

金
きん

証
しょう

明
めい

書
しょ

のほか、その他
た

証
しょう

明
めい

書
しょ

（学
がく

外
がい

の機
き

関
かん

に提
てい

出
しゅつ

する所
しょ

定
てい

の書
しょ

類
るい

）はスチューデント・オフィスで発
はっ

行
こう

するため、スチューデント・オフィスの証
しょう

明
めい

書
しょ

ホームページより申
しん

請
せい

してください。どの証
しょう

明
めい

書
しょ

がど

の方
ほう

法
ほう

で申
しんせい

請できるか、44ページに一
いちらんひょう

覧表があります。

　入
にゅうがくご

学後、2セメスター目
め

以
い こ う

降の国
こくさい

際学
がくせい

生は2020年
ねん

春
はる

セメスター以
い こ う

降に納
のうにゅう

入した学
が く ひ

費の領
りょうしゅうしょ

収書がオン

ラインで発
はっこう

行できるようになりました。詳
しょうさい

細はホームページ（各
かくしゅ

種証
しょうめいしょ

明書の申
しんせい

請方
ほうほう

法）を確
かくにん

認してくだ

さい。

　※正
せいしき

式な証
しょうめいしょ

明書として学
が く ひ

費納
の う ふ

付証
しょうめいしょ

明書が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合はスチューデント・オフィスの証
しょう

明
めい

書
しょ

ホームペー

ジより申
しんせい

請を行
おこな

ってください。

（1）証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

　APUや立
りつ

命
めい

館
かん

の各
かく

キャンパスに設
せっ

置
ち

されている証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

で証
しょう

明
めい

書
しょ

を発
はっ

行
こう

することができます。

証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

の利
り

用
よう

には学
がく

生
せい

証
しょう

が必
ひつ

要
よう

です。発
はっ

行
こう

手
て

数
すう

料
りょう

の支
し

払
はら

いは、大
だいがくせいきょう

学生協アプリか、nimoca

などの交
こう

通
つう

系
けい

ICカードで行
おこな

います。

 ●設
せっ

置
ち

場
ば

所
しょ

と稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

 ①APU本
ほん

部
ぶ

棟
とう

１階
かい

（月
げつ

～金
きん

：8：45～18：00）

 ②APUライブラリー（開
かい

館
かん

日
び

のカウンター利
り

用
よう

時
じ

間
かん

）

 ③東
とう

京
きょう

キャンパス（月
げつ

～金
きん

：9：00～17：30）

 ④大
おお

阪
さか

梅
うめ

田
だ

キャンパス（月
げつ

～金
きん

：9：30～17：00）

 ⑤立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

（設
せっ

置
ち

場
ば

所
しょ

と稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

については立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

HPを参
さん

照
しょう

）

（2）証
しょう

明
めい

書
しょ

学
がく

外
がい

発
はっ

行
こう

サービス（オンラインシステム）

　ＡＰＵキャンパスや各
かく

キャンパスに行
い

くことが難
むずか

しい場
ば

合
あい

、学
がく

外
がい

からオンラインシステムを利
り

用
よう

して

証
しょう

明
めい

書
しょ

の申
しん

請
せい

をすることができます。証
しょう

明
めい

書
しょ

は日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

のコンビニエンスストアで発
はっ

行
こう

するか、もし

くは郵
ゆう

送
そう

での受
う

け取
と

りを選
せん

択
たく

できます。提
てい

出
しゅつ

先
さき

からの指
し

示
じ

で厳
げん

封
ぷう

が必
ひつ

要
よう

な学
がく

生
せい

や、海
かい

外
がい

にいる学
がく

生
せい

は

オンラインシステムで申
しん

請
せい

し、郵
ゆう

送
そう

での受
う

け取
と

りを指
し

定
てい

してください。オンラインシステムにはAPU

のIDとパスワードでログインします。

 ●オンラインシステムログインサイト：　https://crt.ritsumei.ac.jp/

各
かくしゅしょうめいしょ

種証明書の申
しんせいほうほう

請方法

https://crt.ritsumei.ac.jp/
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（3）スチューデント・オフィスへの申
しんせい

請

　学
がく

費
ひ

納
のう

付
ふ

証
しょう

明
めい

書
しょ

や奨
しょう

学
がく

金
きん

証
しょう

明
めい

書
しょ

のほか、その他
た

証
しょう

明
めい

書
しょ

（学
がく

外
がい

の機
き

関
かん

に提
てい

出
しゅつ

する所
しょ

定
てい

の書
しょ

類
るい

）など、

証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

やオンラインシステムで発
はっ

行
こう

できない証
しょう

明
めい

書
しょ

があります。これらの証
しょう

明
めい

書
しょ

は、スチュー

デント・オフィスで発
はっ

行
こう

します。証
しょう

明
めい

書
しょ

の発
はっ

行
こう

を希
き

望
ぼう

する学
がく

生
せい

は、スチューデント・オフィスの証
しょう

明
めい

書
しょ

ホームページから申
しん

請
せい

し、スチューデント・オフィスの窓
まど

口
ぐち

で交
こう

付
ふ

を受
う

けるか、郵
ゆう

送
そう

で受
う

け取
と

ることが

できます。なお、その他
た

の特
とく

別
べつ

な証
しょう

明
めい

書
しょ

は、発
はっ

行
こう

可
か

能
のう

かどうかオフィスに相
そう

談
だん

してください。

＜注
ちゅう

意
い

＞

・ＰＤＦ等
など

、データでの送
そう

付
ふ

はできません。原
げん

本
ぽん

を郵
ゆう

便
びん

で送
おく

ります。

・ 申
しん

請
せい

を受
う

け付
つ

け、発
はっ

行
こう

した日
ひ

から３か月
げつ

以
い

上
じょう

を経
けい

過
か

した証
しょう

明
めい

書
しょ

は破
は

棄
き

します。その場
ば

合
あい

も、納
のう

入
にゅう

済
ずみ

の手
て

数
すう

料
りょう

等
など

は返
へん

金
きん

できませんので、ご了
りょう

承
しょう

ください。

・ システムメンテナンスなどで証
しょう

明
めい

書
しょ

の発
はっ

行
こう

を止
と

めることがあります。停
てい

止
し

期
き

間
かん

はキャンパスターミナ

ルやホームページでお知
し

らせします。セメスター開
かい

始
し

日
び

はデータ更
こう

新
しん

のため、証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き

と学
がく

外
がい

発
はっ

行
こう

サービス（オンラインシステム）を停
てい

止
し

します。

・ 通
つうじょう

常の証
しょう

明
めい

書
しょ

は申
もう

し込
こ

みが完
かん

了
りょう

してから２～３日
にち

後
ご

（閉
へい

室
しつ

日
び

除
のぞ

く）に発
はっ

行
こう

または発
はっ

送
そう

します。即
そく

日
じつ

発
はっ

行
こう

はできません。またその他
た

の特
とくべつ

別な証
しょう

明
めい

書
しょ

は、さらに日
にっ

数
すう

がかかる場
ば

合
あい

があります。早
はや

めに申
しん

請
せい

の

準
じゅん

備
び

を行
おこな

うようにしてください。
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手
てすうりょう　ゆうそうりょう

数料・郵送料について

手
て

数
すう

料
りょう

（学
がく

割
わり

証
しょう

除
のぞ

く）

在
ざいせきせい

籍生 非
ひざいせきせい

在籍生（卒
そつぎょうせいなど

業生等）

手
てすうりょう

数料（１通
つう

） 200円
えん

300円
えん

郵
ゆう

送
そう

料
りょう

（郵
ゆう

送
そう

料
りょう

は改
かいてい

定される場
ば

合
あい

があります）

国
こくないはっそう

内発送 海
かいがいはっそう

外発送

種
しゅるい

類 レターパック EMS等
など

郵
ゆうそうりょう

送料 370円
えん

第
だい

１地
ち た い

帯
中
ちゅうごく

国・韓
かんこく

国・台
たいわん

湾
 1,450円

えん

第
だい

２地
ち た い

帯
アジア（中

ちゅうごく

国・韓
かんこく

国・台
たいわん

湾を除
のぞ

く）
 1,900円

えん

第
だい

３地
ち た い

帯
オセアニア・カナダ・メキシコ・中

ちゅうきんとう

近東・ヨーロッパ
 3,150円

えん

第
だい

４地
ち た い

帯
米
べいこく

国（グアム等
など

海
かいがいりょうど

外領土を含
ふく

む）
 3,900円

えん

第
だい

５地
ち た い

帯
中
ちゅうなんべい

南米（メキシコを除
のぞ

く）・アフリカ
 3,600円

えん

支
し

払
はら

い方
ほう

法
ほう

申
しんせいほうほう

請方法 支
し は ら

払い方
ほうほう

法

証
しょうめいしょじどうはっこうき

明書自動発行機 課
か き ん

金済
ず

みの大
だいがくせいきょう

学生協アプリか交
こうつう

通系
けい

ICカード

学
がく

外
がい

発
はっ

行
こう

サービス（オンラインシステム） クレジットカードまたはコンビニ決
けっ

済
さい

スチューデント・オフィスへの申
しん

請
せい

証
しょう

紙
し

※海
かい

外
がい

のコンビニは利
り

用
よう

できません。

※納
のう

入
にゅう

した手
て

数
すう

料
りょう

や差
さ

額
がく

は、返
へん

金
きん

できません。

※詳
しょう

細
さい

は証
しょう

明
めい

書
しょ

のホームぺージも参
さん

照
しょう

してください。

https://www.apu.ac.jp/home/alumni/content4/

https://www.apu.ac.jp/home/alumni/content4/
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学
がく

割
わり

証
しょう

、通
つう

学
がく

定
てい

期
き

券
けん

、新
しん

卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の証
しょう

明
めい

書
しょ

１．  学
がくわりしょう

割証（学
がっこう

校学
がくせい

生生
せい と

徒旅
りょかく

客運
うんちん

賃割
わりびきしょう

引証）について

● 学
がくわりしょう

割証は、学
がくせい

生・生
せ い と

徒の修
しゅうがくじょう

学上の経
けいざいてきふたん

済的負担を軽
けいげん

減し、学
がっこうきょういく

校教育の振
しんこう

興に寄
き よ

与することを目
もくてき

的として、

独
どくりつぎょうせいほうじんにほんがくせいしえんきこう

立行政法人日本学生支援機構（JASSO）より大
だいがく

学に交
こ う ふ

付されています。

● 学
がくわりしょう

割証の発
はっこうてすうりょう

行手数料は無
むりょう

料ですが、発
はっこうまいすう

行枚数は原
げんそく

則として休
きゅうがくいがい

学以外の正
せいきがくせい

規学生１名
めい

につき年
ねんかん

間10枚
まい

までです。有
ゆうこうきかん

効期間は発
はっこうび

行日から３ヶ
か げ つ

月ですが、卒
そつぎょう

業や退
たいがく

学した日
ひ

以
い こ う

降は使
し よ う

用できません。

● 学
がくわりしょう

割証1枚
まい

で、JR各
かくしゃ

社の片
かたみち

道100営
えいぎょう

業キロメートルを超
こ

える区
く か ん

間の割
わりびきふつうじょうしゃけん

引普通乗車券（片
かたみち

道、往
おうふく

復、

連
れんぞく

続、周
しゅうゆう

遊）を１回
かいこうにゅう

購入することができます。２割
わりびき

引になります。

● 他
た に ん め い ぎ

人名義の学
がくわりしょう

割証や卒
そつぎょう

業・退
たいがくご

学後に学
がくわりしょう

割証を使
し よ う

用した場
ば あ い

合、使
し よ う く か ん

用区間の３倍
ばい

の運
うんちん

賃が追
ついちょう

徴されます。

２．  通
つうがく

学定
ていきけん

期券の購
こうにゅう

入

● 通
つうがく

学定
ていきけん

期券は、現
げんじゅうしょ

住所から大
だいがく

学までの最
さいたん

短区
く か ん

間で、通
つうがく

学を目
もくてき

的として利
り よ う

用する場
ば あ い

合に限
かぎ

り購
こうにゅう

入できます。

※アルバイト、クラブ活
かつどう

動、就
しゅうしょく

職活
かつどう

動を目
もくてき

的とした購
こうにゅう

入はできません。

● 通
つうがく

学定
ていきけん

期券を購
こうにゅう

入する際
さい

、各
かく

交
こうつう

通機
き か ん

関で配
は い ふ

布している通
つうがく

学定
て い き

期申
もうしこみしょ

込書などに、通
つうがく

学区
く か ん

間を証
しょうめい

明するた

めに「通
つうがく

学証
しょうめいしょ

明書」が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合があります。「通
つうがく

学証
しょうめいしょ

明書」はスチューデント・オフィスで発
はっこう

行し

ますので、通
つうがく

学定
て い き

期申
もうしこみしょ

込書とキャンパスメイトの現
げんじゅうしょ

住所ページのコピーを提
ていしゅつ

出してください。発
はっこう

行は

受
うけつけ

付から２日
か ご

後になります。

３．  学
がくいじゅよしきとうじつ

位授与式当日の各
かくしゅしょうめいしょ

種証明書の申
しんせい

請と受
う

け取
と

り

● 新
しんそつぎょうせい

卒業生／新
しんしゅうりょうせい

修了生の便
べ ん ぎ

宜のため、特
とくべつ

別に証
しょうめいしょ

明書を事
じ ぜ ん

前に準
じゅんび

備して、学
が く い

位授
じゅよしき

与式当
とうじつ

日に交
こ う ふ

付します。

①対
たいしょうしゃ

象者 : 新
しんそつぎょうせい

卒業生（学
がくぶがくせい

部学生)／新
しんしゅうりょうせい

修了生（大
だいがくいんせい

学院生)

②日
に ち じ

時と場
ば し ょ

所 : 学
がくいじゅよしきとうじつ

位授与式当日で、詳
くわ

しい時
じ か ん

間と場
ば し ょ

所は別
べ っ と

途お知
し

らせします。

③交
こ う ふ

付する証
しょうめいしょ

明書と通
つうすう

数 : 成
せいせきしょうめいしょ

績証明書および卒
そつぎょう

業／修
しゅうりょうしょうめいしょ

了証明書（日
にち

・英
えいかく

各 1通
つう

）

④持
も

ってくるもの : 学
がくせいしょう

生証

⑤お知
し

らせ方
ほうほう

法 : キャンパスターミナルにて

　※いかなる理
り

由
ゆう

があろうと学
が く い

位授
じゅよしき

与式の日
ひ

以
い

前
ぜん

に発
はっこう

行することはできません。
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表
ひょう

１：発
はっこう

行する証
しょうめいしょ

明書（日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご

語）

在
ざいせきしゃ

籍者

正
せ い き

規 非
ひ せ い き

正規

証
しょうめいしょ

明書の種
しゅるい

類 通
つうじょう

常・留
りゅうがく

学 休
きゅうがく

学
交
こうかん

換留
りゅうがくせい

学生
（立

りつめいかん

命館大
だいがく

学より）

他
ほか

（立
りつめいかん

命館大
だいがく

学以
い が い

外か
らの留

りゅうがくせい

学生など）

在
ざいがくしょうめいしょ

学証明書 ◎

在
ざいせきしょうめいしょ

籍証明書 ◎

＊1　成
せいせきしょうめいしょ

績証明書 ◎ ◎ ◎ ◎

＊2　卒
そつぎょう

業/修
しゅうりょうみこみしょうめいしょ

了見込証明書 ◎

証
しょうめいしょ

明書
（非

ひせいきがくせいようざいがくしょうめいしょ

正規学生用在学証明書）
◎ ◎

＊3　その他
たしょうめいしょ

証明書 ○ ○ ○ ○

健
けんこうしんだんしょうめいしょ

康診断証明書 ◎ ◎ ◎

学
がくわりしょう

割証（1年
ねんかん

間10枚
まいいない

以内） ● ●

凡
はんれい

例： ◎は証
しょうめいしょじどうはっこうき

明書自動発行機、学
がくがいはっこう

外発行サービス（オンラインシステム）またはスチューデント・オフィ

スにて発
はっこうかのう

行可能。

○はスチューデント・オフィスにて発
はっこうかのう

行可能。

●は証
しょうめいしょ

明書自
じどうはっこうき

動発行機で発
はっこうかのう

行可能。
＊１　 成

せいせきしょうめいしょ

績証明書は、前
ぜん

セメスターまでの成
せいせき

績が記
き さ い

載されています。4/1と9/21に更
こうしん

新されます。

　　 成
せいせき

績発
はっぴょうご

表後も次
つぎ

のセメスターが始
はじ

まるまでは、成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書に反
はんえい

映されません。
＊２　 卒

そつぎょう

業／修
しゅうりょうみこみしょうめいしょ

了見込証明書は「卒
そつぎょう

業／修
しゅうりょうみこみ

了見込の判
はんてい

定により許
き ょ か

可された学
がくせい

生のみが対
たいしょう

象です。判
はんてい

定の

時
じ き

期や判
はんだんきじゅん

断基準についてはアカデミック・オフィスにお問
と

い合
あ

わせください。

*３　 その他
た

証
しょうめいしょ

明書とは、他
たきかんしょていようし

機関所定用紙の使
し よ う

用や学
がくひのうにゅうよていしょうめい

費納入予定証明など個
こ べ つ

別の要
ようぼう

望に応
おう

じたものです。

※ 立
りつめいかんだいがく

命館大学の学
がくせい

生が、立
りつめいかんだいがくはっこう

命館大学発行の証
しょうめいしょ

明書を証
しょうめいしょじどうはっこうき

明書自動発行機にて取
しゅとく

得する場
ば あ い

合は立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

学
がく

生
せい

証
しょう

と大
だいがく

学生
せいきょう

協アプリや交
こうつうけい

通系ICカードが必
ひつよう

要です。学
がくわりしょう

割証（無
むりょう

料）が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合も、立
りつめいかん

命館大
だいがく

学

の学
がくせいしょう

生証で取
しゅとく

得してください。
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表
ひょう

２：申
しん

請
せい

の方
ほう

法
ほう

と発
はっ

行
こう

できる証
しょう

明
めい

書
しょ

申
しん

請
せい

方
ほう

法
ほう

証
しょう

明
めい

書
しょ

の種
しゅ

類
るい

証
しょう

明
めい

書
しょ

自
じ

動
どう

発
はっ

行
こう

機
き 学

がく

外
がい

発
はっ

行
こう

サービス
（オンラインシステム） 

スチューデント・
オフィスへの申

しんせい

請

在
ざい

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

在
ざい

籍
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

成
せい

績
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

卒
そつ

業
ぎょう

／修
しゅう

了
りょう

見
み

込
こみ

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

非
ひ

正
せい

規
き

学
がく

生
せい

用
よう

在
ざい

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

学
がく

費
ひ

証
しょう

明
めい

書
しょ

、奨
しょう

学
がく

金
きん

証
しょう

明
めい

書
しょ

、
その他

た

証
しょう

明
めい

書
しょ × × 〇

健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

証
しょう

明
めい

書
しょ

〇 〇 ×

学
がく

割
わり

証
しょう

〇 × ×

証
しょう

明
めい

書
しょ

についての問
と

い合
あ

わせ先
さき

：スチューデント・オフィス

   Email: shoumei@apu.ac.jp

   （件
けん

名
めい

に「学
がく

籍
せき

番
ばん

号
ごう

」と「氏
し

名
めい

」を入
にゅう

力
りょく

してください）

mailto:shoumei@apu.ac.jp
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正
せいかがいかつどう

課外活動は、自
じしゅてきそうぞうてきかつどう

主的創造的活動を通
つう

じて、組
そしきせい

織性・社
しゃかいせい

会性、また豊
ゆた

かな表
ひょうげんりょく

現力や鋭
えいびん

敏な感
かんせい

性を養
やしな

う、

人
にんげんけいせい

間形成において計
はか

り知
し

れない意
い ぎ

義をもった取
と

り組
く

みです。

世
せ か い

界から集
つど

う様
さまざま

々な学
がくせい

生と、文
ぶ ん か

化や価
か ち か ん

値観の違
ちが

いを乗
の

り越
こ

え活
かつどう

動することで、APUならではの楽
たの

しさ

とやりがいを見
み

つけることができます。また、正
せい

課
かがいかつどう

外活動を通
とお

してのみなさんの活
かつやく

躍の場
ば

は、地
ち い き

域にも、

世
せ か い

界にも広
ひろ

がっていき、いっそう魅
みりょくてき

力的な活
かつどう

動を展
てんかい

開できるでしょう。

在
ざいがくせいむ

学生向けWebサイト「Online Student Activities Guide」やアウトリーチ・リサーチ・オフィス

のSNSでは、様
さまざま

々な学
がくせいかつどう

生活動が紹
しょうかい

介されています。

●URL : https://apu-online.jp

● QRコード : 
　　　　

 　 APU Student Activities　　　　　 ＠apu.student

正
せいかがいかつどうとうろくだんたい

課外活動登録団体での活
かつどう

動
団
だんたいとうろく

体登録の基
きほんげんそく

本原則

１．国
こくさいそうごりかい

際相互理解の原
げんそく

則

APUの理
り ね ん

念である国
こくさいそうごりかい

際相互理解を貫
つらぬ

く観
かんてん

点から、複
ふくすう

数の国
くに

・地
ちいきしゅっしん

域出身の学
がくせい

生によって構
こうせい

成される

ことがのぞましい。

２．民
みんしゅてき

主的な活
かつどううんえい

動運営の原
げんそく

則

登
とうろく

録を行
おこな

う学
がくせいだんたい

生団体は、民
みんしゅてきげんそく

主的原則に基
もと

づき団
だんたい

体規
き そ く

則や運
うんえい

営のルールを定
さだ

め、民
みんしゅ

主主
し ゅ ぎ

義的
てき

な団
だんたいうんえい

体運営

を行
おこな

うことが求
もと

められます。

３．学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究の自
じ ゆ う

由を脅
おびや

かす暴
ぼうりょく

力行
こ う い き ん し

為禁止の原
げんそく

則

APUは学
がくせいひとり

生一人ひとりの学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究の自
じ ゆ う

由を尊
そんちょう

重し、キャンパス内
ないがい

外で人
にんげんてき

間的な成
せいちょう

長を達
たっせい

成でき

る環
かんきょう

境を学
がくせい

生と共
とも

に創
そうぞう

造します。大
だいがく

学の存
そんりつ

立の基
き ば ん

盤である学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究の自
じ ゆ う

由を脅
おびや

かす暴
ぼうりょくこうい

力行為は

一
いっさいみと

切認められません。

登
とうろく

録することによる大
だいがく

学からの支
しえん

援

登
とうろく

録された団
だんたい

体に対
たい

して、以
い か

下の活
かつどう

動の許
き ょ か

可および支
し え ん

援をおこなっています。

● 大
だいがく

学の施
し せ つ

設・備
び ひ ん

品の利
り よ う

用

● 学
がくない

内での広
こうほうかつどう

報活動（フライヤー・ポスター、看
かんばん

板、ブースなど）

● 活
かつどうほじょきん

動補助金の支
しきゅう

給：一
いってい

定の活
かつどう

動レベルを満
み

たした団
だんたい

体が対
たいしょう

象

正
せい

課
かがいかつどう

外活動の支
しえん

援

https://apu-online.jp
mailto:%EF%BC%A0apu.student
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クラブ・サークル制
せいど

度

継
けいぞくてき

続的に正
せい

課
かがいかつどう

外活動に取
と

り組
く

みたい学
がくせい

生を支
し え ん

援する制
せ い ど

度で、学
がくない

内での広
こうほうかつどう

報活動や学
がくせいびひん

生備品・施
し せ つ

設の

利
り よ う

用ができ、より良
よ

い活
かつどう

動を行
おこな

うことができます。APUでは、約
やく

100のクラブ・サークルが活
かつどう

動して

おり、誰
だれ

でも自
じ ゆ う

由に入
はい

ることができ、また自
じ ぶ ん

分たちで新
あら

たに団
だんたい

体を立
た

ち上
あ

げることもできます。

１．既
きぞんだんたい

存団体に入
にゅうぶきぼう

部希望の場
ば あ い

合

　　● Online Student Activities Guide で各
かくだんたい

団体の活
かつどう

動時
じ か ん

間・活
かつどう

動場
ば し ょ

所を調
しら

べることができます。

直
ちょくせつ

接その場
ば し ょ

所へいってみてください。また、団
だんたい

体のホームページやSNSの情
じょうほう

報をOnline 

Student Activities Guide に記
き さ い

載している団
だんたい

体もあります。

　　● アウトリーチ・リサーチ・オフィスの窓
まどぐち

口で団
だんたい

体の代
だいひょうしゃ

表者の連
れんらくさき

絡先を聞
き

くこともできます。

２．新
あら

たに団
だんたい

体を立
た

ち上
あ

げたい場
ば あ い

合

年
ねん

２回
かい

（春
はる

・秋
あき

）の募
ぼ し ゅ う じ き

集時期に申
しんせいしょ

請書を提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要があります。審
し ん さ

査の上
うえ

、登
とうろく

録が承
しょうにん

認されます。

具
ぐたいてき

体的な申
し ん せ い じ き

請時期・申
しんせいほうほう

請方法については、学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブページもしくはキャンパスターミナ

ルを参
さんしょう

照してください。

イベント・プロジェクト支
しえん

援制
せい ど

度

学
がくせい

生グループが発
はつあん

案したイベントや、期
き か ん

間限
げんてい

定のプロジェクトを大
だいがく

学が支
し え ん

援する制
せ い ど

度です。学
がくせい

生の皆
みな

さんの「やりたい」という自
じしゅてき

主的な気
き も

持ちを尊
そんちょう

重し、ひとつの取
と

り組
く

みについて深
ふか

く考
かんが

え、やり遂
と

げ

ることを大
だいがく

学が支
し え ん

援します。活
かつどう

動を通
つう

じて、社
しゃかいじん

会人として必
ひつよう

要な「企
き か く

画運
うんえい

営スキル」の習
しゅうとく

得や、個
こ じ ん

人

の成
せいちょう

長を促
うなが

すことも目
もくてき

的としています。

企
き か く

画の活
かつどう

動形
けいたい

態により、「自
じ り つ

立イベント型
がた

」「選
せんばつ

抜プロジェクト型
がた

」「企
きぎょう

業・団
だんたい

体共
きょうそう

創型
がた

」の３つのタ

イプがあります。詳
くわ

しくは学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブページを参
さんしょう

照してください。

● URL : https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/support/info/

●QRコード : 

課
かがい

外活
かつどう

動を行
おこな

う際
さい

の注
ちゅうい

意

課
か が い

外活
かつどう

動は自
じ ぶ ん

分で決
き

めて、自
じ ぶ ん

分で参
さ ん か

加する、「自
じしゅてき

主的な活
かつどう

動」です。つまり、何
なに

か事
じ こ

故にあったり、

怪
け が

我をした時
とき

、また、事
じ こ

故にあわせたり、怪
け が

我をさせてしまった場
ば あ い

合も、基
きほんてき

本的には、自
じ ぶ ん

分で責
せきにん

任を

取
と

り、対
たいおう

応をしていくことが求
もと

められます。大
だいがく

学や顧
こ も ん

問も対
たいおう

応のサポートはしますが、高
こうこう

校までのよ

うに、学
がっこう

校や顧
こ も ん

問がいつでも責
せきにん

任をとるのではなく、原
げんそく

則は自
じ こ

己責
せきにん

任となります。医
いりょうひ

療費は原
げんそく

則自
じ こ

己

負
ふ た ん

担となりますので、任
に ん い

意保
ほ け ん

険に入
はい

る等
など

して、リスクを減
へ

らすことが必
ひつよう

要です（特
とく

にスポーツを行
おこな

う活
かつどう

動）。

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/support/info/
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第
１
章

その他
た

大
だいがく

学敷
しきちない

地内でのキックボード、ローラースケートなどの使
し よ う

用

周
しゅうい

囲の学
がくせい

生を巻
ま

き込
こ

む衝
しょうとつ

突事
じ こ

故の危
きけんせい

険性があり、また路
ろ め ん

面へ損
そんしょう

傷を与
あ た 　 　

える為
ため

、大
だいがく

学敷
しきちない

地内でのキックボー

ド、ローラースケート、スケートボードなどの使
し よ う

用は禁
き ん し

止します。

学
がくない

内での販
はんばい

売活
かつどう

動

学
がくせい

生バンドのコンサートチケット等
など

、学
がくない

内での販
はんばい

売活
かつどう

動は原
げんそく

則として認
みと

めていません。ただし、営
え い り

利

目
もくてき

的ではなく、大
だいがく

学が認
みと

めるイベント等
など

の経
け い ひ

費の一
い ち ぶ

部に充
あ

てられ、かつ収
しゅうし

支が明
あき

らかな場
ば あ い

合については、

販
はんばい

売を認
みと

めることがあります。詳
しょうさい

細については、アウトリーチ・リサーチ・オフィスに相
そうだん

談してください。

募
ぼきん

金活
かつどう

動

募
ぼ き ん

金活
かつどう

動は、募
ぼ き ん

金された金
きんせん

銭の扱
あつ

いについて、最
さいしゅうてき

終的に募
ぼ き ん

金目
もくてき

的どおりに使
し よ う

用されるまでの過
か て い

程で

目
もくてきがい

的外使
し よ う

用が行
おこな

われる危
きけんせい

険性があり、原
げんそく

則として認
みと

めていません。

地
ちいき

域での活
かつどう

動
APUは大

おおいたけん

分県ならびに別
べ っ ぷ し

府市の多
た だ い

大なご協
きょう

力
りょく

の下
もと

で開
かいがく

学した大
だいがく

学です。開
かいがくいらい

学以来、APU学
がくせい

生は地
ち い き

域の方
かたがた

々

と交
こうりゅう

流の輪
わ

を広
ひろ

げてきました。学
がくせい

生と交
こうりゅう

流したいという地
ち い き

域の方
かた

からの依
い ら い

頼は例
れいねん

年100件
けん

を越
こ

え、学
がくせい

生

の皆
みな

さんが充
じゅうじつ

実した学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

る上
うえ

でも、大
たいへんきちょう

変貴重な機
き か い

会となっています。地
ちいきこうりゅうぎょうじ

域交流行事などを活
かつよう

用

して、APUから飛
と

び出
だ

し、地
ち い き

域の方
かた

との交
こうりゅう

流にチャレンジしてみてください。

地
ちいきこうりゅう

域交流行
ぎょうじ

事

地
ちいきこうりゅうぎょうじ

域交流行事に関
かん

する情
じょうほう

報を学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブページにて随
ず い じ

時アップしています。エントリーはホー

ムページで受
う

け付
つ

けているので、定
ていきてき

期的に確
かくにん

認の上
うえ

、参
さんかもう

加申し込
こ

みをしてください。交
こうつうひ

通費や食
しょくじ

事の提
ていきょう

供

のある行
ぎょうじ

事も多
た す う

数あるので、気
き が る

軽に参
さ ん か

加することができます。

地
ちいきこうりゅう

域交流行
ぎょうじ

事に関
かん

しての詳
しょうさい

細はこちら。

●URL : https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/local_exchange/info/

● QRコード : 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/local_exchange/info/
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その他
た

の課
かが い

外活
かつどう

動

その他
た

にも、マルチカルチュラル・ウィーク、カルチャーワゴンキャンプ、天
てんくう

空祭
さい

など、様
さまざま

々な活
かつどう

動・

イベントがあります。詳
くわ

しくはOnline Student Activities Guide や学
がく

生
せい

生
せい

活
かつ

に関
かん

するウェブページ

をご覧
らん

ください。

キャンパス施
しせつ

設の利
りよう

用
正
せい

課
かがいかつどう

外活動を行
おこな

っていく上
うえ

で、学
がくせい

生のみなさんが自
じ ゆ う

由に活
かつよう

用することができる施
し せ つ

設があります。

施
しせつめい

設名 時
じ

　　　　期
き

フィットネスルーム

QRコード :

体
たいいくかんない

育館内にあるフィットネスルームでは、ランニングマシンやフリーウェ
イトマシンなど、各

かくしゅ

種トレーニングを行
おこな

うことができます。利
り よ う

用には、ガ
イダンスへの参

さ ん か

加が必
ひつよう

要となります。ガイダンスの日
にってい

程は学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

す
るウェブページで確

かくにん

認してください。
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/facility/
fi tness/

APU
セミナーハウス

QRコード :

APUセミナーハウスは、キャンパスに隣
りんせつ

接したAPハウスにあります。ミー
ティングルームや宿

しゅくはくしつ

泊室があり、学
がくしゅう

習・交
こうりゅう

流の場
ば

として活
かつよう

用することがで
きます。利

り よ う

用については、APUセミナーハウスのページで手
てつづきほうほう

続方法を
確
かくにん

認してください。
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/aphouse/seminar_house/

スチューデントユニ
オンⅠ・Ⅱ、
体
たいいくかん

育館・多
たもくてき

目的グラ
ウンドなど

QRコード :

多
たもくてき

目的ホールや音
おんがくれんしゅうしつ

楽練習室のあるスチューデントユニオン、体
たいいくかん

育館・グラウ
ンドの利

り よ う

用は登
とうろく

録された団
だんたい

体のみの利
り よ う

用が原
げんそく

則です。
限
かぎ

られた時
じ か ん

間ですが、個
こじんかいほう

人開放の時
じ か ん

間もあるので学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブ
ページで確

かくにん

認してください。
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/facility/
reserve/

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/facility/fitness/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/aphouse/seminar_house/
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/facility/reserve/
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第
２
章

APUにおける多
た ぶ ん か

文化共
きょうせい

生と人
じんけん

権尊
そんちょう

重の重
じゅうようせい

要性について
APUは、大

だいがく

学の基
き ほ ん

本理
り ね ん

念として、「自
じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニティ」「国
こくさい

際相
そ う ご

互理
り か い

解」「アジア太
たいへいよう

平洋の未
み ら い

来

創
そうぞう

造」を掲
かか

げています。

APUでは、100を超
こ

える国
くに

・地
ち い き

域から国
こくせき

籍・民
みんぞく

族・宗
しゅうきょう

教・文
ぶんかてき

化的背
はいけい

景が異
こと

なる人
ひとびと

々が、その設
せつりつ

立理
り ね ん

念に

共
きょうかん

感し、自
みずか

ら、その担
にな

い手
て

となるべくここに集
つど

い、教
きょういく

育・研
けんきゅう

究・社
しゃかい

会貢
こうけん

献活
かつどう

動を行
おこな

っています。

APUにおいては、「互
たが

いの存
そんざい

在を承
しょうにん

認する」「人
にんげん

間として対
たいとう

等・平
びょうどう

等であることを深
ふか

く理
り か い

解し行
こうどう

動する」「互
たが

いに憎
にく

みあうことなく、加
かがいしゃ

害者にも被
ひがいしゃ

害者にもならない」、すなわち構
こうせい

成員
いん

一
ひ と り

人ひとりが、人
にんげん

間としての

尊
そんげん

厳と権
け ん り

利を大
たいせつ

切にするという倫
りんりかん

理観に基
もと

づいて学
まな

び活
かつどう

動し、それを社
しゃかい

会全
ぜんたい

体に広
ひろ

げていくことが求
もと

めら

れます。

大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市の一
いちいん

員として暮
く

らす
APUがある別

べ っ ぷ し

府市は、九
きゅうしゅう

州地
ち ほ う

方の東
と う ぶ

部にある大
おおいたけん

分県に位
い ち

置している人
じんこう

口12万
まんにん

人の街
まち

です。

APUは、2000年
ねん

4月
がつ

、大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市との公
こ う し

私協
きょうりょく

力により、キャンパス用
よ う ち

地の無
むしょう

償提
ていきょう

供と約
やく

200

億
おくえん

円の建
けんせつ

設補
ほ じ ょ

助金
きん

を得
え

て設
せつりつ

立されました。また、多
おお

くの企
きぎょう

業・財
ざいだん

団や個
こ じ ん

人、政
せ い ふ

府、大
おおいたけん

分県、別
べ っ ぷ し

府市、

立
りつめい

命館
かん

学
がくえん

園からの国
こくさい

際学
がくせい

生や国
こくない

内学
がくせい

生への奨
しょうがく

学金
きん

は、APUの発
はってん

展および学
がくせい

生の成
せいちょう

長への大
おお

きな期
き た い

待と

善
ぜ ん い

意によるものです。

みなさんが大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市の一
いちいん

員として、地
ち い き

域の発
はってん

展に貢
こうけん

献していくことも大
たいせつ

切な役
やくわり

割のひとつです。

APUの学
がくせい

生は、どこの国
くに

・地
ち い き

域の出
しゅっしん

身であっても、大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市の一
いちいん

員です。大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市の歴
れ き し

史や

社
しゃかい

会を知
し

り、それを尊
そんちょう

重し、地
ち い き

域とともに暮
く

らしていることを忘
わす

れず学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ってください。

宗
しゅうきょう

教
APUには、世

せ か い

界の多
おお

くの国
くに

から様
さまざま

々な宗
しゅうきょう

教や文
ぶんかてき

化的価
か ち か ん

値観を持
も

った学
がくせい

生が集
あつ

まっています。宗
しゅうきょう

教は、

それを取
と り ま

巻く文
ぶ ん か

化や信
しんこう

仰する個
こ じ ん

人の生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣、考
かんが　かた

え方、生
い 　 か た

き方、また人
じんせい

生観
かん

そのものまで左
さ ゆ う

右するも

のもあります。信
しんこう

仰の度
ど あ

合いも人
ひと

により様
さまざま

々です。

様
さまざま

々な宗
しゅうきょう

教観
かん

をもつ学
がくせい

生が集
あつ

まるAPUは、全
ぜんがくせい

学生に公
こうへい

平に対
たいおう

応するために、宗
しゅうきょう

教に関
かん

して、下
か き

記の

原
げんそく

則を立
た

てています。

１．APUでは個
こ じ ん

人の「信
しんきょう

教の自
じ ゆ う

由」を保
ほしょう

障します。

２．宗
しゅうきょう

教活
かつどう

動に対
たい

しては、大
だいがく

学は原
げんそく

則として援
えんじょ

助を行
おこな

いません。

３．APU内
ない

の公
こうきょう

共の場
ば し ょ

所において、下
か き

記のような宗
しゅうきょう

教活
かつどう

動は禁
きん

じます。

学
がくせいせいかつ

生生活におけるAPUのポリシー
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　　● ある特
とくてい

定宗
しゅうきょう

教の為
ため

の布
ふきょう

教等
など

、その他
た

宗
しゅうきょう

教への援
えんじょ

助、促
そくしん

進等
など

になり得
え

る活
かつどう

動、および同
どうしゅうきょう

宗教

団
だんたい

体からの支
し え ん

援を受
う

ける活
かつどう

動。

　　● 他
た

宗
しゅうきょう

教への圧
あっぱく

迫、干
かんしょう

渉、侮
ぶじょく

辱等
など

になり得
え

る活
かつどう

動や反
はんしゃかいてき

社会的活
かつどう

動、学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることが困
こんなん

難に

なるような活
かつどう

動。

 

アルコール
１．  学

がくせい

生が日
に ほ ん

本の法
ほうりつ

律で飲
いんしゅ

酒を許
き ょ か

可された年
ねんれい

齢（20歳
さい

）に達
たっ

するまでは、アルコール飲
いんりょう

料（ビール、

日
にほんしゅ

本酒、　ワイン、ウィスキー等
など

）の消
しょうひおよ

費及び所
し ょ じ

持は禁
き ん し

止します。

２．飲
いんしゅ

酒する際
さい

の心
こころえ

得

　　●「一
い っ き

気飲
の

み」は決
けっ

してしない、させない（死
し

に至
いた

ることもあり、大
たいへん

変危
き け ん

険です）

　　●飲
の

めない人
ひと

、飲
の

みたくない人
ひと

には無
む り

理やりすすめない

　　●体
たいちょう

調が悪
わる

い日
ひ

、風
か ぜ

邪薬
ぐすり

や痛
いた

み止
ど

め等
など

の薬
くすり

を飲
の

んでいるときは飲
の

まない

　　●食
た

べながらゆっくり飲
の

む

　　●飲
の

める人
ひと

でも「ほろ酔
よ

い」段
だんかい

階で切
き

り上
あ

げる

ドラッグ
日
に ほ ん

本の法
ほうりつ

律に基
もと

づき、大
た い ま

麻、麻
ま や く

薬および覚
かくせいざい

醒剤等
など

の所
し ょ じ

持、使
し よ う

用、売
ばいばい

買、配
は い ふ

布等
など

の行
こ う い

為は犯
はんざい

罪として禁
き ん し

止さ

れており、違
い は ん

反した場
ば あ い

合は厳
きび

しい処
しょばつ

罰が科
か

せられます。また、これらの行
こ う い

為は、学
がくもん

問・研
けんきゅう

究の場
ば

である

大
だいがく

学とは相
あ い い

容れない反
はんしゃかいてき

社会的な行
こ う い

為であり、APUにおいても厳
きび

しい処
しょぶん

分を伴
ともな

うものとなります。

これらの行
こ う い

為は、学
がくぎょう

業の中
ちゅうだん

断を余
よ ぎ

儀なくされる（国
こくさい

際学
がくせい

生においては入
にゅうかんほう

管法における退
たいきょ

去 強
きょうせい

制の事
じ ゆ う

由

に該
がいとう

当するなど、在
ざいりゅう

留資
し か く

格に関
かか

わります）だけでなく、あなたの健
けんこう

康を損
そこ

なったり、ひいては人
じんせい

生その

ものを狂
くる

わせることになりかねません。したがって、大
た い ま

麻等
など

には一
いっさい

切関
かか

わらないようにしましょう。

大
た い ま

麻等
など

の情
じょうほう

報を得
え

た場
ば あ い

合は、速
すみ

やかに警
けいさつ

察に届
とど

け出
で

て下
くだ

さい。大
だいがく

学でも相
そうだん

談を受
う

け付
つ

けています。

consult@apu.ac.jp

タバコ
学
がっこう

校法
ほうじん

人立
りつめいかん

命館は、「立
りつめい

命館
かん

学
がくえん

園　キャンパス全
ぜんめん

面禁
きんえん

煙にむけた指
し し ん

針」を策
さくてい

定し､ 2008年
ね ん ど

度より

具
ぐたいてき

体的な取
と り く

組みを実
じ っ し

施しています。APUでも、喫
きつえん

煙人
じんこう

口を減
げんしょう

少させ、受
じゅどう

動喫
きつえん

煙を防
ぼ う し

止するために、こ

の指
し し ん

針に基
もと

づく取
と り く

組みを順
じゅんじ

次行
おこな

っていきます。

現
げんざい

在APUではキャンパス内
ない

に３箇
か し ょ

所の「喫
きつえん

煙エリア」を設
せ っ ち

置し、これらの場
ば し ょ

所以
い が い

外での喫
きつえん

煙を禁
き ん し

止し

ています。みなさんのご理
り か い

解とご協
きょうりょく

力をお願
ねが

いします。

なお、日
に ほ ん

本では20歳
さい

未
み ま ん

満の者
もの

の喫
きつえん

煙は法
ほうりつ

律で禁
き ん し

止されています。

mailto:consult@apu.ac.jp
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違
いほう

法行
こう い

為・迷
めいわく

惑行
こう い

為について
多
おお

くの学
がくせい

生は、APUの設
せつりつ

立の理
り ね ん

念・経
け い い

緯を十
じゅうぶん

分に理
り か い

解し、学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究に励
はげ

み、課
か が い

外活
かつどう

動や地
ち い き

域交
こうりゅう

流

活
かつどう

動にも積
せっきょくてき

極的に参
さ ん か

加し、充
じゅうじつ

実した学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

っています。しかしながら、一
い ち ぶ

部の学
がくせい

生による地
ち い き

域

社
しゃかい

会での迷
めいわく

惑行
こ う い

為、犯
はんざい

罪行
こ う い

為があることも事
じ じ つ

実です。ゴミの廃
は い き

棄、騒
そうおん

音、交
こうつう

通違
い は ん

反など、迷
めいわく

惑行
こ う い

為や

違
い ほ う

法行
こ う い

為はそれを起
お

こした学
がくせい

生だけの問
もんだい

題ではありません。APUの学
がくせい

生全
ぜんいん

員と大
だいがく

学全
ぜんたい

体の評
ひょうか

価を下
さ

げ、

社
しゃかい

会からの信
しんらい

頼と善
ぜ ん い

意を踏
ふ

みにじることになります。大
おおいたけん

分県と別
べ っ ぷ し

府市の地
ち い き

域住
じゅうみん

民のみなさんからの

信
しんらい

頼なくしては、みなさんの学
がくせい

生生
せいかつ

活は成
な

り立
た

ちません。

性
せい

の多
たようせい

様性について
APUは基

きほんてき

本的人
じんけん

権の尊
そんちょう

重という観
かんてん

点より、性
せい

の多
たようせい

様性を尊
そんちょう

重しています。いかなる性
せい

指
し こ う

向や性
せい

自
じ に ん

認の

学
がくせい

生も人
じんけん

権侵
しんがい

害を受
う

けず、また、性
せい

指
し こ う

向や性
せい

自
じ に ん

認を理
り ゆ う

由に不
ふ り え き

利益な扱
あつか

いをされることも不
ふ か い

快な思
おも

いや

苦
く つ う

痛を受
う

けることなく、本
ほんがく

学において学
がくしゅう

修し、学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

ることのできる環
かんきょう

境づくりを目
め ざ

指してい

ます。詳
しょうさい

細は大
だいがく

学のホームページをご覧
らん

ください。スチューデント・オフィスの LGBT＋相
そうだんいん

談員に相
そうだん

談

することもできます（連
れんらくさき

絡先：apulgbt@apu.ac.jp）。

性の多様性に関する基本方針と本学の環境について

●URL : https://www.apu.ac.jp/home/life/content57/

●QRコード : 

mailto:apulgbt@apu.ac.jp
https://www.apu.ac.jp/home/life/content57/
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APUでは、学
がくせい

生が、学
がくしゅう

習・学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

るにあたって、大
だいがく

学で定
さだ

めた規
き そ く

則に違
い は ん

反する行
こ う い

為、他
た し ゃ

者の

学
がくしゅう

習・学
がくせい

生生
せいかつ

活の権
け ん り

利を侵
しんがい

害する行
こ う い

為、日
にほんこく

本国・自
じ ち た い

治体が定
さだ

めた規
き そ く

則等
など

に違
い は ん

反する行
こ う い

為を行
おこな

った場
ば あ い

合は、

厳
きび

しい態
た い ど

度で反
はんせい

省を促
うなが

し、更
こうせい

生するために指
し ど う

導を行
おこな

っています。学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒は、学
がくせい

生自
じ し ん

身が行
おこな

った行
こ う い

為

について、深
ふか

く反
はんせい

省し、二
に ど

度と同
どうよう

様のことを繰
く

り返
かえ

さないための教
きょういく

育です。

APUでの生
せいかつ

活においては、学
がくせい

生が乗
の

り越
こ

えがたい困
こんなん

難な事
じ た い

態に直
ちょくめん

面することがあるでしょう。その際
さい

に、

APUという類
たぐい

まれな多
た ぶ ん か

文化環
かんきょう

境、知
ち て き

的創
そうぞう

造の場
ば

の一
いちいん

員であることを強
つよ

く意
い し き

識し、いかに自
みずか

らを律
りっ

する

ことができるか、それぞれの学
がくせい

生が隣
りんじん

人に対
たい

して人
じんるいあい

類愛に基
もと

づく寛
かんよう

容な態
た い ど

度と粘
ねば

り強
づよ

い態
た い ど

度、対
た い わ

話に

基
もと

づいて適
てきせつ

切な相
そ う ご

互批
ひ は ん

判ができるかということを考
かんが

えて行
こうどう

動しなければなりません。

重
じゅうだい

大な法
ほうりつ

律違
い は ん

反や薬
やくぶつ

物などについては、退
たいがく

学等
など

厳
きび

しい処
しょぶん

分を科
か

しています。

懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象とする行
こうい

為

行
こう

　　　　　為
い

試
し け ん

験等
など

における不
ふ せ い

正行
こ う い

為
レポート・演

えんしゅう

習・卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文等
など

の提
ていしゅつ

出における不
ふ せ い

正行
こ う い

為（ひょうせつ等
など

）
情
じょうほう

報倫
り ん り

理・個
こ じ ん

人情
じょうほう

報取
とりあつか

扱いに違
い

反
はん

する行
こ う い

為
学
がくせい

生の学
がくしゅう

習、研
けんきゅう

究および教
きょうしょくいん

職員の教
きょういく

育研
けんきゅう

究活
かつどう

動等
など

の正
せいとう

当な活
かつどう

動を妨
ぼうがい

害する行
こ う い

為
ハラスメント行

こ う い

為
学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こ う い

為
社
しゃかいてき

会的諸
しょ

秩
ちつじょ

序に対
たい

する侵
しん

犯
ぱん

行
こう

為
い

（犯
はん

罪
ざい

行
こう

為
い

）

学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分標
ひょうじゅん

準例
れい

懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象となる行
こ う い

為を行
おこな

った場
ば あ い

合は、先
せんれい

例に基
もと

づいて、学
がくせい

生委
いいんかい

員会において懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分を審
し ん さ

査・決
けってい

定

します。

複
ふくすう

数の行
こ う い

為に及
およ

んだ場
ば あ い

合など、行
こ う い

為の内
ないよう

容により処
しょぶん

分の軽
けいちょう

重が変
か

わります。学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分標
ひょうじゅん

準例
れい

に

記
き さ い

載されていない行
こ う い

為であっても、学
がくせい

生の本
ほんぶん

分に反
はん

する行
こ う い

為、違
い ほ う こ う い

法行為、迷
めいわくこうい

惑行為などは全
すべ

て懲
ちょうかい

戒

処
しょぶん

分の対
たいしょう

象です。また、学
がくせいちょうかいしょぶん

生懲戒処分を受
う

けた場
ば あ い

合は、各
かくしゅ

種規
き て い

程に基
もと

づき学
がくひげんめん

費減免・奨
しょうがくきん

学金の停
て い し

止・

取
とりけし

消を行
おこな

うことがあります。

学
がくせい

生懲
ちょうかい

戒
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行
こう

　　　　　為
い

処
しょ

　　分
ぶん

スーパーや商
しょうてん

店における万
ま ん び

引き　＊１ 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

窃
せっとう

盗 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

他
た に ん

人のID、パスワードの不
ふ せ い

正使
し

用
よう

、履
りしゅうとうろく

修登録の不
ふ せ い

正 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

大
だいがくしゅうへん

学周辺 の 迷
めいわくちゅうしゃ

惑駐車 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

無
むめんきょうんてん

免許運転 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

飲
いんしゅうんてん

酒運転 停
ていがく

学・退
たいがく

学

バス定
ていきけん

期券等
など

の不
ふ せ い し よ う こ う い

正使用行為　＊２ 戒
かいこく

告・停
ていがく

学

大
た い ま

麻や麻
ま や く

薬などの薬
やくぶつしょじ

物所持・使
し よ う こ う い

用行為 退
たいがく

学

試
し け ん

験の不
ふ せ い こ う い

正行為、論
ろんぶん

文・レポート等
など

の剽
ひょうせつ

窃　＊３ 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

暴
ぼうりょくこうい

力行為 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

性
せいぼうりょく

暴力や明
めいかく

確な合
ご う い

意がない性
せいこうしょう

交渉（一
いっぽう

方が身
しんたいてき

体的・精
せいしんてき

神的に苦
く つ う

痛を負
お

った場
ば あ い

合） 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

ハラスメント行
こ う い

為 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

未
みせいねん

成年の喫
きつえん

煙・飲
いんしゅ

酒 戒
かいこく

告・停
ていがく

学・退
たいがく

学

*1　 商
しょうひん

品の返
へんきゃく

却や買
か

い取
と

りをしたとしても、万
ま ん び

引きをしたという事
じ じ つ

実が消
き

える訳
わけ

ではありませんので、

同
どうよう

様の処
しょぶん

分となります。

*2　これらの行
こ う い

為はすべて不
ふ せ い し よ う

正使用行
こ う い

為です。

　　・利
り よ う

用区
くかんがい

間外の乗
じょうしゃ

車での定
ていきけん

期券の利
り よ う

用

　　・利
り よ う

用期
き げ ん

限切
ぎ

れの定
ていきけん

期券の利
り よ う

用

　　・券
けんめん

面の記
き

名
めいじん

人以
い が い

外の人
ひと

による定
ていきけん

期券の利
り よ う

用（自
じ ぶ ん

分が有
ゆうこう

効な定
ていきけん

期券を持
も

っていたとしても、他
た に ん

人の

定
ていきけん

期券を使
し よ う

用することは不
ふ せ い し よ う こ う い

正使用行為です）

*3　 試
し け ん

験の不
ふ せ い

正行
こ う い

為、論
ろんぶん

文・レポート等
など

の剽
ひょうせつ

窃に関
かん

する処
しょぶん

分については、授
じゅぎょう

業に関
かん

するウェブページ

を参
さんしょう

照してください。

停
ていがく

学について

停
ていがく

学対
たいしょう

象のクォーターやセメスターの履
りしゅう

修科
か も く

目が全
すべ

て削
さくじょ

除されます。従
したが

って、科
か も く

目履
りしゅう

修や単
た ん い

位習
しゅうとく

得がで

きなくなり、奨
しょうがく

学金
きん

やビザ更
こうしん

新、資
しかくがいかつどう

格外活動、卒
そつぎょう

業にも影
えいきょう

響が及
およ

ぶことになります。セメスター停
ていがく

学と

なった場
ば あ い

合は、卒
そつぎょう

業が延
え ん き

期となります。
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ハラスメント防
ぼうし

止のためのガイドライン
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、大
だいがく

学の基
き ほ ん

本理
り ね ん

念として「自
じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニティ」「国
こくさい

際相
そ う ご

互理
り か い

解」「ア

ジア太
たいへいよう

平洋の未
み ら い

来創
そうぞう

造」を掲
かか

げています。また、2006年
ねん

7月
がつ

21日
にち

には立
りつめいかん

命館憲
けんしょう

章を定
さだ

め、国
こくさい

際相
そ う ご

互

理
り か い

解を通
つう

じた多
た ぶ ん か

文化共
きょうせい

生の学
がくえん

園を確
かくりつ

立し、正
せ い ぎ

義と倫
り ん り

理をもった地
ちきゅうしみん

球市民として活
かつやく

躍できる人
じんざい

材の育
いくせい

成

に努
つと

めるという指
し し ん

針を示
しめ

しました。

人
ひとびと

々が真
しん

に自
じ ゆ う

由であるためには争
あらそ

いごとのない状
じょうたい

態を必
ひつよう

要とし、自
じ ゆ う

由は人
にんげん

間の尊
そんげん

厳を求
もと

めるヒューマニ

ティの精
せいしん

神、相
そ う ご り か い

互理解のもとではじめて開
か い か

花します。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学では、教
きょうしょくいん

職員や学
がくせい

生など立
た ち ば

場の異
こ と 　 　

なる人
ひとびと

々が互
た が 　 　

いに関
かか

わりながら、また、

数
かずおお

多くの国
くに

や地
ち い き

域から国
こくせき

籍・民
みんぞく

族・宗
しゅうきょう

教・文
ぶんかてきはいけい

化的背景などが異
こと

なる人
ひとびと

々が集
あつ

まって、教
きょういく

育・研
けんきゅう

究を始
はじ

めとする諸
しょかつどう

活動が行
おこ

われています。こうした環
かんきょう

境のもとでは、個
こ こ じ ん

々人の意
い し き

識や価
か ち か ん

値観の多
たようせい

様性を相
そ う ご

互

に理
り か い

解しあうことがなおいっそう重
じゅうよう

要です。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、大
だいがく

学の自
じ ち

治や学
がくもん

問の自
じ ゆ う

由を守
まも

る視
し て ん

点から、性
せいべつ

別、人
じんしゅ

種、言
げ ん ご

語、国
こくせき

籍、

宗
しゅうきょう

教などに関
かん

する差
さ べ つ

別、偏
へんけん

見、嫌
いや

がらせなどのいかなるハラスメントも容
ようにん

認しないことをここに宣
せんげん

言

します。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、次
つぎ

の点
てん

を重
じゅうし

視してハラスメント防
ぼ う し

止に取
と

り組
く

みます。

（1）「自
じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニティ」の基
き ほ ん

本理
り ね ん

念に立
りっきゃく

脚した取
と

り組
く

みであること

（2）学
がくせい

生の学
まな

ぶ権
け ん り

利と学
まな

び成
せいちょう

長する環
かんきょう

境を保
ほしょう

障する（学
がくせい

生は人
にんげん

間として対
たいとう

等平
びょうどう

等であると同
ど う じ

時に、

成
せいちょう

長過
か て い

程である点
てん

にも留
りゅうい

意しなければなりません。）ものであるとともに、ハラスメントを生
う

み

出
だ

さない労
ろうどう

働環
かんきょう

境を作
つく

り出
だ

すものであること

（3）「自
じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニティ」を守
まも

り発
はってん

展させる日
にちじょうてき

常的活
かつどう

動の一
いっかん

環としてハラスメント防
ぼ う し

止を

位
い ち

置づけること

（4）中
ちゅうりつせい

立性と公
こうせいせい

正性を備
そな

えて本
ほんがく

学の全
ぜんこうせいいん

構成員の利
り え き

益を擁
よ う ご

護すると同
ど う じ

時に、大
だいがく

学の自
じ ち

治の観
かんてん

点から責
せきにん

任

ある問
もんだい

題の解
かいけつ

決をはかるために実
じっこうせい

効性があること

本
ほんがく

学の全
ぜんこうせいいん

構成員が、本
ほんがく

学の理
り ね ん

念と上
じょうき

記の視
し て ん

点に立
た

ってハラスメントの防
ぼ う し

止に努
つと

めることを求
もと

めます。

ハラスメントを防
ぼうし

止するために
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、先
さき

の理
り ね ん

念と視
し て ん

点に立
た

って、次
つぎ

の目
もくてき

的のために「ハラスメント防
ぼ う し

止のため

のガイドライン」を制
せいてい

定します。

ハラスメント
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（1） 性
せいべつ

別、人
じんしゅ

種、言
げ ん ご

語、国
こくせき

籍などに関
かん

する差
さ べ つ

別、偏
へんけん

見、嫌
いや

がらせなどのいかなるハラスメントも容
ようにん

認せず、

本
ほんがく

学においてハラスメント行
こ う い

為が生
しょう

じないように、教
きょういく

育と啓
けいはつかつどう

発活動を推
すいしん

進する。

（2） 最
もっと

も重
じゅうよう

要なことはハラスメント行
こ う い

為がおきないことであり、本
ほんがく

学構
こうせいいん

成員がハラスメント行
こういしゃ

為者とな

らないことを目
め ざ

指す。

（3） ハラスメント行
こ う い

為（ハラスメントと疑
うたが

われる行
こ う い

為）が生
しょう

じた場
ば あ い

合には、当
とうじしゃかん

事者間の相
そ う ご

互理
り か い

解を深
ふか

め、

事
じ た い

態の改
かいぜん

善が図
はか

られるように大
だいがく

学として援
えんじょ

助を行
おこな

う。

（4）当
とうじしゃかん

事者間で問
もんだい

題の解
かいけつ

決が図
はか

れない場
ば あ い

合には、前
ぜ ん き

記理
り ね ん

念と視
し て ん

点に立
た

って、大
だいがく

学としての解
かいけつ

決を図
はか

る。

上
じょうき

記の目
もくてき

的を達
たっせい

成するために必
ひつよう

要なハラスメント防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会（以
い か

下「防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会」という。）等
など

の組
そ し き

織

を置
お

きます。

ハラスメントとは
（1）ハラスメント

　　 ハラスメントという言
こ と ば

葉には、いまだ日
に ほ ん ご

本語としての適
てき

語
ご

がありません。日
に ほ ん

本の社
しゃかい

会や各
かくだいがく

大学では、

セクシュアル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、キャンパス・ハラスメント、パワー・

ハラスメントなどの用
よ う ご

語が用
もち

いられていますが、確
かくりつ

立した定
て い ぎ

義はありません。

　　 本
ほんがく

学では、性
せいべつ

別、人
じんしゅ

種、言
げ ん ご

語、国
こくせき

籍、出
しゅっしん

身、宗
しゅうきょう

教、思
し そ う

想、信
しんじょう

条、職
しょくしゅ

種、障
しょうがい

害の有
う む

無などに関
かん

する

差
さ べ つ

別、偏
へんけん

見または嫌
いや

がらせをはじめ、教
きょうしょくいん

職員、学
がくせい

生または関
かんけいしゃ

係者が他
た

の教
きょうしょくいん

職員、学
がくせい

生または関
かんけい

係者
しゃ

に不
ふ り え き

利益や精
せいしんてきくつう

神的苦痛を与
あた

える言
げんどう

動と定
て い ぎ

義します。

（2）セクシュアル・ハラスメント

　　 セクシュアル・ハラスメントとは、相
あ い て

手を不
ふ か い

快にさせる人
じんけん

権侵
しんがい

害の性
せいてき

的言
げんどう

動です。

　　① 性
せいてき

的（広
こ う ぎ

義で用
もち

います）な言
こ と ば

葉や行
こ う い

為によって、相
あ い て

手に屈
くつじょくかん

辱感や精
せいしんてき

神的苦
く つ う

痛を感
かん

じさせたり、

不
ふ か い

快な思
おも

いをさせたりすること。

　　② 性
せいてき

的な言
こ と ば

葉や行
こ う い

為（性
せいてき

的なポスターの掲
け い じ

示等
など

）によって、相
あ い て

手の教
きょういく

育、研
けんきゅう

究または職
しょくば

場関
かんけい

係を損
そこ

なうこと（「環
かんきょうがた

境型」セクシュアル・ハラスメントと呼
よ

ばれています）。

　　③ 性
せいてき

的な言
こ と ば

葉や行
こ う い

為によって、相
あ い て

手の望
のぞ

まない行
こ う い

為を要
ようきゅう

求し、これを拒
き ょ ひ

否した者
もの

に対
たい

して、職
しょくば

場・

教
きょういく

育などの場
ば

において、人
じ ん じ

事、成
せいせき

績その他
た

において不
ふ り え き

利益を与
あた

えるなどの嫌
いや

がらせを行
おこ

なったり、

これらの不
ふ り え き

利益をほのめかしたりすること（「地
ち い り よ う が た

位利用型」または「対
たいかがた

価型」セクシュアル・ハ

ラスメントと呼
よ

ばれています）。

セクシュアル・ハラスメントは、一
いっぱん

般マスコミでは、わいせつな行
こ う い

為や男
だんじょ

女関
かんけい

係のもつれ、さらに

は刑
け い じ

事犯
はんざい

罪までをも直
ちょくせつてき

接的に含
ふく

むような文
ぶんみゃく

脈でのみ紹
しょうかい

介されることも多
おお

く、その定
て い ぎ

義が誤
ご か い

解され、
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きわめて狭
せま

く理
り か い

解されている場
ば あ い

合も少
すく

なくありません。実
じっさい

際には、こうした悪
あくしつ

質なケースのみな

らず、従
じゅうらい

来は、さして問
もんだい

題がないと考
かんが

えられてきた言
げんどう

動が、セクシュアル・ハラスメントとなる

こともあります。以
い か

下の点
てん

を保
ほ じ

持して自
じ ぶ ん

分が行
こうどう

動できているか、という観
かんてん

点から、セクシュアル・

ハラスメントについて、正
ただ

しく認
にんしき

識することが大
たいせつ

切です。

①相
あ い て

手の人
じんかく

格を尊
そんちょう

重する

②相
あ い て

手が大
たいせつ

切なパートナーであるという自
じ か く

覚をもつこと

③相
あ い て

手を性
せいてき

的な関
かんしん

心の対
たいしょう

象としてのみ見
み

る考
かんが　かた

え方をなくすこと

④異
い せ い

性を劣
おと

った性
せい

と見
み

なさないこと

なお、このような立
た ち ば

場から、同
どうせいかん

性間のセクシュアル・ハラスメントや性
せい

に関
かん

する固
こ て い

定観
かんねん

念にもと

づく差
さべつてき

別的言
げんどう

動も対
たいしょう

象となります。

（3）アカデミック・ハラスメント

　　 アカデミック・ハラスメントとは、性
せいてき

的な言
げんどう

動を含
ふく

まないとしても、教
きょういく

育研
けんきゅうじょう

究上の力
ちから

関
かんけい

係、上
じょうげ

下

関
かんけい

係または優
ゆうえつてき

越的な地
ち い

位を利
り よ う

用して行
おこな

う言
げんどう

動により、相
あ い て

手を不
ふ か い

快にし、また相
あ い て

手の研
けんきゅうじょう

究上、

教
きょういくじょう

育上、就
しゅうろうじょう

労上の利
り え き

益や権
け ん り

利を侵
しんがい

害することです。アカデミック・ハラスメントを類
るいけいか

型化すると

以
い か

下のとおりとなります。

　　①教
きょういくじょう

育上のハラスメント

　　　●必
ひつよう

要な教
きょういくてき

育的指
し ど う

導を理
り ゆ う

由なく拒
き ょ ひ

否または放
ほ う ち

置すること

　　　●過
か ど

度の課
か だ い

題を強
きょうよう

要すること

　　　●学
が く い

位や単
た ん い

位取
しゅとく

得にかかわって不
ふ と う

当な評
ひょうか

価を行
おこな

うなど、不
ふこうせい

公正な取
と

り扱
あつか

いをすること

　　　●進
し ん ろ

路・就
しゅうしょく

職について自
じ ゆ う

由な選
せんたく

択を侵
しんがい

害またはこれを脅
おびや

かすこと

　　　などがあげられます。

　　②研
けんきゅうじょう

究上のハラスメント

　　　●研
けんきゅう

究テーマを与
あた

えない、機
き き

器・設
せ つ び

備を使
し よ う

用させない、または研
けんきゅう

究発
はっぴょう

表を不
ふ と う

当に制
せいげん

限すること

　　　　（「研
けんきゅう

究疎
そがいがた

外型」といいます。）

　　　●研
けんきゅう

究成
せ い か

果や個
こじんてき

人的アイデアを不
ふ と う

当に流
りゅうよう

用すること（「研
けんきゅう

究搾
さくしゅがた

取型」といいます。）

　　　などがあげられます。

（4）パワー・ハラスメント

　　 パワー・ハラスメントとは、教
きょうしょくいん

職員が職
しょくむじょう

務上の地
ち い

位または権
けんげん

限を不
ふ と う

当に利
り よ う

用して他
た

の教
きょうしょくいん

職員に対
たい

して行
おこな

う就
しゅうろうじょう

労上の不
ふてきせつ

適切な言
げんどう

動です。
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　　①就
しゅうろう

労に専
せんねん

念することができなくなる程
て い ど

度に就
しゅうろうじょう

労上の環
かんきょう

境が、不
ふ か い

快なものになること

　　② 昇
しょうにん

任、配
は い ち

置転
てんかん

換等
など

の任
にんようじょう

用上の取
とりあつか　

扱いや昇
しょうかく

格・昇
しょうきゅう

給等
など

の給
きゅうよじょう

与上の取
とりあつか

扱い等
など

に関
かん

する不
ふ り え き

利益を受
う

ける

ことなどがあげられます。※

　　※パワーハラスメントは教
きょうしょくいん

職員のみでなく、学
がくせい

生においても起
お

こりうるものです。

本
ほん

ガイドラインの適
てきよう

用範
はん い

囲および対
たいしょう

象
本
ほん

ガイドラインは、本
ほんがく

学のすべての構
こうせいいん

成員を対
たいしょう

象とします。即
すなわ

ち、本
ほんがく

学を構
こうせい

成する教
きょういん

員（常
じょうきん

勤・非
ひじょうきん

常勤

を問
と

いません。）、職
しょくいん

員（専
せんにん

任職
しょくいん

員、契
けいやく

約職
しょくいん

員、アルバイト等
など

はもちろん、本
ほんがく

学において就
しゅうろう

労する派
は け ん

遣

労
ろうどうしゃ

働者、委
い た く

託業
ぎょうむ

務従
じゅうじしゃ

事者等
など

を含
ふく

みます。）（以
い か

下これらを総
そうしょう

称して「教
きょうしょくいん

職員等
など

」といいます。）、院
いんせい

生・

学
がくせい

生（留
りゅうがくせい

学生、研
けんきゅうせい

究生、科
か も く

目等
とう

履
りしゅうせい

修生等
など

、本
ほんがく

学で教
きょういく

育を受
う

けるすべての者
もの

を含
ふく

みます。）（以
い か

下これらを

総
そうしょう

称して「学
がくせい

生等
など

」といいます。）です。なお、TA・RA等
など

、本
ほんがく

学の教
きょういく

育・研
けんきゅう

究活
かつどう

動の補
ほじょてき

助的業
ぎょうむ

務に

従
じゅうじ

事する者
もの

も対
たいしょう

象とします。

また、本
ほんがく

学での修
しゅうがく

学、教
きょういく

育・研
けんきゅう

究または就
しゅうろう

労に重
じゅうだい

大な影
えいきょう

響を及
およ

ぼす言
げんどう

動については、それが正
せいかちゅう

課中か、

勤
き ん む

務時
じかんちゅう

間中か、キャンパス内
ない

か等
など

、時
じ か ん

間・場
ば し ょ

所を問
と

わず、適
てきよう

用または準
じゅんよう

用されます。

さらには、教
きょうしょくいん

職員等
など

については退
たいしょくご

職後も、学
がくせい

生等
など

については卒
そつぎょう

業・退
たいがくご

学後においても、在
ざいしょくちゅう

職中または

在
ざいがくちゅう

学中の被
ひ が い

害または加
か が い

害に対
たい

しては、本
ほん

ガイドラインが適
てきよう

用されます。また、被
ひがいしゃ

害者または加
かがいしゃ

害者の

一
いっぽう

方が本
ほんがく

学構
こうせいいん

成員である場
ば あ い

合にも、本
ほん

ガイドラインが適
てきよう

用または準
じゅんよう

用されます。

ハラスメントを行
おこな

わないための基
きほんてき

本的心
こころがま

構え
ハラスメントをしないようにするためには、まず何

なに

よりも、基
きほんてき

本的人
じんけん

権を尊
そんちょう

重する立
た ち ば

場に立
た

つことが

重
じゅうよう

要です。

ハラスメントは、個
こ じ ん

人や立
た ち ば

場によって感
かん

じ方
かた

が異
こと

なるために、判
はんだん

断がつきにくいと思
おも

われがちです。

判
はんだん

断がつかない場
ば あ い

合は、例
たと

えば、セクシュアル・ハラスメントの場
ば あ い

合、自
じ ぶ ん

分の言
げんどう

動が、自
じ ぶ ん

分の親
しんぞく

族（や

それに準
じゅん

じた極
きわ

めて親
した

しい人
ひとびと

々。配
はいぐうしゃ

偶者・子
こ ど も

供、恋
こいびと

人など。）に向
む

けられた場
ば あ い

合を想
そうてい

定してみましょう。

もしそれが不
ふ か い

快であれば、その言
げんどう

動はハラスメントに該
がいとう

当する可
かのうせい

能性が高
たか

いと考
かんが

えてください。

また、アカデミック・ハラスメントやパワー・ハラスメントの場
ば あ い

合、自
じ ぶ ん

分と相
あ い て

手の立
た ち ば

場を入
い 　 か 　

れ替え、

同
どうよう

様の扱
あつか

いを受
う

けたとき、どのように感
かん

じるか考
かんが

えてみてください。不
ふこうへい

公平と感
かん

じたり、やる気
き

を減
げんたい

退

したりするようであればその可
かのうせい

能性は高
たか

いでしょう。

その上
うえ

で、以
い か

下の点
てん

についても、十
じゅうぶん

分に認
にんしき

識しておきましょう。

（1）とくに性
せい

に関
かん

する言
げんどう

動に対
たい

する受
う

け止
と

め方
かた

には、個
こ

人
じんかん

間や男
だんじょかん

女間、立
た ち ば

場などにより差
さ

があり、セ

クシュアル・ハラスメントに該
がいとう

当するかどうかについては、相
あ い て

手の判
はんだん

断が重
じゅうよう

要であること。（親
した

し

さの表
ひょうげん

現のつもりの言
げんどう

動であったとしても、本
ほんにん

人の意
い と

図とは関
かんけい

係なく、相
あ い て

手を不
ふ か い

快にさせてしま

う場
ば あ い

合が存
そんざい

在すること／この程
て い ど

度は相
あ い て

手も許
きょよう

容するだろうという勝
か っ て

手な憶
おくそく

測はしないこと／相
あ い て

手
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との良
りょうこう

好な人
にんげんかんけい

間関係が生
しょう

じていると勝
か っ て

手に思
おも

い込
こ

まないこと、等
とうとう

々に留
りゅうい

意する）

（2）相
あ い て

手が拒
き ょ ひ

否したり、嫌
いや

がったりしていることがわかった場
ば あ い

合には、同
お な 　

じ言
げんどう

動を決
けっ

して繰
く

り返
かえ

さな

いこと。

（3）ハラスメントかどうかについて、相
あ い て

手から常
つ ね 　

に意
い し

思表
ひょうじ

示があるとは限
かぎ

らないこと。（ハラスメント

を受
う

けた者
もの

が、指
し ど う

導教
きょういん

員・上
じょうし

司などといった人
にんげん

間関
かんけい

係を考
こうりょ

慮し、拒
き ょ ひ

否できない場
ば あ い

合も多
おお

いこと／

拒
き ょ ひ

否の意
い し

思表
ひょうじ

示がないことを同
ど う い

意・合
ご う い

意と勘
かんちが

違いしないこと、等
とうとう

々に留
りゅうい

意する）

（4）勤
き ん む

務時
じかんない

間内・職
しょく

場
ば な い

内におけるハラスメントにのみ注
ちゅうい

意するのでは不
ふじゅうぶん

十分であること。（例
たと

えば、

職
しょくば

場・教
きょういく

育の場
ば

における人
にんげん

間関
かんけい

係がそのまま持
じ ぞ く

続する各
かくしゅ

種イベント・コンパ・宴
えんかい

会などの場
ば め ん

面に

おいても、ハラスメントに十
じゅうぶん

分に留
りゅうい

意する）

ハラスメントの被
ひがい

害に遭
あ

った場
ば あ い

合
ハラスメントとは、ハラスメントを受

う

けた側
がわ

の責
せきにん

任で生
しょう

じることがらではありません。自
じ ぶ ん

分を責
せ

めたり、

我
が ま ん

慢したりせずに、事
じ た い

態が悪
あ っ か

化しないうちに、勇
ゆ う き

気をもって解
かいけつ

決へ向
む

けて行
こうどう

動してください。

（1）自
じ ぶ ん

分で解
かいけつ

決が可
か の う

能な場
ば あ い

合

　　 ハラスメントは、相
あ い て

手が、自
じ ぶ ん

分の言
げんどう

動がハラスメントに該
がいとう

当していることに全
まった

く気
き

づいていない

場
ば あ い

合もあります。相
あ い て

手と敵
てきたいてき

対的な関
かんけい

係にない場
ば あ い

合などは、ハラスメントであり不
ふ か い

快であることを、

口
こうとう

頭または文
ぶんしょ

書で相
あ い て

手に直
ちょくせつ

接伝
つた

えましょう。

（2）自
じ ぶ ん

分ひとりでは解
かいけつ

決が難
むずか

しい場
ば あ い

合

　　 立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学では、ハラスメントの相
そうだん

談に対
たいおう

応するため、防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会のもとにハラス

メント相
そうだんいん

談員（以
い か

下「相
そうだんいん

談員」という。）を各
かく

オフィスに配
は い ち

置していますので、すみやかに相
そうだん

談し

てください。相
そうだんいん

談員の電
でんわばんごう

話番号は、別
べ っ と

途お知
し

らせしています。相
そうだん

談は、電
で ん わ

話または電
で ん し

子メールで

も受
う

け付
つ

けますし、プライバシーを守
まも

る場
ば

を設
せってい

定し、対
たいめん

面して相
そうだん

談することもできます。相
そうだんいん

談員、

調
ちょうさ

査および問
もんだい

題の解
かいけつ

決に関
か ん よ

与する全
すべ

ての者
もの

には守
し ゅ ひ

秘義
ぎ む

務を課
か

しています。相
そうだん

談した内
ないよう

容が、相
そうだんしゃ

談者

の了
りょうしょう

承を得
え

ずに上
じょうじゅつ

述した者
もの

以
い が い

外に漏
も

れることは一
いっさい

切ありませんので、安
あんしん

心していちばん相
そうだん

談しや

すい相
そうだんいん

談員に相
そうだん

談してください。

　　 ハラスメントは、当
とうじしゃ

事者以
い が い

外には実
じつじょう

情がわかりにくい場
ば あ い

合もあります。ハラスメントを受
う

けた、

または受
う

けたと感
かん

じた際
さい

には、誰
だれ

から如
い か

何なるハラスメントを受
う

けたかといったことを、詳
くわ

しく

正
せいかく

確に記
き ろ く

録しておくことを心
こころが

掛けてください。客
きゃくかんてき

観的に事
じ た い

態を判
はんだん

断する一
いちじょ

助になり、問
もんだい

題の解
かいけつ

決

に役
や く だ 　

立つことがあります。

　　 ハラスメントに関
かん

する相
そうだん

談を受
う

けた本
ほんがく

学関
かんけいしゃ

係者は、直
ただ

ちに相
そうだんいん

談員に相
そうだん

談するように勧
す す 　 　

めてください。

（3）緊
きんきゅう

急の場
ば あ い

合

　　 緊
きんきゅう

急の場
ば あ い

合とは、身
しんたい

体に危
き け ん

険が及
お よ 　

ぶ可
かのうせい

能性がある状
じょうきょう

況を意
い み

味します。こうした場
ば あ い

合には、身
み ぢ か

近に



59

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

いる人
ひと

やオフィスなどに助
た す 　

けを求
も と 　

め、場
ば あ い

合によってはただちに警
けいさつ

察に連
れんらく

絡してください。

（4）問
もんだい

題解
かいけつ

決に向
む

けて

　　 ハラスメントが長
ちょうきかん

期間に及
お よ 　

び、個
こ べ つ

別の相
そうだん

談などでは解
かいけつ

決が不
ふ か の う

可能な場
ば あ い

合は、大
だいがく

学としての責
せきにん

任ある

解
かいけつ

決を求
もと

めることができます。その際
さい

には、相
そうだんいん

談員に申
もう

し立
た

ての意
い し

思を表
ひょうめい

明してください。防
ぼ う し

止

委
いいんかい

員会は、必
ひつよう

要があればすみやかに調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会に調
ちょうさ

査を要
ようせい

請します。

調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会は、直
ただ

ちに関
かんけい

係各
かくほうめん

方面にヒアリングを行
おこな　

うなどの調
ちょうさ

査を行
おこな

います。

防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会は、調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会の報
ほうこく

告を受
う

け、当
とうがい

該ハラスメント行
こ う い

為が意
い と て き

図的または悪
あくしつ

質なケースであると

の判
はんだん

断に至
いた

った場
ば あ い

合は、必
ひつよう

要に応
おう

じて関
かんけいしょきかん

係諸機関とも協
きょうぎ

議しつつ、問
もんだいかいけつ

題解決に向
む

けて対
たいおう

応します。

申
もう

し立
た

ての手
てつづ

続きについて
相
そうだんしゃ

談者は、大
だいがく

学に対
たい

して問
もんだい

題解
かいけつ

決のための申
もうした

立てをすることができます。これを申
もうした

立ての手
て つ づ

続きといい

ます。

申
もうした

立ての手
て つ づ

続きは、以
い か

下のような区
く ぶ ん

分・段
だんかい

階がありますが、教
きょういく

育・研
けんきゅう

究活
かつどう

動を行
おこな　

う大
だいがく

学にふさわしい

解
かいけつ

決を目
め ざ

指します。

手
て つ づ

続き 手
て つ づ

続きの概
がいよう

要 手
て つ づ

続き主
しゅたい

体 主
おも

な救
きゅうさいそちかつれい

済措置活例

「調
ちょうせい

整」
当
とうじしゃそうほう

事者双方の主
しゅちょう

張を公
こうへい

平な立
た ち ば

場で

調
ちょうせい

整し、問
もんだいかいけつ

題解決を図
はか

る手
て つ づ

続き

防
ぼうしいいんかい

止委員会

良
りょうこう

好な就
しゅうがく

学または就
しゅうがくかんきょう

労環境の回
かいふく

復

問
もんだい

題の解
かいけつ

決

不
ふりえきかいふく

利益回復、被
ひがいしゃきゅうさい

害者救済

懲
ちょうかいしょぶん

戒処分の検
けんとうかいし

討開始の勧
かんこくとうとう

告等々

「調
ちょうさ

査」
事
じじつかんけい

実関係の公
こうへい

正な調
ちょうさ

査に基
もと

づき、

厳
げんせい

正な措
そ ち

置を求
もと

める手
て つ づ

続き

「通
つ う ち

知」
匿
とくめい

名のまま、相
あ い て

手にハラスメン

トの相
そうだん

談があったことを伝
でんたつ

達

申
もうした

立ては、その旨
むね

、相
そうだんいん

談員に申
もうしで

出ることで行
おこな　

うことができます。申
もうした

立ては、相
そうだんいん

談員がその内
ないよう

容を正
せいかく

確に

把
は あ く

握するために防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会が作
さくせい

成した定
ていけい

型の書
しょめん

面の提
ていしゅつ

出によるものとします。申
もうした

立てがあった場
ば あ い

合には

ただちに、事
じむきょく

務局を通
つう

じて防
ぼ う し

止委
いいんちょう

員長に報
ほうこく

告されます。防
ぼ う し

止委
いいんちょう

員長は防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会を開
かいさい

催し、申
もうした

立てに応
おう

じ、申
もうしたてにん

立人の意
い こ う

向を尊
そんちょう

重しつつ、調
ちょうせい

整に取
と

り組
く

みます。防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会が必
ひつよう

要であると判
はんだん

断した場
ば あ い

合には、

すみやかに調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会が、関
かんけい

係各
かくほうめん

方面にわたるヒアリングなどを行
おこ

ない、調
ちょうさ

査にあたります。必
ひつよう

要に応
おう

じて弁
べ ん ご し

護士などの学
がくがい

外の専
せんもんか

門家を専
せんもん

門委
い い ん

員に委
いしょく

嘱することがあります。

申
もうしたてにん

立人が所
しょぞく

属部
ぶ も ん

門や所
しょぞく

属長
ちょう

に報
ほうこく

告を望
のぞ

まない場
ば あ い

合や、氏
し め い

名などの公
こうひょう

表を望
のぞ

まない場
ば あ い

合は、氏
し め い

名などを伏
ふ

せて関
かんけい

係部
ぶ も ん

門の所
しょぞくちょう

属長に事
じじつけいかおよ

実経過及び問
もんだいかいけつ

題解決の結
け っ か

果のみを報
ほうこく

告します。

防
ぼうし

止委
いいんかい

員会による措
そ ち

置
防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会が、緊
きんきゅう

急に対
たいおう

応が必
ひつよう

要と判
はんだん

断した場
ば あ い

合は、関
かんけい

係機
き か ん

関に「措
そ ち

置」を求
もと

めることがあります。
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例
た と 　 　

えば、教
きょういくてき

育的措
そ ち

置としてのゼミ・クラス変
へんこう

更や被
ひ

申
もうしたてにん

立人のメールアカウントの停
て い し

止などが考
かんが

えられ

ます。なお、調
ちょうさ

査を実
じ っ し

施した結
け っ か

果、調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会が、当
とうがい

該行
こ う い

為が意
い と て き

図的または悪
あくしつ

質なケースであるとの

判
はんだん

断に至
いた

った場
ば あ い

合、その調
ちょうさけっか

査結果の報
ほうこく

告を受
う

けて防
ぼ う し い い ん か い

止委員会が解
かいけつ

決の方
ほうこう

向を提
て い き

起し、必
ひつよう

要に応
おう

じて

関
かんけいしょきかん

係諸機関とも協
きょうぎ

議しつつ、厳
げんせい

正な処
しょぶん

分を求
もと

める等
など

のことを行
おこな

います。

教
きょうしょくいん

職員が職
しょくば

場等
など

において、セクシュアル・ハラスメントやその他
た

のハラスメント行
こ う い

為を行
おこな

った場
ば あ い

合は、

就
しゅうぎょう

業 規
き そ く

則に基
もと

づく懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分の対
たいしょう

象となります。同
どうよう

様に、学
がくせい

生においても立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学

学
がくせい

生賞
しょうばつ

罰規
き て い

程に基
もと

づく学
がくせい

生処
しょぶん

分の対
たいしょう

象となります。防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会は処
しょぶん

分の「勧
かんこく

告」を行
おこな

うことになります。

調
ちょうせい

整・調
ちょうさ

査過
か て い

程で問
もんだい

題解
かいけつ

決が図
はか

られた場
ば あ い

合であっても、明
あき

らかにハラスメントがあったと認
にんてい

定されるケー

スにおいては同
どうよう

様に勧
かんこく

告を行
おこな

います。「懲
ちょうかい

戒」についての最
さいしゅうてき

終的判
はんだん

断は、防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会が行
おこな

うものではなく、

別
べ っ と

途定
さだ

められた「懲
ちょうかい

戒手
てつづき

続（学
がくせい

生の場
ば あ い

合は賞
しょうばつ

罰規
き て い

程）」にもとづきます。なお、懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分等
など

の決
けってい

定は、

公
こうせい

正に行
おこな

う必
ひつよう

要があります。そのため、処
しょぶん

分の決
けってい

定に際
さい

しては、相
あいてがた

手方に対
たい

して弁
べんめい

明の機
き か い

会を与
あ た 　

え、

公
こうへいせい

平性を十
じゅうぶん

分に担
た ん ぽ

保することとします。

相
そうだん

談および申
もう

し立
た

てと不
ふ り え き

利益扱
あつか

いの禁
き ん し

止
ハラスメントに関

かん

して、相
そうだん

談ないしは申
もう

し立
た

てを行
おこな

った者
もの

に対
たい

して、相
あいてがた

手方は嫌
いや

がらせや報
ほうふく

復等
など

不
ふ り え き

利益な扱
あつか

いをしてはなりません。仮
かり

にそのようなことがなされた場
ば あ い

合には本
ほんがく

学として懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分を含
ふく

め厳
げんせい

正に対
たいしょ

処します。

プライバシーの保
ほ ご

護と懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分の公
こうひょう

表
相
そうだんいん

談員、防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会、調
ちょうさ

査委
いいんかい

員会などハラスメントに関
か ん 　 　

する相
そうだん

談または申
もう

し立
た

ての各
か く て つ づ 　

手続きに関
か ん よ

与し

た者
もの

には、相
そうだんしゃ

談者のプライバシーを保
ほ ご

護するため厳
げんかく

格な守
し ゅ ひ ぎ む

秘義務を課
か

します。懲
ちょうかいしょぶん

戒処分等
など

については、

被
ひがいしゃ

害者の意
い し

思を最
さいだいげん

大限尊
そんちょう

重しつつ、処
しょぶん

分内
ないよう

容を公
こうひょう

表することを原
げんそく

則とします。

啓
けいはつ

発活
かつどう

動について
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、防
ぼ う し

止委
いいんかい

員会を中
ちゅうしん

心に、各
かくしゅ

種ハラスメントの防
ぼ う し

止に関
かん

する情
じょうほう

報の収
しゅうしゅう

集と

提
ていきょう

供、相
そうだんいん

談員の指
し ど う

導・援
えんじょ

助力
りきりょう

量のレベルアップ、本
ほんがく

学の全
ぜんこうせいん

構成員に向
む

けた教
きょういく

育や啓
けいはつかつどう

発活動などに取
と

り

組
く

みます。

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学は、あらゆるハラスメントを生
う

まない環
かんきょう

境を作
つく

り上
あ

げる努
どりょく

力を今
こ ん ご

後とも続
つづ

け

ていきます。

相
そうだんいん

談員について
スチューデント・オフィスのホームページにて、相

そうだんいん

談員一
いちらん

覧に連
れんらくさき

絡先が記
き さ い

載されています。



61

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

文
ぶんかてき

化的背
はいけい

景や個
こ じ ん

人の考
かんが

え方
かた

が異
こと

なれば、人
にんげん

間関
かんけい

係・恋
れんあい

愛についての考
かんが

え方
かた

も異
こと

なります。自
じ ぶ ん

分では良
りょうこう

好

な関
かんけい

係であると思
おも

っていても、相
あ い て

手が同
おな

じように感
かん

じているとは限
かぎ

りません。

人
ひと

を好
す

きになることは、他
た し ゃ

者と深
ふか

くかかわることであり、素
す ば

晴らしい経
けいけん

験です。同
ど う じ

時に、難
むずか

しい人
にんげん

間

関
かんけい

係を抱
かか

えてしまうことも経
けいけん

験するでしょう。

一
ひ と り

人ひとりが異
こと

なる恋
れんあいかん

愛観を持
も

っています。あなたにとって他
た し ゃ

者との心
こ こ ち

地の良
よ

い「距
き ょ り

離」はどのような

ものでしょうか。恋
れんあい

愛において、「相
あ い て

手のことをもっと知
し

りたい」「もっと一
いっしょ

緒にいたい」という感
かん

情
じょう

が

わきあがることは自
し ぜ ん

然なことです。しかし、自
じ ぶ ん

分の要
ようきゅう

求を押
お

し付
つ

けたり、友
ゆうじん

人関
かんけい

係を狭
せば

めたり、いやな

ことをがまんしたりすることは、よい関
かんけい

係とは言
い

えません。

いやなことに対
たい

しては、勇
ゆ う き

気を出
だ

して、はっきりと「NO」と言
い

ってください。相
あ い て

手が「YES」と明
めいかく

確

な同
ど う い

意の言
こ と ば

葉、態
た い ど

度を示
しめ

さない時
とき

には、合
ご う い

意がないと考
かんが

えてください。特
とく

に、性
せいこうい

行為は、その後
あと

、さま

ざまなトラブルに発
はってん

展し、トラウマとなることもあります。

一
ひ と り

人ひとりが、自
じ ぶ ん

分を大
たいせつ

切にし、そしてお互
たが

いの意
い け ん

見や考
かんが

え方
かた

の違
ちが

いを尊
そんちょう

重し、認
みと

め合
あ

っていくことが

重
じゅうよう

要です。

自
じぶん

分を尊
そんちょう

重し、相
あいて

手を尊
そんちょう

重する
●  恋

れんあい

愛の対
たいしょう

象ではない相
あ い て

手であっても「友
ともだち

達だから大
だいじょうぶ

丈夫」と部
へ や

屋などに２
ふ た り

人だけでいることは避
さ

けま

しょう。合
ご う い

意のない性
せいこうい

行為へ発
はってん

展することがあります。

●  飲
いんしゅ

酒をした後
あと

に明
めいかく

確な合
ご う い

意がなく性
せいこうい

行為を行
おこな

った場
ば あ い

合、刑
け い じ

事上
じょう

の事
じ け ん

件となることがあります。

ストーカー行
こうい

為について
つきまといや待

ま

ち伏
ぶ

せ、監
か ん し

視していると告
つ

げる行
こ う い

為、面
めんかい

会や交
こうさい

際の要
ようきゅう

求、無
む ご ん で ん わ

言電話、拒
き ょ ひ ご

否後の連
れんぞく

続した

電
で ん し

子メール・SNS等
など

の送
そうしん

信などの行
こ う い

為は、相
あ い て

手に対
たい

して不
ふ あ ん

安を覚
おぼ

えさせるものであり、このような行
こ う い

為

を同
おな

じ人
ひと

に対
たい

して繰
く

り返
かえ

して行
おこな

うことを「ストーカー行
こ う い

為」といい、処
しょばつ

罰の対
たいしょう

象となります。

リベンジポルノについて
交
こうさい

際関
かんけい

係にある相
あ い て

手、交
こうさい

際関
かんけい

係にあった相
あ い て

手など他
た に ん

人の性
せいてき

的な画
が ぞ う

像を、インターネット上
じょう

に公
こうかい

開すると

いう行
こ う い

為は、たとえ実
じっさい

際に公
こうかい

開しないとしても、相
あいてかた

手方にその意
い し

思を伝
つた

えた時
じ て ん

点で「脅
きょうはく

迫」という行
こ う い

為

になります。他
た に ん

人の性
せいてき

的な画
が ぞ う

像を持
も

ち出
だ

すことは、犯
はんざい

罪行
こ う い

為です。

人
にんげん

間関
かんけい

係・恋
れんあい

愛トラブル
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デートDV
デートDVとは、未

み こ ん

婚のカップル間
かん

で起
お

こるDVのことです。身
しんたいてき

体的暴
ぼうりょく

力だけではなく以
い か

下のような

行
こ う い

為全
すべ

て、デートDVに該
がいとう

当します。

交
こうさいちゅう

際中であっても、暴
ぼうりょく

力は許
ゆる

されるものではありません。

もし、周
しゅうい

囲で悩
なや

んでいると思
おも

いあたる人
ひと

がいる時
とき

は、話
はなし

を聴
き

き、相
そうだん

談機
き か ん

関を紹
しょうかい

介してあげましょう。

●  身
しんたいてき

体的暴
ぼうりょく

力：殴
なぐ

る、蹴
け

る、押
お

す、叩
たた

く、物
もの

を投
な

げつける、縛
しば

る、髪
かみ

の毛
け

を引
ひ

っ張
ぱ

る、等
など

● 性
せいてき

的暴
ぼうりょく

力：性
せいこうい

行為の強
きょうせい

制・強
きょうよう

要、明
めいかく

確な同
ど う い

意のない性
せいこうしょう

交渉、避
ひ に ん

妊をしない、等
など

● 精
せいしんてき

神的暴
ぼうりょく

力：大
おおごえ

声で怒
ど な

鳴る、人
ひとまえ

前で馬
ば か

鹿にする、所
しょゆうぶつ

有物を壊
こわ

す・捨
す

てる、「殺
ころ

す」「別
わか

れたら死
し

ぬ」

などの脅
きょうはく

迫、等
など

● 社
しゃかいてき

会的暴
ぼうりょく

力：相
あ い て

手の家
か ぞ く

族・友
ゆうじん

人関
かんけい

係の監
か ん し

視・制
せいげん

限、メールや電
で ん わ

話の監
か ん し

視や返
へんしん

信の強
きょうよう

要、等
など

● 金
きんせんてき

銭的暴
ぼうりょく

力：相
あ い て

手の金
かね

を勝
か っ て

手に使
つか

う、借
か

りて金
かね

を返
かえ

さない、等
など

このような行
こ う い

為を許
きょよう

容してはなりません。身
み ぢ か

近な人
ひと

や相
そうだん

談機
き か ん

関に相
そうだん

談しましょう。

　大
おおいたけん

分県こども・女
じょせい

性相
そうだん

談支
しえ ん

援センター

　〒870-0891　大
おおいたし

分市荏
えのくま

隈２丁
ちょうめ

目３番
ばん

１号
ごう

　代
だいひょう

表　Tel：097-543-5681 Fax：097-546-1399

　メール：a12403@pref.oita.lg.jp

　おおいた性
せいぼうりょく

暴力救
きゅうえん

援センター・すみれ

　https://oita-sumire.jp/

　DV相
そうだん

談＋

　10の言
げ ん ご

語で相
そうだん

談に対
たいおう

応します。日
に ほ ん

本政
せ い ふ

府が開
かいせつ

設した相
そうだん

談窓
まどぐち

口です。

　https://soudanplus.jp/

　TEL：0120-279-889（24時
じ か ん

間対
たいおう

応・日
に ほ ん ご

本語のみ）

　メール：24時
じ か ん

間受
うけつけ

付・日
に ほ ん ご

本語のみ

　チャット：日
に ほ ん ご

本語12：00－22：00、その他
ほか

の言
げ ん ご

語　24時
じかんうけつけ

間受付

　※メール・チャットは上
じょうき

記ウェブサイトに送
そうしん

信フォーム有
あり

mailto:a12403@pref.oita.lg.jp
https://oita-sumire.jp/
https://soudanplus.jp/
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情
じょうほう

報通
つうしん

信技
ぎじゅつ

術の進
し ん ぽ

歩に伴
ともな

い、私
わたし

たちの生
せいかつ

活は便
べ ん り

利になりました。学
がくせいせいかつ

生生活において、さまざまなアプ

リやサイト、学
がくない

内のネットワーク環
かんきょう

境の活
かつよう

用は欠
か

かせないものとなっています。情
じょうほう

報ネットワークは、

積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用すれば学
がくしゅう

習・生
せいかつ

活の質
しつ

が高
たか

まります。一
いっぽう

方で、使
つか

い方
かた

を誤
あやま

ると学
がくしゅう

習・生
せいかつ

活に支
ししょう

障をきたし

ます。情
じょうほう

報ネットワークは、正
ただ

しく理
り か い

解し、活
かつよう

用することが大
たいせつ

切です。日
に ほ ん

本およびAPU内
ない

での個
こ じ ん

人

情
じょうほう

報の管
か ん り

理や保
ほ ご

護については、さまざまな法
ほうりつ

律や規
き そ く

則があります。これに違
い は ん

反した場
ば あ い

合は、懲
ちょうかい

戒の対
たいしょう

象

となったり、法
ほうりつ

律によって裁
さば

かれる可
かのうせい

能性があることを理
り か い

解しておきましょう。

APU Net IDの不
ふせ い

正利
りよ う

用の禁
きん し

止
他
た に ん

人のAPU Net IDおよびパスワードを使
つか

って、他
た に ん

人のキャンパスターミナルやmanaba、Campusmateなど

にアクセスすることは違
い ほ う

法で重
じゅうだい

大な犯
はんざい

罪行
こ う い

為です。このような行
こ う い

為は絶
ぜったい

対にしないでください。また周
まわ

りでこ

のような行
こ う い

為を見
み

かけたり、被
ひ が い

害にあった場
ば あ い

合はすぐにアカデミック・オフィスに報
ほうこく

告してください。

またこのような被
ひ が い

害にあわないために、パスワードを他
た に ん

人に教
おし

えたり、安
あ ん い

易に予
よ そ う

想できるパスワード（誕
たんじょうび

生日

や学
がくせき

籍番
ばんごう

号など）を設
せってい

定することはしないでください。パスワードは定
ていきてき

期的に変
へんこう

更してください。

あなたの大
だ い じ

事な個
こじんじょうほう

人情報を守
まも

るのは、あなた自
じ し ん

身です。

SNS利
りよ う

用について
Facebook、X、LINEやInstagramなどのSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）は大

たいへん

変

便
べ ん り

利なものですが、インターネット上
じょう

で世
せかいじゅう

界中の知
し

らない人
ひと

たちと繋
つな

がることができるということは、

その分
ぶん

、多
おお

くの危
きけんせい

険性も含
ふく

んでいます。

SNS利
りよ う

用にあたって知
し

ってもらいたい５つのこと

（1）SNS上
じょう

の情
じょうほう

報は、必
かなら

ずしも正
ただ

しいものばかりではない。

（2）SNS上
じょう

においても、社
しゃかいてき

会的ルールを守
まも

らなければならない。

（3）SNS上
じょう

の情
じょうほう

報は、世
せかいじゅう

界中に広
ひろ

まるものである。

（4）SNS上
じょう

では、匿
とくめい

名であったとしても、責
せきにん

任を伴
ともな

う発
はつげん

言として取
と

り扱
あつか

われることがある。

（5）SNSでの不
ふ よ う い

用意な発
はつげん

言は、家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人にまで被
ひ が い

害がおよぶことがある。

情
じょうほう

報・メディアリテラシー
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SNS利
りよ う

用における4つのポイント

１．SNS・インターネット上
じょう

の情
じょうほう

報を鵜
う の

呑みにしない

　　誤
あやま

った情
じょうほう

報を拡
かくさん

散するとあなた自
じ し ん

身が加
かがいしゃ

害者となる可
かのうせい

能性もあります。

２．他
た に ん

人の写
しゃしん

真は無
む だ ん

断で載
の

せない

　　 SNS上
じょう

に写
しゃしん

真を掲
けいさい

載しただけでも、その個
こ じ ん

人を特
とくてい

定することは簡
かんたん

単にできてしまいます。自
じ ぶ ん

分

以
い が い

外の人
ひと

の写
しゃしん

真や情
じょうほう

報を無
む だ ん

断で掲
けいさい

載すると、それはその人
ひと

のプライバシー侵
しんがい

害となり、あなた

自
じ し ん

身が加
かがいしゃ

害者となります。あなたは良
よ

いと思
おも

っていても、相
あ い て

手は良
よ

いと思
おも

っているとは限
かぎ

りません。

写
しゃしん

真のみでなく、他
た に ん

人の行
こうどう

動を公
こうかい

開する前
まえ

にも、確
かくにん

認を本
ほんにん

人に必
かなら

ずとる必
ひつよう

要があります。

３．個
こ じ ん

人情
じょうほう

報を掲
けいさい

載しない

　　 一
い ち ど

度あなたがインターネット上
じょう

に掲
けいさい

載した情
じょうほう

報は世
せかいじゅう

界中に広
ひろ

まります。あなたが情
じょうほう

報を削
さくじょ

除した

としても、それを完
かんぜん

全に削
さくじょ

除することはほぼ不
ふ か の う

可能です。その掲
けいさい

載内
ないよう

容・発
はつげん

言は、一
いっしょう

生残
のこ

っても

いい内
ないよう

容ですか？　十
じゅうぶん

分に考
かんが

えてから投
とうこう

稿しましょう。

４．誹
ひ ぼ う

謗・中
ちゅうしょう

傷をしない

　　 怒
いか

りに任
まか

せて、誰
だれ

かの誹
ひ ぼ う

謗・中
ちゅうしょう

傷をSNSに書
か

くことは非
ひじょう

常に簡
かんたん

単です。SNS上
うえ

での誹
ひぼうちゅうしょう

謗中傷は

人
じんけん

権侵
しんがい

害となる可
かのうせい

能性があり、名
め い よ き そ ん

誉棄損罪
ざい

や侮
ぶじょくざい

辱罪といった不
ふ ほ う こ う い

法行為に該
がいとう

当します。また、匿
とくめい

名

であったとしても、個
こ じ ん

人は特
とくてい

定されてしまいます。現
げんじつ

実社
しゃかい

会と同
おな

じく、悪
わるくち

口や常
じょうしき

識を逸
いっ

した発
はつげん

言

は絶
ぜったい

対にしないでください。

インターネットの被
ひ が い

害
インターネットに掲

けいさい

載された「消
しょうひしゃ

費者金
きんゆう

融で金
かね

を借
か

りてくれれば謝
しゃれい

礼を出
だ

す。返
へんさい

済はこちらがするか

ら大
だいじょうぶ

丈夫。」などの誘
さそ

いに乗
の

り多
た が く

額の借
しゃっきん

金を抱
かか

えさせられる事
じ け ん

件が発
はっせい

生し、多
お お 　

くの若
わかもの

者が被
ひ が い

害にあいま

した。他
ほか

の悪
あくしつ

質商
しょうほう

法とは違
ちが

い直
ちょくせつ

接勧
かんゆうしゃ

誘者の顔
かお

が見
み

えないことから警
けいかい

戒心
しん

が薄
う す 　

れ、軽
か る 　

い気
き も 　

持ちで契
けいやく

約し

てしまうことが特
とくちょうてき

徴的です。また勧
かんゆう

誘した場
ば あ い

合の紹
しょうかいりょう

介料を目
め あ 　

当てにインターネットを利
り よ う

用したり、

直
ちょくせつ

接家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人を勧
かんゆう

誘するケースも多
お お 　

く発
はっせい

生しています。借
しゃっきん

金が増
ふ 　 　

えるばかりか、家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人からの

信
しんらい

頼も失
うしな　

うことになります。

これは消
しょうひしゃ

費者金
きんゆう

融に限
か ぎ 　 　

らず化
けしょうひん

粧品や高
こうがく

額な貴
ききんぞくるい

金属類でも同
どうよう

様の被
ひ が い

害が発
はっせい

生しています。今
いま

までは

被
ひがいしゃ

害者であった者
もの

が他
ほか

の者
もの

を勧
かんゆう

誘することによりその時
じ て ん

点で加
かがいしゃ

害者となりうる大
たいへん

変危
き け ん

険なことです。
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ワンクリック詐
さ ぎ

欺
申
もう

し込
こ

み画
が め ん

面も申
もう

し込
こ

み行
こ う い

為も無
な 　

いまま「登
とうろく

録完
かんりょう

了」と表
ひょうじ

示し、料
りょうきん

金と称
しょう　　

して金
きんせん

銭の要
ようきゅう

求画
が め ん

面を表
ひょうじ

示

する「ワンクリック詐
さ ぎ

欺」の被
ひ が い

害にあうケースが増
ふ

えています。しかし、あなたのIPアドレスや契
けいやく

約

しているプロバイダが表
ひょうじ

示されても、個
こ じ ん

人情
じょうほう

報（あなたの氏
し め い

名・電
でんわばんごう

話番号・住
じゅうしょ

所など）が特
とくてい

定される

ことはありません。対
たいしょほう

処法としては、相
あ い て

手の電
でんわばんごう

話番号やメールアドレスなどの連
れんらくさき

絡先を着
ちゃくしん

信拒
き ょ ひ

否にす

るなどして、積
せっきょくてき

極的な無
む し

視・放
ほ う ち

置が適
てきせつ

切です。それでも不
ふ あ ん

安な場
ば あ い

合や、相
あ い て

手から何
な ん 　

らかの電
でんしてき

子的でな

い方
ほうほう

法で連
れんらく

絡などがあった場
ば あ い

合は消
しょうひ

費生
せいかつ

活センターに相
そうだん

談してください。



66

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

学
がくせい

生生
せいかつ

活を送
おく

る中
なか

で、誰
だれ

もがトラブルに巻
ま

き込
こ

まれる可
かのうせい

能性があります。また、あなた自
じ し ん

身が加
かがいしゃ

害者に

なる可
かのうせい

能性もあります。

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれてしまった場
ば あ い

合
トラブルに巻

ま 　 こ 　 　 　

き込まれてしまい自
じ ぶ ん

分で解
かいけつ

決できないと感
か ん 　 　

じた場
ば あ い

合は、速
す み 　 　

やかに以
い か

下の窓
まどぐち

口に相
そうだん

談してく

ださい。最
さいしょ

初の対
たいおう

応を間
ま ち が

違ってしまった場
ば あ い

合、被
ひ が い

害を大
お お 　 　

きくしてしまうこともあります。

やみくもに対
たいおう

応してしまう前
まえ

に、ぜひ相
そうだん

談窓
まどぐち

口を利
り よ う

用してください。

本
ほんがく

学の相
そうだん

談窓
まどぐち

口

スチューデント・オフィス（Ｂ棟
とう

１階
かい

）　TEL　0977－78－1104

各
かくきかん

機関の相
そうだん

談窓
まどぐち

口（基
きほんてき

本的にすべて日
に ほ ん ご

本語のみ対
たいおう

応）

消
しょうひこうどう

費行動（ネットショッピングなど）に関
かか

わるトラブル

国
こくみんせいかつ

民生活センター
もしくは、最

も よ り

寄の自
じちたいしょうひせいかつ

治体消費生活センター
消
しょうひしゃ

費者ホットライン（188）
※最

も よ り

寄の相
そうだんまどぐち

談窓口の紹
しょうかい

介

犯
はんざい

罪などに関
かか

わるトラブル

最
も よ り

寄の警
けいさつしょ

察署
大
おおいたんけいさつほんぶ

分県警察本部サイバー犯
はんざいたいさくか

罪対策課
TEL　097-536-2131

悪
あくとく

徳商
しょうほう

法
学
がくせい

生を狙
ねら

った悪
あくしつ

質商
しょうほう

法や訪
ほうもん

問販
はんばい

売。甘
あ ま 　

い言
こ と ば

葉や、楽
らく

して儲
も う 　 　

かる話
はなし

には裏
うら

があります。うっかり話
はなし

に乗
の 　 　

って

しまうと、あとで法
ほうがい

外なお金
かね

を請
せいきゅう

求されてしまうことも多
おお

いのです。学
がくせい

生の本
ほんぶん

分は勉
べんきょう

強です。はっきり

と「いりません」と断
ことわ

りましょう。

例
れい

としては、以
い か

下のようなものがあります。

（1）高
こうがく

額セミナー：「あなたの隠
か く 　 　

れた能
のうりょく

力を引
ひ

き出
だ

してみませんか。」

（2）訪
ほうもん

問販
はんばい

売：「消
しょうぼう

防署
しょ

から来
き

ました。下
げしゅく

宿には消
しょうかき

火器の設
せ っ ち

置が義
ぎ む

務づけられています。」

（3）キャッチセールス：街
がいとう

頭で「すみません。キャンペーンのアンケートに答
こた

えてください。」

（4） アポイント・セールス：「あなたは海
かいがい

外旅
りょこう

行のプレゼントに当
とうせん

選しました。すぐに○○まで来
き

てください。」

（5）ネガティブ・オプション：頼
た の 　

みもしない百
ひゃっか

科事
じ て ん

典が送
おく

られてきた。

（6）資
し か く

格取
しゅとく

得商
しょうほう

法：「今
いま

なら○○は国
こ っ か

家試
し け ん

験なしで資
し か く

格がとれます。就
しゅうしょく

職にも有
ゆ う り

利ですよ。」

注
ちゅうい

意すべき学
がくせいせいかつ

生生活上
じょう

のトラブル
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（7）マルチ商
しょうほう

法：「すごく儲
もう

かる商
しょうばい

売の話
はなし

があるから、一
いっしょ

緒に説
せつめいかい

明会に行
い

かないか。」

（8）無
む げ ん

限連
れんさこう

鎖講（ネズミ講
こう

）：電
で ん し

子メールで「らくらく金
かねもう

儲け」「お金
かね

が儲
もう

かるのはこれしかない」といっ

たメールが届
とど

く。

【悪
あくとく

徳商
しょうほう

法にだまされないために以
い か

下の点
てん

に注
ちゅうい

意してください】

●知
し

らない人
ひと

が親
した

しげに声
こえ

をかけてきた時
とき

は要
ようちゅうい

注意。

●「話
はなし

だけでも聞
き

いてみよう」などと曖
あいまい

昧な態
た い ど

度をとらずきっぱりと断
ことわ

る。

●商
しょうひん

品勧
かんゆう

誘に限
かぎ

らず相
あ い て

手が不
ふ め い

明な電
で ん わ

話については十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意し、話
はなし

の内
ないよう

容が怪
あや

しい場
ば あ い

合は取
と

り合
あ

わない。

●相
あ い て

手を玄
げんかん

関の中
なか

に入
い

れない。

●電
でんわばんごう

話番号・住
じゅうしょ

所や預
よちょきん

貯金などプライバシーを明
あ

かさない。

●事
じ む し ょ

務所や会
かいじょう

場に誘
さそ

われても誘
さそ

いに乗
の

らず断
ことわ

る場
ば あ い

合はその場
ば

ではっきりと断
ことわ

る。

もし、既
すで

に契
けいやく

約してしまった場
ば あ い

合でも「クーリングオフ」という制
せ い ど

度があります。契
けいやく

約してしまった

からといってあきらめずに速
すみ

やかに手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

クーリングオフ制
せ い ど

度とは

訪
ほうもんはんばい

問販売の場
ば あ い

合（電
でんわかんゆうはんばい

話勧誘販売を含
ふく

む）、業
ぎょうしゃ

者から適
てきせい

正な契
けいやくしょめん

約書面を渡
わた

された日
ひ

から８日
にちいない

以内であれば、

販
はんばいぎょうしゃ

売業者に書
しょめん

面での通
つ う ち

知をすることによって、契
けいやく

約の解
かいじょ

除を行
おこな

うことができる制
せ い ど

度です。解
かいやく

約のための

書
しょめん

面は、できるだけ内
ないようしょうめいゆうびん

容証明郵便を利
り よ う

用し、それができない場
ば あ い

合は書
しょめん

面のコピーをとっておきましょう。

なお、以
い か

下の場
ば あ い

合はクーリングオフの制
せ い ど

度は適
てきよう

用されません。

　（1）消
しょうもうひん

耗品などで全
ぜ ん ぶ

部または一
い ち ぶ

部を消
しょうひ

費してしまった場
ば あ い

合

　（2）現
げんきんとりひき

金取引でその総
そうがく

額が3,000円
えんみまん

未満の場
ば あ い

合

　（3）通
つうしんはんばい

信販売で購
こうにゅう

入した商
しょうひん

品

公
こうきょう

共の相
そうだんまどぐち

談窓口（基
きほんてき

本的にすべて日
に ほ ん ご

本語のみ対
たいおう

応）

大
おおいたけんしょうひせいかつ

分県消費生活・男
だんじょきょうどうさんかく

女共同参画プラザ

　「アイネス」　TEL　097-534-0999

クレジット・消
しょうひしゃ

費者金
きんゆう

融
クレジットカードは、支

し は ら 　

払いのことを考
かんが　　

えて計
けいかくてき

画的に使
つか

いましょう。また、消
しょうひしゃ

費者金
きんゆう

融・学
がくせい

生ローン

では絶
ぜったい

対にお
　 か ね

金を借
か

りないようにしてください。
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エセ（似
え せ

非）宗
しゅうきょう

教
若
わかもの

者を洗
せんのう

脳して献
けんきん

金・募
ぼ き ん

金活
かつどう

動をさせたり、反
はんしゃかいてき

社会的な活
かつどう

動を行
おこな

っている、宗
しゅうきょう

教団
だんたい

体とはいえない

団
だんたい

体があります。

学
がくない

内・学
がくがい

外を問
と

わず、おかしな勧
かんゆう

誘やアンケートを受
う

けたときはスチューデント・オフィスに連
れんらく

絡して

ください。

「摂
せつり

理」の勧
かんゆう

誘について
「摂

せ つ り

理」については、マスコミでも大
おお

きく取
と

り上
あ

げられ社
しゃかい

会問
もんだい

題となりました。同
どうしゅうだん

集団は、関
かんとう

東、関
かんさい

西

を中
ちゅうしん

心に国
こく

・公
こう

・私
し り つ

立大
だい

で大
だいがくせい

学生への勧
かんゆう

誘活
かつどう

動を活
かっぱつ

発に行
おこな

っています。

APUにも、キャンパス内
ない

での同
どうしゅうだん

集団による勧
かんゆう

誘活
かつどう

動の情
じょうほう

報が何
な ん ど

度も報
ほうこく

告されています。この集
しゅうだん

団の

手
て ぐ ち

口として、初
は じ 　

めは、英
え い ご

語学
がくしゅう

習、バレーやバスケット、ゴスペルやコーラス、演
えんげき

劇などのサークルやイ

ベント、パーティーなどに勧
かんゆう

誘し、その人
ひと

の趣
し ゅ み

味や興
きょうみ

味、関
かんしん

心に合
あ

った活
かつどう

動を共
とも

にし、仲
な か よ

良くなり

友
ゆうじんかんけい

人関係が進
すす

むに連
つ

れ、聖
せいしょ

書や神
かみ

の話
はなし

に進
すす

んでいきます。その時
じ て ん

点まで宗
しゅうきょう

教団
だんたい

体であるということは

隠
か く 　 　

しています。亀
かめがわ

川地
ち く

区では共
きょうどう

同生
せいかつ

活も行
おこな

われています。APUでは上
じょうき

記の通
とお

り、学
がくない

内における布
ふきょう

教や

勧
かんゆう

誘活
かつどう

動を固
か た 　

く禁
き ん 　 　

じています。同
どうしゅうだん

集団の勧
かんゆう

誘活
かつどう

動は、本
ほんがく

学学
がくせい

生の学
がくせい

生生
せいかつ

活の自
じ ゆ う

由や学
がくしゅうけん

習権を侵
しんがい

害する恐
おそ

れがある重
じゅうだい

大な問
もんだい

題です。みなさん、同
どうしゅうだん

集団の勧
かんゆう

誘活
かつどう

動に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意を払
は ら 　

い、誘
さそ

いに乗
の

らないようにして

ください。

※「摂
せ つ り

理」の勧
かんゆう

誘活
かつどう

動の特
とくちょう

徴は、

　（1）キャンパス内
ない

のライブラリー、噴
ふんすいまえ

水前、カフェなどで勧
かんゆういん

誘員２,３名
めい

が大
だいがく

学OB・OGや在
ざいがくせい

学生

と名
な

乗
の

り話
はな

しかけてきて携
けいたい

帯番
ばんごう

号、メールアドレスを聞
き 　

く。

　（2）初
はじ

めは食
しょくじ

事や遊
あそ

び、英
え い ご

語学
がくしゅう

習、パーティー、スポーツなどに誘
さそ

い、学
がくせい

生のサークルやまじめな

社
しゃかいじん

会人を含
ふく

めた楽
たの

しい会
かい

という装
よそお

いを取
と

っている。

既
すで

に、こうした勧
かんゆう

誘活
かつどう

動を受
う 　 　

けて、被
ひ が い

害を受
う 　 　

けている、あるいは、脱
だっかい

会しようとして拒
こば

まれたり、脅
おど

さ

れたり、トラブルに巻
ま 　 こ 　 　 　

き込まれている、といった学
がくせい

生のみなさんは、スチューデント・オフィスに相
そうだん

談

してください。また、キャンパスでのこうした勧
かんゆう

誘活
かつどう

動を見
み 　 　 　

かけた、誘
さそ

われたという場
ば あ い

合も、情
じょうほう

報を速
すみ

やかにスチューデント・オフィスにお知
し

らせください。



69

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

痴
ちかん

漢・いたずら電
でんわ

話等
など

のいやがらせ
下
げしゅくさき

宿先へのいたずら電
で ん わ

話、痴
ち か ん

漢行
こ う い

為や郵
ゆうびんぶつ

便物の抜
ぬ

き取
と

りなど、いやがらせ行
こ う い

為が起
お

こることがあります。

「自
じ ぶ ん

分は大
だいじょうぶ

丈夫」と過
か し ん

信せず、防
ぼうはん

犯に努
つと

めてください。

また、いやがらせ行
こ う い

為があれば毅
き ぜ ん

然と対
たいおう

応し、迷
まよ

わずにスチューデント・オフィスへ相
そうだん

談してください。

場
ば あ い

合によっては警
けいさつ

察へ届
とど

け出
で

ることも必
ひつよう

要です。

※上
じょうき

記のようなこと以
い が い

外でも、トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた場
ば あ い

合や心
しんぱい

配な点
てん

があれば相
そうだん

談してください。
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交
こうつう

通ルールは日
に ほ ん

本の法
ほうれい

令により定
さだ

められています。運
うんてんめんきょ

転免許を取
しゅとく

得したばかりの国
こくないがくせい

内学生や国
こくさいがくせい

際学生に

とっては、初
はじ

めて知
し

るルールもあるかもしれません。しかし、法
ほうれい

令に違
い は ん

反したときは、様
さまざま

々な罰
ばっそく

則や

処
しょぶん

分があります。また、学
がくない

内にも通
つうがく

学ルールがあり、違
い は ん

反したときは、賞
しょうばつきてい

罰規程に基
もと

づき処
しょぶん

分されます。

交
こうつう

通ルールを違
い は ん

反した場
ば あ い

合は、処
しょばつ

罰されるだけではなく、人
じんしん

身に危
き が い

害を与
あた

えたり、自
みずか

らも事
じ こ

故の後
こういしょう

遺症

が残
のこ

るなど、あなたの人
じんせい

生を大
おお

きく狂
くる

わせる恐
おそ

れもあります。正
ただ

しい交
こうつう

通ルールを理
り か い

解し、快
かいてき

適な

学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

るようにしてください。

自
じてんしゃ

転車の利
りよう

用
自
じてんしゃ

転車を買
か

ったら防
ぼうはん

犯登
とうろく

録、もらったら登
とうろく

録変
へんこう

更しましょう

自
じてんしゃ

転車を買
か

った時
とき

は、その自
じてんしゃてん

転車店で防
ぼうはん

犯登
とうろく

録をしてください。友
ゆうじん

人などから中
ちゅうこ

古の自
じてんしゃ

転車を譲
ゆず

り受
う

け

る時
とき

には、防
ぼうはん

犯登
とうろく

録がしてあるかどうかを確
かくにん

認する必
ひつよう

要があります。登
とうろくず

録済みなら、登
とうろく

録した人
ひと

の

住
じゅうしょ

所・氏
し め い

名・生
せいねん

年月
が っ ぴ

日・登
とうろく

録番
ばんごう

号を確
かくにん

認し、警
けいさつ

察署
しょ

で防
ぼうはん

犯登
とうろく

録の変
へんこう

更をしてください。

大
おお

分
いた

県
けん

自
じ

転
てん

車
しゃ

の安
あん

全
ぜん

で適
てき

正
せい

な利
り

用
よう

の促
そく

進
しん

に関
かん

する条
じょう

例
れい

2021年
ねん

6月
がつ

から大
おお

分
いた

県
けん

自
じ

転
てん

車
しゃ

の安
あん

全
ぜん

で適
てき

正
せい

な利
り

用
よう

の促
そく

進
しん

に関
かん

する条
じょう

例
れい

が制
せい

定
てい

され、自
じ

転
てん

車
しゃ

利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ

転
てん

車
しゃ

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

責
せき

任
にん

保
ほ

険
けん

等
とう

への加
か

入
にゅう

が義
ぎ

務
む

化
か

されました。近
きん

年
ねん

、APUでは自
じ

転
てん

車
しゃ

事
じ

故
こ

が増
ぞう

加
か

しています。

安
あん

全
ぜん

で適
てき

正
せい

な自
じ

転
てん

車
しゃ

の利
り

用
よう

をお願
ねが

いします。

大
おお

分
いた

県
けん

ウェブサイト　https://www.pref.oita.jp/soshiki/13000/zitensyazyourei.html

自
じてんしゃ

転車に乗
の

る時
とき

はヘルメットを着
ちゃくよう

用しましょう。

改
かいせいどうろこうつうほう

正道路交通法の施
せ こ う

行により、すべての自
じてんしゃりようしゃ

転車利用者のヘルメット着
ちゃくよう

用が努
どりょく

力義
ぎ む

務となっています。

放
ほうち

置自
じてんしゃ

転車を拾
ひろ

ってはいけません

ゴミ捨
す

て場
ば

や道
みちばた

端に、まだ十
じゅうぶん

分に使
つか

える自
じてんしゃ

転車が捨
す

てられているのを見
み

ることがあると思
おも

います。これらの

自
じてんしゃ

転車は「放
ほ う ち

置自
じてんしゃ

転車」と呼
よ 　 　

ばれ、誰
だれ

も実
じっさい

際には使
つか

っていないことがあります。しかし、それらの自
じてんしゃ

転車を

拾
ひろ

って使
つ か 　 　

ってはいけません。日
に ほ ん

本では、自
じてんしゃ

転車は盗
とうなん

難防
ぼ う し

止のために登
とうろくせい

録制になっており、そのような自
じてんしゃ

転車

も誰
だれ

かの所
しょゆうぶつ

有物です。また、その自
じてんしゃ

転車は盗
とうなん

難に合
あ 　 　

った結
け っ か

果、偶
ぐうぜん

然そこに放
ほ う ち

置されている可
かのうせい

能性があります。

もし、そのような自
じてんしゃ

転車に乗
の 　 　

っていると、あなたが「自
じてんしゃ

転車泥
どろぼう

棒」になります。

交
こうつうかんれん

通関連のマナーと通
つうがく

学ルール

https://www.pref.oita.jp/soshiki/13000/zitensyazyourei.html
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交
こうつう

通ルール
飲
いんしゅうんてん

酒運転

道
どうろこうつうほうだい

路交通法第65条
じょう

に「何
なにびと

人も、酒
し ゅ き

気を帯
お

びて車
しゃりょうなど

両等を運
うんてん

転してはならない」とあり、必
かなら

ず守
まも

らなければな

らないルールのひとつです。「車
しゃりょうなど

両等」には「自
じてんしゃ

転車」も含
ふく

まれます。従
したが

って自
じてんしゃ

転車の飲
いんしゅうんてん

酒運転も違
い ほ う こ う い

法行為

になります。そのほか、酒
し ゅ き

気を帯
お

びている人
ひと

に車
しゃりょうなど

両等を貸
か

すことや、運
うんてん

転する予
よ て い

定の人
ひと

に酒
さけ

を飲
の

ませたり、

その車
くるま

に同
どうじょう

乗することも違
い は ん

反です。飲
いんしゅうんてん

酒運転は絶
ぜったい

対にしないでください。

【罰
ばっそく

則】

● 酒
さ け よ

酔い運
うんてん

転：５年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえきまた

役又は100万
まんえん

円以
い

下
か

の罰
ばっきん

金

● 酒
し ゅ き お

気帯び運
うんてん

転：３年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえきまた

役又は50万
まんえんい

円以下
か

の罰
ばっきん

金

　※車
しゃりょう

両を提
ていきょう

供した人
ひと

も同
おな

じ処
しょばつ

罰です。

●酒
しゅるい

類の提
ていきょう

供・同
どうじょうしゃ

乗者

酒
さ け よ

酔い運
うんてん

転：３年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえきまた

役又は50万
ま ん え ん い か

円以下の罰
ばっきん

金

酒
し ゅ き お

気帯び運
うんてん

転：２年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえきまた

役又は30万
まんえんい

円以下
か

の罰
ばっきん

金

無
むめんきょうんてん

免許運転

道
どうろこうつうほうだい

路交通法第64条
じょう

により、免
めんきょ

許を持
も

っていない人
ひと

が自
じどうしゃ

動車、バイク（原
げんつき

付バイク含
ふく

む）を運
うんてん

転しては

いけません。また、国
こくさいうんてんめんきょしょう

際運転免許証の場
ば あ い

合、「原
げんそく

則として

日
にほんじょうりくご

本上陸後１年
ねん

」が最
さいだい

大の有
ゆうこうきかん

効期間です。期
き げ ん

限をしっかり確
かくにん

認

して運
うんてん

転に臨
のぞ

んでください。期
き げ ん

限が切
き

れた国
こくさいうんてんめんきょしょう

際運転免許証は

無
むめんきょ

免許と同
おな

じです。（「国
こくさいうんてんめんきょしょう

際運転免許証」については、「運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

証
しょう

について」（73～74ページ）を読
よ

んでください。）

【罰
ばっそく

則】

３年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえきまた

役又は50万
ま ん え ん い か

円以下の罰
ばっきん

金

なお、無
むめんきょ

免許運
うんてん

転をするおそれがある者
もの

に対
たい

して自
じどうしゃ

動車等
など

を提
ていきょう

供し、提
ていきょう

供を受
う

けた者
もの

が無
むめんきょ

免許運
うんてん

転を

した場
ば あ い

合や無
むめんきょ

免許運
うんてん

転であることを知
し

りながら、自
じどうしゃ

動車等
など

を運
うんてん

転して自
じ こ

己を運
うんそう

送するよう要
ようきゅう

求・依
い ら い

頼し、

無
む

免
めん

許
きょ

運
うんてん

転をする自
じどうしゃ

動車等
など

に同
どうじょう

乗した場
ば あ い

合でも無
むめんきょ

免許運
うんてん

転幇
ほうじょ

助として罰
ばっ

せられます。

【罰
ばっそく

則】

●自
じどうしゃ

動車等
など

の提
ていきょう

供：3年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役又
また

は50万
まん

円
え ん い か

以下の罰
ばっきん

金

●自
じどうしゃ

動車等
など

への同
どうじょう

乗：２年
ね ん い か

以下の懲
ちょうえき

役又
また

は30万
まん

円
え ん い か

以下の罰
ばっきん

金
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スピード違
いはん

反

道
どうろこうつうほうだい

路交通法第22条
じょう

により、最
さいこうそくど

高速度が指
し て い

定されている道
ど う ろ

路においては最
さいこうそくど

高速度を、その他
た

の道
ど う ろ

路にお

いては政
せいれい

令で定
さだ

める最
さいこうそくど

高速度を超
こ

える速
そ く ど

度（以
い か

下の参
さんこう

考をご覧
らん

ください。）で走
そうこう

行してはいけません。

参
さんこう

考：法
ほうていさいこうそくど

定最高速度（抜
ばっすい

粋）

一
いっぱんどう

般道 高
こうそくどうろ

速道路
原
げんつき

付バイク 30km/h  －
自
じ ど う に り ん

動二輪 60km/h 100km/h
軽
けいじどうしゃ

自動車 60km/h 100km/h
普
ふつうじどうしゃ

通自動車 60km/h 100km/h

なお、日
に ほ ん

本の場
ば あ い

合、「原
げんつき

付バイク」（原
げんどうきつきじ

動機付自転
てんしゃ

車）は、運
うんてん

転免
めんきょ

許が必
ひつよう

要です。（一
い ち ぶ

部の国
くに

では、「原
げんつき

付

バイク」に運
うんてんめんきょ

転免許が不
ふ よ う

要ですが、日
に ほ ん

本では運
うんてんめんきょ

転免許が必
ひつよう

要なので誤
ご か い

解のないようにしてください。）

また、法
ほうていさいこうそくど

定最高速度は原
げんつき

付バイクの場
ば あ い

合、30㎞/hです。

ノーヘル・原
げんつき

付バイクの二
ふ た り の

人乗り

道
どうろこうつうほうだい

路交通法第71条
じょう

の４により、バイクに乗
の

る方
かた

は乗
じょうしゃよう

車用ヘルメットを被
かぶ

らなければなりません。同
どうじょうしゃ

乗者も同
どうよう

様です。また、道
どうろこうつうほうだい

路交通法第55条
じょう

に

より、原
げんつき

付バイク二
ふ た り の

人乗りは禁
き ん し

止されています。

これらのほかにも、「信
し ん ご う む し

号無視」「右
みぎがわつうこう

側通行」などが、しばしば見
み う

受けら

れる交
こうつういはん

通違反です。

交
こうつ う じ こ

通事故に遭
あ

わないために
通
つうがく

学に限
かぎ

らず、生
せいかつ

活のあらゆる場
ばめん

面において、交
こうつうじこ

通事故に遭
あ

わないためには細
さいしん

心の注
ちゅうい

意を払
はら

うことが必
ひつよう

要です。

加
かがいしゃ

害者になり、学
がくぎょう

業が続
つづ

けられなくなることもあり得
え

ますので、保
ほけん

険に加
かにゅう

入するなど十
じゅうぶん

分な備
そな

えも必
ひつよう

要です。

万
まんいち

一、交
こう つ う じ こ

通事故に遭
あ

ったら

① 加
か が い

害・被
ひ が い

害にかかわらず、示
じ だ ん

談の話
はなし

をする前
まえ

に、

その場
ば

から直
ただ

ちに警
けいさつ

察に電
で ん わ

話するなどして届
とど

けて

ください。警
けいさつかん

察官に事
じこじょうきょう

故状況を報
ほうこく

告する義
ぎ む

務が

あります。警
けいさつ

察への届
とど

けがないと、損
そんがいほけん

害保険など

が受
う

けられなかったり、相
あ い て

手から法
ほうがい

外な治
ちりょうひ

療費や

修
しゅうりだい

理代などを請
せいきゅう

求されることがあります。

② 交
こ う つ う じ こ

通事故の相
そうだん

談は、まず、自
じ ぶ ん

分が加
かにゅう

入している

保
ほけんがいしゃ

険会社か、公
こうてき

的な相
そうだんまどぐち

談窓口に相
そうだん

談することを

おすすめします。

大
おおいたけんこうつうじこそうだんじょ

分県交通事故相談所 097-506-2166

大
おおいたけんこうつうあんぜんきょうかい

分県交通安全協会 097-532-0815

自
じどうしゃあんぜんうんてん

動車安全運転センター 097-524-6420
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バイクの運
うんてん

転について
日
に ほ ん

本でバイク（原
げんつき

付バイク含
ふく

む）を運
うんてん

転する際
さい

には、①「運
うんてんめんきょしょう

転免許証」と②「自
じ ば い せ き ほ け ん

賠責保険」加
かにゅう

入が

必
ひつよう

要です。特
とく

に国
こくさいめんきょしょう

際免許証でのバイクの運
うんてん

転について、日
に ほ ん

本では無
む こ う

効である国
こくさいめんきょしょう

際免許証で運
うんてん

転していて、

無
むめんきょうんてん

免許運転として警
けいさつ

察に検
けんきょ

挙されるケースが多
た は つ

発しています。以
い か

下の説
せつめい

明をよく読
よ

み、無
むめんきょうんてん

免許運転は、

絶
ぜったい

対に行
おこな

わないように注
ちゅうい

意してください。学
がくせい

生処
しょぶん

分の対
たいしょう

象となります。

原
げんつき

付バイクも免
めんきょ

許が必
ひつよう

要
友
ゆうじん

人・知
ちじ ん

人からバイクを譲
ゆず

りうけるときの注
ちゅうい

意

そのバイクがすでに「廃
はいしゃ

車」または「名
めいぎへん

義変更
こう

」手
て つ づ

続きが完
かんりょうず

了済みかどうかを確
かくにん

認しましょう。手
て つ づ

続

きが未
みかんりょう

完了のバイクは譲
ゆず

り受
う

けないようにしましょう。また、同
ど う じ

時に保
ほ け ん

険の状
じょうたい

態についても確
かくにん

認しましょ

う。「安
やす

いから」とか「タダだから」と単
たんじゅん

純に飛
と

びつくのは止
や

めましょう。自
じ ぶ ん

分のバイクを他
た に ん

人に譲
じょうと

渡

などする場
ば あ い

合も同
どうよう

様で、上
じょうき

記の手
て つ づ

続きを完
かんりょう

了してからにしましょう。

運
うんてんめんきょしょう

転免許証について
運
うんてん

転するときには日
に ほ ん

本で有
ゆうこう

効な免
めんきょしょう

許証を携
けいたい

帯しましょう。有
ゆうこう

効な免
めんきょ

許を持
も

たずに運
うんてん

転した場
ば あ い

合は、

懲
ちょうえき

役３年
ね ん い か

以下または最
さいだい

大50万
まんえん

円の罰
ばっきん

金を支
し は ら

払わなければなりません。国
こくさいがくせい

際学生が日
に ほ ん

本でバイクを運
うんてん

転

するには、以
い か

下のいずれかの方
ほうほう

法で免
めんきょしょう

許証を取
しゅとく

得していることが必
ひつよう

要です。

【方
ほうほう

法その１】

日
に ほ ん

本の運
うんてんめんきょしょう

転免許証を取
しゅとく

得する。

【方
ほうほう

法その２】

自
じこく

国の運
うんてんめんきょしょう

転免許証を日
に ほ ん

本で運
うんてん

転できるように切
き

り替
か

える。

【方
ほうほう

法その３】

国
こくさいめんきょしょう

際免許証（ジュネーブ条
じょうやく

約によるもの）を取
しゅとく

得する。

【方
ほうほう

法その４】

下
か き

記の特
とくてい

定（国
くに

・地
ち い き

域）の運
うんてんめんきょしょう

転免許証を持
も

っている場
ば あ い

合は、運
うんてんめんきょしょう

転免許証と公
こうてききかん

的機関による翻
ほんやくぶん

訳文を常
つね

に携
けいたい

帯していれば日
に ほ ん

本でも運
うんてん

転することができます。ただし、有
ゆうこうきかん

効期間や条
じょうけん

件は国
こくさいめんきょ

際免許と同
どうよう

様です。

（スイス、ドイツ、フランス、ベルギー、モナコ、台
たいわん

湾）
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日
に ほ ん

本の運
うんてんめんきょしょう

転免許証の取
しゅとく

得については、下
か き

記の場
ば し ょ

所にお問
と

い合
あ

わせください。

大
おおいたけんうんてんめんきょ

分県運転免許センター　TEL：097-528-3000
https://www.pref.oita.jp/site/keisatu/menkyo-index.html

APUの通
つうがく

学ルールとマナーについて
通
つうがく

学は公
こうきょう

共の交
こうつうきかん

通機関を利
り よ う

用しましょう。本
ほんがく

学では自
じどうしゃつうがく

動車通学を禁
き ん し

止しています。キャンパス内
ない

への

無
む き ょ か

許可でのバイク・自
じてんしゃ

転車の乗
の

り入
い

れも認
みと

めていません。

迷
めい

惑
わく

駐
ちゅうしゃ

車（大
だい

学
がく

近
きん

隣
りん

の路
ろじょうちゅうしゃ

上駐車、別
べつ

府
ぷ

湾
わん

SA、高
こう

速
そく

バス利
り

用
よう

者
しゃ

用
よう

駐
ちゅうしゃじょう

車場、APハウス他
ほか

）はやめましょう。

迷
めいわくちゅうしゃ

惑駐車を行
おこな

う学
がくせい

生にたいしては、大
だいがく

学は「警
けいこく

告」を与
あた

えた上
うえ

で、学
がくせいしょうばつきてい

生賞罰規程による「停
ていがくしょぶん

学処分」「奨
しょう

学
がく

金
きん

停
てい

止
し

」という厳
きび

しい処
しょぶん

分を行
おこな

う場
ば あ い

合があります。

高
こうそく

速バス利
り

用
よう

者
しゃ

駐
ちゅうしゃじょう

車場を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、事
じ

前
ぜん

・事
じ

後
ご

にスチューデント・オフィスに届
とどけで

出が必
ひつよう

要です（SA

と情
じょうほうきょうゆう

報共有のため）。

迷
めいわくちゅうりん

惑駐輪やバイク・自
じてんしゃ

転車の放
ほ う ち

置、バス停
ていしゅうへん

周辺への自
じてんしゃ

転車の駐
ちゅうりん

輪による他
ほか

の車
しゃりょう

両への通
つうこうぼうがい

行妨害や店
て ん ぽ

舗で

の利
りようがいちゅうしゃ

用外駐車など、最
さいきん

近、市
し み ん

民からの苦
くじょう

情が多
おお

くなっています。

こんな場
ばあい

合は

● （身
しんたい

体に障
しょうがい

害を持
も

つなどの理
り ゆ う

由で）公
こうきょうこうつうき

共交通機関
かん

での通
つうがく

学は無
む り

理なので、車
くるまつうがく

通学を許
き ょ か

可してほしい。

⇒ 車
くるまつうがく

通学の申
しんせいりゆうぶんしょ

請理由文書、公
こうきょうこうつう

共交通の利
りよう

用が困
こんなん

難と判
はんだん

断した医
い し

師の診
しんだんしょ

断書や、その他
た

の客
きゃくかんてき

観的に証
しょうめい

明する

書
しょるい

類、任
にんいほけんしょうしょ

意保険証書などを提
ていしゅつ

出の上
うえ

、審
し ん さ

査が行
おこな

われます。スチューデント・オフィスで相
そうだん

談してください。

● バイクで通
つうがく

学をしたい。

⇒ バイク登
とうろく

録を行
おこな

い、所
しょてい

定のシールをバイクに貼
は

ることが必
ひつよう

要です。入
にゅうがくじ

学時に配
は い ふ

布した資
しりょう

料で、申
しんせい

請に

必
ひつよう

要なことを確
かくにん

認してください。クレオテック（A棟
とう

２階
かい

）で手
て つ づ

続きを行
おこな

っています。

● サークル活
かつどう

動で荷
にもつはんにゅう

物搬入の車
くるま

を入
にゅうこう

構させたい。

⇒ スチューデント・オフィスで臨
りんじにゅうこう

時入構の申
しんせい

請を受
う け つ

付けています。許
き ょ か

可なく入
にゅうこう

構した場
ば あ い

合は、上
じょうき

記の

処
しょぶん

分の対
たいしょう

象になることがあります。

● バスの定
て い き

期を購
こうにゅう

入したい。

⇒ 入
にゅうがくちょくご

学直後にスチューデントユニオンで販
はんばい

売を行
おこな

っています。日
にってい

程にご注
ちゅうい

意ください。

https://www.pref.oita.jp/site/keisatu/menkyo-index.html
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保
ほけん

険の加
かにゅう

入について
自
じばいせきほけん

賠責保険は、バイクによる交
こ う つ う じ こ

通事故を起
お

こした際
さい

に、被
ひがいしゃ

害者の人
じ ん し ん じ こ

身事故を最
さいていげんほしょう

低限保障するための保
ほ け ん

険

です。これに加
かにゅう

入していないバイクの運
うんてん

転は違
い ほ う

法です。新
し ん き

規バイク購
こうにゅうじ

入時は販
はんばいてん

売店で加
かにゅうてつづ

入手続きをして

ください。通
つうじょう

常は販
はんばいてん

売店が代
だ い り

理で手
て つ づ

続きをします。知
ち じ ん

人・友
ゆうじん

人から譲
ゆず

り受
う

ける場
ば あ い

合は、そのバイクがす

でに「廃
はいしゃ

車」手
て つ づ

続き済
ず

みか「名
めいぎへんこう

義変更」済
ず

みであることを確
かくにん

認しましょう。「自
じばいせきほけんしょうしょ

賠責保険証書」は、

運
うんてんちゅう

転中には常
つね

に携
けいたい

帯していることが必
ひつよう

要です。不
ふけいたい

携帯の場
ば あ い

合は30万
ま ん え ん い か

円以下の罰
ばっきん

金、未
みかにゅう

加入の場
ば あ い

合は50

万
ま ん え ん い か

円以下の罰
ばっきん

金になります。APUへバイク通
つうがく

学をするためには、任
に ん い ほ け ん

意保険への加
かにゅう

入（対
たいじん

人：無
むせいげん

制限、

対
たいぶつ

物：200万
まんえんいじょう

円以上、搭
とうじょうしゃ

乗者：200万
まんえんいじょう

円以上）が義
ぎ む

務づけられています。自
じ ば い せ き ほ け ん

賠責保険は、被
ひがいしゃ

害者の

人
じんしんぶぶん

身部分の損
そんがい

害（怪
け が な ど

我等）を保
ほしょう

障するためのものであり、被
ひがいしゃ

害者の物
ぶっそん

損（自
じどうしゃ

動車やバイク等
など

の損
そんがい

害）や

運
うんてんしゃがわ

転者側の損
そんがい

害は保
ほけんたいしょう

険対象となっていません。また、交
こ う つ う じ こ

通事故での治
ちりょうひ

療費は健
けんこうほけん

康保険の対
たいしょう

象にならない

場
ば あ い

合があります。そのため、物
ぶ っ そ ん じ こ

損事故や自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の治
ちりょうひ

療費までも補
ほしょう

償する任
に ん い ほ け ん

意保険にも加
かにゅうてつづ

入手続きをし

てください。

クレオテック（本
ほんぶとう

部棟２階
かい

）で、自
じばいせきほけん

賠責保険・任
に ん い ほ け ん

意保険の加
かにゅうてつづ

入手続きができます。

自
じばいせきほけん

賠責保険の支
し は ら

払い限
げんどがく

度額

死
し ぼ う

亡の場
ば あ い

合 3,000万
まんえん

円/人
ひと

後
こういしょうがい

遺障害の場
ば あ い

合 75万
まんえん

円/人
ひと

～4,000万
まんえん

円/人
ひと

（程
て い ど

度により異
こと

なります）

ケガの場
ば あ い

合 120万
まんえん

円/人
ひと

（事
じこうれい

項例）

事
じ

故
こ

状
じょうきょう

況：

Aさんがバイク運
うんてんちゅう

転中に、交
こうさてん

差点で停
て い し

止していたBさんのバイクに、後
うし

ろ方
ほうこう

向から衝
しょうとつ

突する。Aさん

側
がわ

の過
かしつわりあい

失割合が100％と判
はんだん

断される。

損
そんがいがくふたん

害額負担：

Aさんが、下
かきそんがいがく

記損害額を全
すべ

て弁
べんさい

済する必
ひつよう

要がある。

　Bさん（被
ひがいしゃ

害者）損
そんがい

害 人
じんしん

身

運
うんてんしゃ

転者左
ひだりうでこっせつ

腕骨折 治
ちりょうひ

療費　100万
まんえん

円…⒜

物
ぶっそん

損バイク修
しゅうりひ

理費　　 　100万
まんえん

円…⒝

　Aさん（加
かがいしゃ

害者）損
そんがい

害 人
じんしん

身

運
うんてんしゃ

転者右
みぎうでこっせつ

腕骨折 治
ちりょうひ

療費　100万
まんえん

円…⒞

保
ほけんてきよう

険適用：

　⑴ 自
じばいせきほけん

賠責保険　⒜のみ保
ほしょうたいしょう

障対象となる。

　⑵ 任
に ん い ほ け ん

意保険　　適
てきせつ

切な保
ほ け ん

険に加
かにゅう

入していれば、⒜⒝⒞全
すべ

てが保
ほしょうたいしょう

障対象となる。

。



76

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

ヘルスクリニック
みなさんが、学

がくせい

生生
せいかつ

活を有
ゆ う い ぎ

意義に過
す

ごすためには心
しんしん

身ともに健
けんこう

康であることが大
たいせつ

切です。

１．バランスのよい食
しょくじ

事（主
しゅしょく

食・主
しゅ

菜
さい

・副
ふくさい

菜）を摂
と

るよう心
こころ

がけましょう。

１日
にち

３食
しょく

、規
きそくただ

則正しく食
た

べるのが目
もくひょう

標です。サプリメントに頼
たよ

らず、普
ふ だ ん

段の食
しょくじ

事から

栄
えいよう

養を補
おぎな

いましょう。また、無
む り

理なダイエットは禁
きんもつ

物です。

２．   適
て き ど

度な運
うんどう

動は、体
たいちょう

調を整
ととの

えます。また、体
たいじゅう

重増
ぞ う か

加の場
ば あ い

合は減
げんりょう

量の効
こ う か

果もあります。

無
む り

理せず、大
だいがく

学生
せいかつ

活の中
なか

で運
うんどう

動不
ぶ そ く

足を感
かん

じない程
て い ど

度に、規
きそくただ

則正しく体
からだ

を動
うご

かし

ましょう。

３．  適
て き ど

度な休
きゅうよう

養・睡
すいみん

眠をとりましょう。できるだけ規
きそくただ

則正しく睡
すいみん

眠時
じ か ん

間を確
か く ほ

保するよう心
こころ

がけましょう。人
ひと

それぞれ違
ちが

いますが、翌
よくじつ

日に疲
つか

れが残
のこ

らないことをひとつの目
め や す

安にしてください。

「体
たいちょう

調がおかしいな」と思
おも

ったり、健
けんこうめん

康面で不
ふ あ ん

安がある時
とき

は、気
き が る

軽にヘルスクリニックまで相
そうだん

談してく

ださい。

〈ヘルスクリニック開室時間・連絡先〉

開
かいしつじかん

室時間：月
げつ

～金
きんようび

曜日　10:00～17:00　　Email：booking@apu.ac.jp

※ 閉
へいしつじかんちゅう

室時間中に気
き ぶ ん

分が悪
わる

い、ケガをしたなどの場
ば

合
あい

はスチューデント・オフィスに相
そうだん

談してください。

〈ヘルスクリニックでできること〉

①～⑥は、すべて無
むりょう

料で提
ていきょう

供します。

①学
がくない

内でのケガや急
きゅうびょう

病の場
ば あ い

合、＊応
おうきゅうしょち

急処置ができます。
＊応

おうきゅうしょち

急処置とは、

　●傷
きずぐち

口の消
しょうどく

毒やガーゼ・包
ほうたい

帯などで保
ほ ご

護する

　● 軽
け い ど

度の体
たいちょうふりょうしゃ

調不良者（かぜ･頭
ず つ う

痛･歯
は い た

痛･腹
ふくつう

痛･胃
い つ う

痛･生
せいりつうなど

理痛等）には１回
かいぶん

分の常
じょうびやく

備薬（市
しはんやく

販薬OTCに限
かぎ

る）を提
ていきょう

供する

　●安
あんせい

静が必
ひつよう

要な方
かた

にはベッドでの休
きゅうよう

養を提
ていきょう

供する ･･････ことです。

②身
しんたいそうだん

体相談を行
おこな

ったり、健
けんこうじょうたい

康状態に応
おう

じて適
てきせつ

切な病
びょういん

院や診
しんりょうじょ

療所を紹
しょうかい

介します。

③健
けんこうしんだん

康診断の案
あんない

内、健
けんこうしんだんご

康診断後の尿
にょうけんさ

検査の実
じっしおよ

施及び精
せいみつけんさ

密検査の案
あんない

内を行
おこな

っています。

④身
しんちょう

長・体
たいじゅう

重（体
たいないしぼう

内脂肪）・血
けつあつそくてい

圧測定を受
う

けることができます。

⑤禁
きんえんそうだん

煙相談を受
う

けることが出
で き

来ます（予
よやくせい

約制）。

⑥海
かいがいとこう

外渡航の予
よ て い

定のある方
かた

へ予
よぼうせっしゅ

防接種の相
そうだん

談や医
いりょうきかん

療機関の紹
しょうかい

介・予
よ や く

約を行
おこな

います。

※ ヘルスクリニックには、医
い し

師は常
じょうちゅう

駐していません。病
びょうき

気の診
しんだん

断、投
とうやく

薬、注
ちゅうしゃ

射など医
いりょうこうい

療行為はできません。

健
けんこうかんり

康管理

mailto:booking@apu.ac.jp
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〈ヘルスクリニックの利
りようほうほう

用方法〉

入
いりぐち

口にある「ヘルスクリニック受
うけつけひょう

付票」のQRコードからサーベイにアクセスし、学
がくせきばんごう

籍番号や氏
し め い

名・

利
りようもくてきなど

用目的等を入力して保
ほ け ん し

健師に声
こえ

をかけてください。

別
べっぷ

府の医
いりょうきかん

療機関
直
ちょくせつ

接、病
びょういん

院で診
しんりょう

療を受
う

ける場
ば あ い

合は、必
かなら

ず保
ほけんしょう

険証を持
も

っていってください。また、日
に ほ ん ご

本語のみの対
たいおう

応とな

る場
ば あ い

合がありますので、日
に ほ ん ご

本語での会
か い わ

話が苦
に が て

手な方
かた

は、友
ゆうじん

人や先
せんぱい

輩など通
つうやく

訳のできる方
かた

に一
いっしょ

緒に行
い

って

頂
いただ

くことを薦
すす

めます。別
べ っ ぷ し な い

府市内の病
びょういんじょうほう

院情報は、下
か き

記のウェブサイトなどから確
かくにん

認できます。

別
べ っ ぷ し い し か い

府市医師会病
びょういん

院紹
しょうかい

介（日
に ほ ん ご

本語）

http://www.beppu-med.or.jp/ippan/medicalinstitution/

おおいた医
いりょうじょうほう

療情報ほっとネット（日
にち

・英
えい

・韓
かん

・中
ちゅう

）

https://iryo-joho.pref.oita.jp/

メディカルアシスタント（国
こくさい

際学
がくせい

生のみ）
国
こくさい

際学
がくせい

生の皆
みな

さんは、日
にっぽん

本の医
いりょう

療機
き か ん

関の受
じゅしん

診や処
しょほう

方された薬
くすり

の説
せつめい

明を受
う

ける際
さい

、英
え い ご

語での通
つうやく

訳が必
ひつよう

要と

感
かん

じたことがあると思
おも

います。　

症
しょうじょう

状に応
おう

じた適
てきせつ

切な医
いりょう

療機
き か ん

関の紹
しょうかい

介や受
じゅしん

診の際
さい

に必
ひつよう

要となる医
い し

師や看
か ん ご し

護師、薬
やくざいし

剤師とのやりとりにお

いて必
ひつよう

要となる通
つうやく

訳サポートを受
う

けることができます。24時
じ か ん

間 365 日
にち

、英
え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語・日
に ほ ん ご

本語他
ほか

、

計
けい

18 言
げ ん ご

語での通
つうやく

訳サポートを受
う

けることができます。対
たいおう

応可
か の う

能な言
げ ん ご

語は、以
い か

下の表
ひょう

を参
さんしょう

照してくださ

い。APU国
こくさい

際学
がくせい

生専
せんよう

用の電
で ん わ

話番
ばんごう

号は、「03-3811-8124」となります。このサポートは、日
にっぽん

本国
こくない

内の

み利
り よ う

用可
か の う

能で皆
みな

さんに一
いっさい

切の費
ひ よ う

用はかかりません。

　＜対
たいおう

応可
か の う

能言
げ ん ご

語＞

日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語・韓
かんこくご

国語・タイ語
ご

・ベトナム語
ご

・インドネシア語
ご

・タガログ語
ご

・
ネパール語

ご

・マレー語
ご

・ミャンマー語
ご

・クメール語
ご

・ポルトガル語
ご

・スペイン語
ご

・フランス語
ご

・
ドイツ語

ご

・イタリア語
ご

・ロシア語
ご

http://www.beppu-med.or.jp/ippan/medicalinstitution/
https://iryo-joho.pref.oita.jp/
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医
いりょうほけんせいど

療保険制度
どんなに健

けんこう

康に自
じ し ん

信がある学
がくせい

生でも、ちょっとしたことがきっかけで病
びょうき

気やケガをし、医
いりょうきかん

療機関で診
しんりょう

療

を受
う

け、思
おも

いがけない高
こうがく

額の医
いりょうひ

療費を支
し は ら

払うことになる場
ば あ い

合が本
ほんがく

学の学
がくせい

生でもしばしばあります。この

ため、日
に ほ ん

本には、加
かにゅうしゃ

入者が普
ふ だ ん

段からお金
かね

を出
だ

し合
あ

って、医
いりょうひ

療費の自
じ こ ふ た ん

己負担を軽
けいげん

減し合
あ

う医
いりょうほけんせいど

療保険制度が

あります。

 健
けんこうほけんなど

康保険等の遠
えんかくちひほけんしゃしょう

隔地被保険者証（国
こくないがくせい

内学生対
たいしょう

象）

●国
こくないがくせい

内学生は、すでに扶
ふようしゃ

養者の健
けんこうほけんなど

康保険等に加
かにゅう

入している場
ば あ い

合があります。この場
ば あ い

合でも、診
しんりょうじ

療時にはコ

ピーされた保
ほけんしょう

険証は使
し よ う

用できませんので、「遠
えんかくちひほけんしゃしょう

隔地被保険者証」を発
はっこう

行してもらい携
けいたい

帯してください。

●遠
えんかくちひほけんしゃしょう

隔地被保険者証は、APUで「在
ざいがくしょうめいしょ

学証明書」を取
しゅとく

得し（40ページ参
さんしょう

照）、これを父
ふ ぼ な ど

母等へ送
そ う ふ

付し、

父
ふ ぼ な ど

母等の勤
きんむさき

務先（保
ほけんしゃしょうこうふき

険者証交付機関
かんさき

先）へ申
しんせい

請すれば交
こ う ふ

付してくれます。

●学
がくせいほんにん

生本人で、「国
こくみんけんこうほけん

民健康保険」に加
かにゅう

入する場
ば あ い

合は、住
じゅうみん

民の届
とど

けをしている市
しくちょうそん

区町村の役
やくしょ

所／役
や く ば

場で

加
かにゅうてつづ

入手続きを行
おこな

い、保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）を納
おさ

めてください。

国
こくみんけんこうほけん

民健康保険（国
こくさいがくせいたいしょう

際学生対象）

●「国
こくみんけんこうほけん

民健康保険」（略
りゃくしょう

称：国
こ く ほ

保）は、病
びょうき

気やケガをした時
とき

に、国
くに

、居
きょじゅう

住している市
しくちょうそん

区町村および個
こ じ ん

人

が医
いりょうひ

療費を分
ぶんたん

担し、経
けいざいてき

済的な心
しんぱい

配をすることなく治
ちりょう

療が受
う

けられることを目
もくてき

的とした医
いりょうほけんせいど

療保険制度の

1つです。詳
しょうさい

細は、国
こくみんけんこうほけんちゅうおうかい

民健康保険中央会のホームページ（http://www.kokuho.or.jp/）の「国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

制
せ い ど

度」という項
こうもく

目で確
かくにん

認できます。

●国
こ く ほ

保への加
か に ゅ う ぎ む

入義務

留
りゅうがく

学の在
ざいりゅうしかく

留資格を持
も

つ国
こくさいがくせい

際学生（交
こうかんりゅう

換留学
がくせいふく

生含む）は、法
ほうりつ

律により、必
かなら

ず国
こ く ほ

保に加
かにゅう

入しなければな

りません。また、勝
か っ て

手に脱
だったい

退することはできません。国
こ く ほ

保をやめるときは、日
に ほ ん

本から出
しゅっこく

国し在
ざいりゅう

留カー

ドを日
に ほ ん

本に返
かえ

すときや就
しゅうしょく

職して会
かいしゃ

社の健
けんこうほけん

康保険に加
かにゅう

入するときなどに限
かぎ

られます。

●国
こ く ほ

保への加
かにゅうてつづ

入手続きと届
とど

け出
で

国
こ く ほ

保への加
かにゅうてつづ

入手続きは、（市
し

）役
やくしょなど

所等の国
こくみん

民健
けんこうほけんたんとうか

康保険担当課で行
おこな

います。

入
にゅうがくまえ

学前に日
にほんこくがい

本国外に居
きょじゅう

住していた国
こくさいがくせい

際学生の場
ば あ い

合は、入
にゅうがくご

学後に行
おこな

われるオリエンテーションの際
さい

に

「取
しゅとくとどけ

得届」と「国
こくみんけんこうほけん

民健康保険税
ぜいしんこくしょ

申告書」を提
ていしゅつ

出してもらいます。後
ご じ つ

日、「国
こくみんけんこうほけんひ

民健康保険被保
ほけんしゃしょう

険者証」

（以
い か

下、保
ほけんしょう

険証）が発
はっこう

行されます。保
ほけんしょう

険証は毎
ま い ね ん ど こ う ふ

年度交付され、翌
よくねんど

年度からは毎
まいとし

年７月
がつちゅう

中に皆
みな

さんの

住
じゅうしょ

所に郵
ゆうそう

送されます。

また、入
にゅうがくまえ

学前に日
にほんこくない

本国内に居
きょじゅう

住していた国
こくさいがくせい

際学生の場
ば あ い

合は、新
あたら

しく居
きょじゅう

住する場
ば し ょ

所の（市
し

）役
やくしょ

所（例
れい

：

別
べ っ ぷ し や く し ょ

府市役所）で住
じゅうしょへんこう

所変更の手
て つ づ

続きを行
おこな

う時
とき

に、あわせて国
こ く ほ

保の加
かにゅうてつづ

入手続きも行
おこな

ってください。

以
いぜんきょじゅう

前居住していた場
ば し ょ

所の（市
し

）役
やくしょ

所が交
こ う ふ

付した保
ほけんしょう

険証は使
つか

えません。

http://www.kokuho.or.jp/


79

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

●保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）の支
し は ら

払いについて①

保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）は、市
しくちょうそん

区町村ごと、年
とし

ごとに異
こと

なります。保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）は、毎
まいとし

年１月
がつ

に、前
ぜんねん

年の日
に ほ ん

本で

の収
しゅうにゅう

入を申
しんこく

告し（「所
しょとくしんこく

得申告」といいます）、その申
しんこく

告に基
もと

づき、（市
し

）役
やくしょ

所が６月
がつ

に決
けってい

定します。

決
けっていご

定後、６月
がつ

から次
つぎ

の年
とし

の３月
がつ

までの10回
かい

にわけて納
の う ふ

付します。これは、国
こくさいがくせい

際学生も同
どうよう

様です。

保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）は、前
ぜんねん

年の収
しゅうにゅう

入によって異
こと

なりますが、多
おお

くの学
がくせい

生の場
ば あ い

合、収
しゅうにゅう

入が少
すく

ないので、「所
しょ

得
とく

申
しん

告
こく

」をすれば、保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）は大
おおはば

幅に減
げんがく

額されます。

APUの場
ば あ い

合、毎
まいとし

年１月
がつ

ごろに「所
しょとくしんこく

得申告」の案
あんない

内をしますので、対
たいしょうしゃ

象者は、期
きかんない

間内（約
やく

２週
しゅうかん

間）に

手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。期
き か ん

間を過
す

ぎた場
ば あ い

合、皆
みな

さん自
じ し ん

身が（市
し

）役
やくしょ

所で行
おこな

うことになります。

※ 金
きんがく

額は毎
まいとしへんこう

年変更されます。（市
し

）役
やくしょ

所からの連
れんらく

絡を必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

●保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）の支
し は ら

払いについて②

保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）は、銀
ぎんこうこうざ

行口座を開
かいせつ

設した時
とき

に、口
こうざふりかえ

座振替の依
い ら い て つ づ

頼手続きをすることにより、自
じ ど う ひ

動引き落
お

としが

できます。自
じ ど う ひ

動引き落
お

とし日
び

は、月
げつまつ

末ですので、次
じ げ つ

月に通
つうちょうきにゅう

帳記入をすることにより、保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）が振
ふりかえ

替

されたかどうか確
かくにん

認できます。通
つうちょう

帳には、「税
ぜいきん

金」「コクミンケンコウホケン」という文
も じ

字が記
き さ い

載されます。

振
ふりかえいらい

替依頼をしない場
ば あ い

合またはできなかった場
ば あ い

合は、（市
し

）役
やくしょ

所から小
しょうさっし

冊子「国
こくみんけんこうほけん

民健康保険税
ぜいのうぜいつうちしょ

納税通知書」

が届
とど

きますので、それを持
も

って（市
し

）役
やくしょ

所または金
きんゆうきかん

融機関へ行
い

き、納
の う き

期までに保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）を納
おさ

めます。

保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）を滞
たいのう

納していると、督
とくそくじょう

促状の葉
は が き

書が届
とど

きます。至
しきゅう

急、それを持
も

って（市
し

） 役
やくしょ

所または

金
きんゆうきかん

融機関へ行
い

き、保
ほけんりょう

険料（税
ぜい

）と督
とくそくりょう

促料を納
おさ

めましょう。滞
たいのう

納を続
つづ

けていると、保
ほけんしょう

険証の有
ゆうこうきかん

効期間が

短
みじか

くなったり、保
ほけんきゅうふ

険給付が差
さ

し止
と

められて治
ちりょうひ

療費を全
ぜんがくしはら

額支払うことになります。さらに、財
ざいさん

産が差
さ

し

押
お

さえられるなどの処
しょぶん

分の対
たいしょう

象となります。

次
つぎ

の場
ば あ い

合は、（市
し

）役
やくしょ

所の国
こくみん

民健
けんこうほけん

康保険担
たんとう

当課
か

へ必
かなら

ず各
か く じ

自で届
とど

け出
で

なければなりません。

•住
じゅうしょ

所変
へんこう

更（APハウスの部
へ や

屋番
ばん

号
ごう

が変
か

わった場
ば あ い

合も含
ふく

む）や氏
し め い

名変
へんこう

更をした場
ば あ い

合

　変
へんこう

更した日
ひ

から14日
にち

以
い な い

内に（市
し

）役
やくしょ

所に届
とど

け出
で

てください。

•休
きゅうがく

学・交
こうかん

換留
りゅうがく

学などで、長
ちょうきかん

期間日
に ほ ん

本から出
しゅっこく

国する場
ば あ い

合や卒
そつぎょう

業し日
に ほ ん

本を出
しゅっこく

国する場
ば あ い

合

　 出
しゅっこく

国する前
まえ

に、（市
し

）役
やくしょ

所に行
い

き、住
じゅうしょ

所変
へんこう

更の届
とどけで

出とともに、国
こ く ほ

保の「資
し か く

格喪
そうしつ

失」の手
て つ づ

続きを行
おこな

い、

保
ほ け ん

険証
しょう

を返
へんきゃく

却してください。

もし、届
とどけで

出を怠
おこた

った場
ば あ い

合、日
に ほ ん

本に戻
もど

って居
きょじゅう

住する際
さい

に新
あたら

しい保
ほ け ん

険証
しょう

の交
こ う ふ

付を受
う

けられない、出
しゅっこく

国中
ちゅう

の

保
ほ け ん

険料
りょう

を納
おさ

めなければならない場
ば あ い

合があります。

●医
いりょう

療を受
う

けるとき

病
びょうき

気やケガで医
いりょうほけん

療保険を取
と

り扱
あつか

う医
いりょうきかん

療機関に行
い

った時
とき

、国
こ く ほ

保の保
ほけんしょう

険証を提
て い じ

示すれば、健
けんこうほけんほう

康保険法の

適
てきよう

用を受
う

ける医
いりょうひそうがく

療費総額のうち30％の負
ふたんわりあい

担割合を支
し は ら

払うだけで医
いりょう

療を受
う

けることができます。
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国
こ く ほ

保で受
う

けられる医
いりょう

療（例
れい

） 国
こ く ほ

保で受
う

けられない医
いりょう

療（例
れい

）

診
しんさつ

察 予
よぼうせっしゅ

防接種、健
けんこうしんだん

康診断

医
いりょうしょち

療処置、手
しゅじゅつ

術や歯
は

などの治
ちりょう

療 歯
しれつきょうせい

列矯正、美
びようせいけい

容整形

処
しょほうせん

方箋 正
せいじょう

常な妊
にんしん

娠・出
しゅっさん

産・中
ちゅうぜつ

絶

入
にゅういん

院（食
しょくじだいのぞ

事代除く）と看
か ん ご

護 けんかや泥
でいすい

酔などによるケガや病
びょうき

気

保
ほけんしょう

険証を持
も

たずに医
いりょう

療を受
う

けた場
ば あ い

合は、いったん医
いりょうひ

療費を全
ぜんがくしはら

額支払うことになります。しかし、

後
ご じ つ

日、（市
し

） 役
やくしょなど

所等の国
こくみんけんこうほけんたんとうか

民健康保険担当課へ領
りょうしゅうしょ

収書・レセプト・あなたの印
いんかん

鑑・銀
ぎんこうよきん

行預金通
つうちょう

帳を持
も

っ

て行
い

けば審
し ん さ

査により払
はら

い戻
もど

しを受
う

けられます。

他
た に ん め い ぎ

人名義の保
ほけんしょう

険証を使
し よ う

用した場
ば あ い

合は、法
ほう

で罰
ばっ

せられます。

夜
や か ん

間などの時
じかんがい

間外に医
いりょう

療を受
う

けた場
ば あ い

合は、医
いりょうひ

療費が高
たか

くなり、結
け っ か

果としてあなたの負
ふたんがく

担額も多
おお

くなります。

●高
こうがくりょうようひ

額療養費について

病
びょうき

気により病
びょういん

院に長
ちょうきにゅういん

期入院したり、高
こうがく

額な医
いりょう

療を受
う

ける場
ば あ い

合は、医
いりょうひ

療費の自
じ こ ふ た ん

己負担が高
こうがく

額になる

場
ば あ い

合があります。そのような場
ば あ い

合に、負
ふ た ん

担を軽
けいげん

減させるための措
そ ち

置として、＊自
じ こ ふ

己負担
たんげんどがく

限度額を超
こ

え

た分
ぶん

の医
いりょうひ

療費が払
はら

い戻
もど

される制
せ い ど

度があります。

自
じ こ ふ た ん が く

己負担額は、それぞれ個
こ じ ん

人の年
ねんれい

齢、世
せ た い

帯、所
しょとくじょうきょう

得状況に応
おう

じ、高
こうがくいりょうひ

額医療費の支
しきゅうがく

給額は、1ヶ
か げ つ

月の

医
いりょうきかん

療機関に支
し は ら

払った自
じ こ ふ た ん が く

己負担額から自
じ こ ふ た ん げ ん ど が く

己負担限度額を差
さ

し引
ひ

いて決
き

まります。

高
こうがくいりょうひせいど

額医療費制度を利
り よ う

用するための手
て つ づ

続きには、病
びょういん

院・診
しんりょうじょ

療所などの領
りょうしゅうしょ

収書、保
ほけんしょう

険証、印
いんかん

鑑などが必
ひつよう

要

になります。詳
くわ

しくは、（市
し

） 役
やくしょ

所の国
こくみんけんこうほけんたんとうか

民健康保険担当課へお問
と

い合
あ

わせください。
＊自

じ こ ふ た ん げ ん ど が く

己負担限度額：低
ていしょとくしゃ

所得者（市
しくちょうそんみんぜい

区町村民税の非
ひかぜいしゃなど

課税者等）は35,400円
えん

（ただし、新入生は57,600円）
まとめ
● 入

にゅうがくご

学後のオリエンテーションで国
こ く ほ

保の加
かにゅう

入手
て つ づ

続きをしよう
●保

ほけんりょう

険料の支
し は ら

払いは「自
じ ど う

動振
ふ り こ

込み」にしよう
●毎

まいとし

年１月
がつ

に「所
しょとく

得申
しんこく

告」の手
て つ づ

続きをしよう
● 引

ひ っ こ

越しや出
しゅっこく

国のときは（市
し

）役
やくしょ

所で手
て つ づ

続きをしよう
●受

じゅしん

診の際
さい

はかならず保
ほけんしょう

険証を持
も

っておこう
●国

こ く ほ

保で受
う

けられない医
いりょう

療もある
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第
２
章

学
がくせいきょういくけんきゅうさいがいしょうがいほけん

生教育研究災害傷害保険など
学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

るにあたって、事
じ こ

故やケガのないように注
ちゅうい

意することは当
とうぜん

然であり、大
たいせつ

切なことです。し

かし、万
まんいち

一、教
きょういくけんきゅうかつどうちゅう

育研究活動中に事
じ こ

故やケガが発
はっせい

生した場
ば あ い

合に備
そな

えて、APUでは、保
ほけんりょう

険料（掛
かけきん

金）を

大
だいがく

学が負
ふ た ん

担し、在
ざいがく

学する全
すべ

ての正
せいきがくせい

規学生を対
たいしょう

象とした「学
がくせいきょういくけん

生教育研究
きゅうさいがい

災害傷
しょうがいほけん

害保険」（略
りゃくしょう

称：学
がっけんさい

研災 

http://www.jees.or.jp/gakkensai/）に加
かにゅう

入しています。さらに特
とくやく

約として、大
だいがく

学の正
せ い か

課、学
がっこうぎょうじ

校行事

または課
かがいかつどう

外活動への参
さ ん か

加の目
もくてき

的を持
も

って、通
つうがく

学や学
がっこう

校施
しせつなどそうごかん

設等相互間の移
い ど う

動をしている間
あいだ

の傷
しょう

害
がい

事
じ

故
こ

を

補
ほしょう

償する「通
つうがくちゅうとうしょうがいきけんたんぽとくやく

学中等傷害危険担保特約」（略
りゃくしょう

称：通
つうがくとくやく

学特約）を付
ふ た い

帯しています。

●  保
ほけんきんせいきゅう

険金請求に関
かん

する手
て つ づ

続き

　各
かくしゅしょるい

種書類の交
こ う ふ

付や提
ていしゅつさき

出先は、スチューデント・オフィスの窓
まどぐち

口です。

傷
しょうがい

害事
じ こ

故の発
はっせい

生

3週
しゅうかん

間以
い な い

内に「事
じ こ

故通
つ う ち

知はがき」をスチューデント・オフィス窓
まどぐち

口に提
ていしゅつ

出

完
か ん ち ご

治後「保
ほ け ん

険金
きん

請
せいきゅうしょ

求書用
よ う し

紙セット」をスチューデント・オフィス窓
まどぐち

口に提
ていしゅつ

出

保
ほ け ん

険会
がいしゃ

社より請
せいきゅうしゃ

求者の口
こ う ざ

座に振
ふ

り込
こ

まれる保
ほ け ん

険金
きん

を受
じゅりょう

領

支
し は ら

払われる保
ほけんきん

険金（医
い し

師の治
ちりょう

療を受
う

けたとき）

担
た ん ぽ は ん い

保範囲 治
ちりょうにっすう

療日数 医
いりょうほけんきん

療保険金 入
にゅういんかさんきん

院加算金
正
せいかちゅう

課中
学
がっこうぎょうじちゅう

校行事中
１日

にちいじょう

以上
3,000円

えん

～
 300,000円

えん

入
にゅういん

院１日
にち

つき
4,000円

えん

（１日
にち

～180日
にち

）

通
つうがくちゅう

学中
学
がっこうしせつなどそうごかん

校施設等相互間の移
いどうちゅう

動中
４日

にち

以
いじょう

上
6,000円

えん

～
 300,000円

えん

上
じょうきいがい

記以外の学
がっこうしせつない

校施設内
大
だいがく

学に届
とど

け出
で

た課
かがいかつどうちゅう

外活動中
14日

にち

以
いじょう

上
30,000円

えん

～
 300,000円

えん

※上
じょうきいがい

記以外に、後
こういしょうがいほけんきん

遺障害保険金などが支
し は ら

払われる場
ば あ い

合があります。

「学
がっこうしせつない

校施設内」にいる間
あいだ

でも、APハウスにいる間
あいだ

、大
だいがく

学が禁
きん

じた時
じ か ん

間もしくは場
ば し ょ

所にいる間
あいだ

または大
だいがく

学

が禁
きん

じた行
こ う い

為を行
おこな

っている間
あいだ

を除
のぞ

きます。ただし、どんな場
ば あ い

合でも補
ほしょう

償されるとは限
かぎ

りません。更
さら

に

補
ほしょう

償の厚
あつ

い保
ほ け ん

険を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、大
だいがくせいきょう

学生協や各
かくほけんがいしゃ

保険会社が行
おこな

っている「学
がくせい

生総
そうごうほけん

合保険」「スポーツ

安
あんぜんほけん

全保険」、「ボランティア活
かつどうほけん

動保険」などに各
か く じ

自で加
かにゅう

入してください。

インターンシップに参
さ ん か

加する場
ば あ い

合は、スチューデント・オフィスで「学
がっけんさいふたいばいしょうせきにんほけん

研災付帯賠償責任保険Bコース」

（略
りゃくしょう

称：インターン賠
ばい

）の加
かにゅうてつづ

入手続きが行
おこな

えます。

http://www.jees.or.jp/gakkensai/
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健
けんこうしんだん

康診断
日
に ほ ん

本では、「学
がっこう

校保
ほ け ん

健安
あんぜん

全法
ほう

」という法
ほうりつ

律で、１年
ねん

に１度
どけんこうしんだん

健康診断を受
う

けることが義
ぎ む

務づけられています。

そこで、APUでは、無
むりょう

料の「定
ていきけんこう

期健康診
しんだん

断」を下
か き

記の要
ようりょう

領で実
じ っ し

施しています。

健
けんこうしんだん

康診断の目
もくてき

的

学
がくせいていきけんこうしんだん

生定期健康診断の目
もくてき

的は、以
い か

下の３つです。

● 健
けんこうじょう

康上の問
もんだい

題を早
そうきはっけん

期発見する。

● 自
じ ぶ ん

分の健
けんこうじょうたい

康状態を把
は あ く

握し、健
けんこう

康の保
ほ じ

持・増
ぞうしん

進に役
や く だ

立てると共
とも

に、自
じ こ か ん り

己管理を学
まな

ぶ。

● より良
よ

い健
けんこうじょうたい

康状態で、心
しんしん

身ともに充
じゅうじつ

実した大
だいがくせいかつ

学生活を送
おく

れる。

健
けんこうしんだん

康診断で発
はっけん

見される健
けんこうもんだい

康問題の多
おお

くは、肥
ひ ま ん

満などの生
せいかつしゅうかんびょう

活習慣病です。メタボリックシンドロームなどの

重
じゅうだい

大な健
けんこうもんだい

康問題は、学
がくせい

生の頃
ころ

からの悪
わる

い生
せいかつしゅうかん

活習慣の蓄
ちくせき

積によってさらに深
しんこくか

刻化していきます。ですから、

この時
じ き

期に、自
じ ぶ ん

分の健
けんこうじょうたい

康状態を把
は あ く

握し、自
じ こ か ん り

己管理する習
しゅうかん

慣を身
み

につけることは、より良
よ

い大
だいがくせいかつ

学生活を送
おく

る

ために非
ひじょう

常に重
じゅうよう

要な事
こと

であると共
とも

に、今
こ ん ご

後の健
けんこう

康を大
おお

きく左
さ ゆ う

右すると言
い

っても過
か ご ん

言ではないでしょう。

また、重
じゅうだい

大な健
けんこうもんだい

康問題の一
ひと

つに、結
けっかく

核などの感
かんせんしょう

染症があります。

万
まん

が一
いち

、感
かんせんりょく

染力の強
つよ

い感
かんせんしょう

染症が、キャンパス内
ない

で発
はっせい

生した場
ば あ い

合、たちまち多
おお

くの学
がくせい

生や地
ち い き

域に広
ひろ

がり、

集
しゅうだんかんせん

団感染へ発
はってん

展する可
かのうせい

能性もあります。結
けっかくなど

核等の感
かんせんしょう

染症の発
はっけん

見には定
ていきけんこうしんだん

期健康診断が有
ゆうこう

効です。自
じ ぶ ん じ し ん

分自身

と周
まわ

りの人
ひと

の健
けんこう

康を守
まも

るために、学
がくせい

生の皆
みな

さんは、毎
まいとしかなら

年必ず健
けんこうしんだん

康診断を受
じゅしん

診して頂
いただ

くようお願
ねが

いいた

します。（感
かんせんしょう

染症については、「感
かんせんしょう

染症予
よ ぼ う

防」（85ページを読
よ

んでください。））

健
けんこうしんだん

康診断の内
ないよう

容

⑴身
しんちょう

長・⑵体
たいじゅう

重・⑶尿
にょうけんさ

検査（蛋
たんぱく

白・潜
せんけつ

血・糖
とう

）・⑷血
けつあつけんさ

圧検査・⑸胸
きょうぶえっくすせんけんさ

部 X線検査＊の他
ほか

に、入
にゅうがくじ

学時や卒
そつ

業
ぎょう

年
ねん

度
ど

には追
つ い か け ん さ

加検査を実
じ っ し

施しています。

追
つ い か け ん さ

加検査 （入
に ゅ う が く じ

学 時） 内
ないかしんさつ

科診察、血
けつえきけんさ

液検査、視
しりょくけんさ

力検査

 （卒
そつぎょうねんど

業年度） 視
しりょくけんさ

力検査

入
にゅうがくじ

学時には、今
こ ん ご

後の学
がくせいせいかつ

生生活をより健
けんこうてき

康的なものにするために、詳
くわ

しい検
けん

査
さ

を行
おこ

ない、全
ぜんたいてき

体的な

健
けんこうじょうたい

康状態を把
は あ く

握できるようにしています。卒
そつぎょうねんど

業年度には、就
しゅうしょく

職や進
しんがく

学で利
り よ う

用する健
けんこうしんだんしょう

康診断証明
めいしょ

書の

発
はっこう

行に必
ひつよう

要な視
しりょくけんさ

力検査を追
つ い か け ん さ

加検査として実
じ っ し

施しています。
＊ 胸

きょうぶえっくすせんけんさ

部X線検査の被
ひばくりょう

爆量は、日
にちじょうせいかつ

常生活で受
う

ける被
ひばくりょう

爆量よりも少
すく

なく、健
けんこう

康を害
がい

する危
きけんせい

険性はありません。
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健
けんこうしんだん

康診断を受
う

ける時
じ き

期

奇
き す う

数セメスターと復
ふくがく

学・再
さいにゅうがくじ

入学時に必
ひ っ す

須となっています。（下
かきさんしょう

記参照）

時
じ

　　　　期
き

内
ない

　　　　容
よう

１回
か い め

目 入
にゅうがくじ

学時 入
にゅうがくじ

学時の追
つ い か け ん さ

加検査あり

２回
か い め

目 第
だい

３セメスター開
か い し ご

始後１週
しゅうかんいない

間以内
大
だいがくいん

学院の学
がくせい

生が卒
そつぎょうねんど

業年度の場
ば あ い

合は
追
つ い か け ん さ

加検査あり

３回
か い め

目 第
だい

５セメスター開
か い し ご

始後１週
しゅうかんいない

間以内
学
がくぶせいそうきそつぎょうたいしょうしゃ

部生早期卒業対象者、もしくは
大
だいがくいん

学院の学
がくせい

生が卒
そつぎょうねんど

業年度の場
ば あ い

合は
追
つ い か け ん さ

加検査あり

４回
か い め

目 第
だい

７セメスター開
か い し ご

始後１週
しゅうかんいない

間以内 卒
そつぎょうねんど

業年度の追
つ い か け ん さ

加検査あり

５回
か い め

目以
い こ う

降 奇
き す う

数セメスター開
か い し ご

始後１週
しゅうかんいない

間以内 卒
そつぎょうねんど

業年度の追
つ い か け ん さ

加検査あり

その他
た

復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学したセメスター開
か い し ご

始後
１週
しゅうかん

間以
い な い

内、交
こうかんりゅうがく

換留学より戻
もど

ってきた
セメスター開

か い し ご

始後１週
しゅうかんいない

間以内
卒
そつぎょうねんど

業年度の場
ば あ い

合は追
つ い か け ん さ

加検査あり

健
けんこう

康診
しんだん

断日
にってい

程

健
けんこう

康診
しんだん

断は毎
まいとし

年以
い か

下の日
にってい

程で行
おこな

います。ただし、実
じ っ し

施日
び

や実
じ っ し

施時
じ か ん

間等
など

若
じゃっかん

干変
へんこう

更する可
かのうせい

能性もあります。

健
けんこう

康診
しんだん

断についての詳
しょうさい

細は、実
じ っ し

施予
よ て い

定の前
まえ

の月
つき

にキャンパスターミナル、学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブペー

ジにてお知
し

らせしますので、各
か く じ

自で必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

春
はる

セメスター 秋
あき

セメスター

定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだん

断
新
しんにゅうせい

入生： ４月初
しょじゅん

旬
在
ざいこうせい

校生：  ４月初
しょじゅん

旬～中
ちゅうじゅん

旬
新
しんにゅうせい

入生：９月
がつ

末
まつ

在
ざいこうせい

校生：９月
がつ

末
まつ

～10月
がつ

頃
ごろ

健
けんこう

康診
しんだん

断の場
ばし ょ

所

大
おおいたけん

分県厚
こうせいれん

生連健
けんこう

康管
か ん り

理センター　（鶴
つ る み

見病
びょういん

院に隣
りんせつ

接しています）

　住
じゅうしょ

所　別
べ っ ぷ し

府市大
おおあざ

字鶴
つ る み

見4333番
ば ん ち

地　電
で ん わ

話　0977-23-7112

健
けんこう

康管
か ん り

理センターの場
ば し ょ

所は下
か き

記の地
ち ず

図を参
さんしょう

照してください。

定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだんちゅう

断中は、健
けんこう

康管
か ん り

理センターとAPUを結
むす

ぶ無
むりょう

料シャトルバスを運
うんこう

行しています。

健
けんこう

康診
しんだん

断の際
さい

には、記
きにゅう

入を済
す

ませた「問
もんしんひょう

診票」を必
かなら

ず持
じ さ ん

参してください。
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mae Bus stop

厚生連健康管理センター 
KOUSEIREN Kenko Kanri Center

鶴見病院 
Tsurumi Hospital 

別府駅 
Beppu Sta. 

亀川駅 
Kamegawa Sta. 

吉弘神社前バス停 
Yoshihiro Jinja Mae 

Bus Stop 

春木  Haruki 

鉄輪 
Kannawa 

九州横断道路 
Kyushu Odan Doro 

APU 
光の園前バス停
Hikari-no-sono

別府交通センター
Beppu Kotsu Center

■APUから　 大
おおいたこうつう

分交通バス51番
ばん

に乗
の

り、吉
よしひろじんじゃまえ

弘神社前バス停
てい

で下
げ し ゃ

車
■JR亀

かめがわえき

川駅　 亀
かめ

の井
い

バス６番
ばん

（別
べっぷえき

府駅行
い

き）に乗
の

り、鶴
つる

見
み

病
びょう

院
いん

東
ひがし

口
ぐち

で下
げ し ゃ

車
■JR別

べっぷえき

府駅　 亀
かめ

の井
い

バス６番
ばん

か大
おおいたこうつう

分交通バス61番
ばん

／AS61番
ばん

に乗
の

り、鶴
つるみびょういん

見病院東
ひがしぐち

口で下
げ し ゃ

車
■鉄

かんなわ

輪　 亀
かめ

の井
い

バス25番
ばん

に乗
の

り、鶴
つるみびょういんまえ

見病院前で下
げ し ゃ

車

（重
じゅうよう

要）定
てい き

期健
けんこう

康診
しんだん

断を受
う

けなかった場
ば あ い

合

● 結
けっかく

核、腎
じんぞうびょう

臓病、高
こうけつあつ

血圧、糖
とうにょうびょう

尿病などの自
じ か く

覚症
しょうじょう

状のない慢
まんせい

性疾
しっかん

患の発
はっけん

見が遅
おく

れ、学
がくせい

生生
せいかつ

活に支
ししょう

障をき

たし、就
しゅうしょく

職/進
しんがく

学時
じ

に最
さいりょう

良の健
けんこう

康状
じょうたい

態で、活
かつどう

動できなくなることがあります。

● 大
だいがく

学の健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行ができません。なお、指
し て い

定された期
きかんがい

間外に健
けんこう

康管
か ん り

理センターで健
けんこう

康

診
しんだん

断を受
じゅ

診
しん

した場
ば あ い

合や、他
ほか

の医
いりょう

療機
き か ん

関で受
じゅ

診
しん

した場
ば あ い

合も、大
だいがく

学からの健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書は発
はっこう

行できま

せんので、ご注
ちゅうい

意ください。

● 国
こくさい

際学
がくせい

生授
じゅぎょうりょう

業 料減
げんめん

免奨
しょうがく

学金
きん

（減
げんめん

免100・80・65・50・30）・国
こくない

内学
がくせい

生優
ゆうしゅうしゃ

秀者育
いくえい

英奨
しょうがく

学金
きん

・

国
こく

内
ない

学
がくせい

生修
しゅうがく

学奨
しょうれい

励奨
しょうがく

学金
きん

を受
じゅ

給
きゅう

している学
がくせい

生については、次
じ

セメスターより奨
しょうがく

学金
きん

の受
じゅきゅう

給が停
てい

止
し

されます。

● スチューデント・オフィスで行
おこな

っている学
がくせい

生支
し え ん

援（例
れい

：奨
しょうがく

学金
きん

の新
し ん き

規・継
けいぞく

続申
しんせい

請）を受
う

けられません。

健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書

本
ほんがく

学の健
けんこう

康診
しんだん

断を受
う

けていれば、健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書を発
はっこう

行できます（詳
しょうさい

細は39ページ参
さんしょう

照）。ただし、

本
ほんがく

学の健
けんこう

康診
しんだん

断の結
け っ か

果に基
もと

づいて発
はっこう

行しますので、指
し て い

定された健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書の内
ないよう

容が、本
ほんがく

学の健
けんこう

康

診
しんだん

断の内
ないよう

容で充
じゅうそく

足されない場
ば あ い

合は発
はっこう

行できません。また即
そくじつ

日発
はっこう

行はできませんので、日
にってい

程の余
よ ゆ う

裕をもっ

て申
しんせい

請してください。

● 健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行時
じ き

期

定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだん

断を受
じゅ

診
しん

した翌
よくしゅう

週の火
か よ う び

曜日から、証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行が可
か の う

能になります。ただし、健
けんこう

康診
しんだん

断の

結
け っ か

果、異
いじょう

常がある場
ば あ い

合は、再
さいけんさ

検査を受
う

けないと証
しょうめいしょ

明書の発
はっこう

行が出
で き

来ませんのでご注
ちゅうい

意ください。
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● 健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書の有
ゆうこう

効期
き か ん

間

大
だいがく

学が発
はっこう

行する健
けんこう

康診
しんだん

断証
しょうめいしょ

明書は定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだん

断のデータをもとにして、春
はる

の定
て い き

期健
けんしん

診受
じゅしんしゃ

診者は翌
よくねん

年３

月
がつ

31日
にち

まで、秋
あき

の定
て い き

期健
けんしん

診受
じゅしんしゃ

診者は翌
よくねん

年９月
がつ

20日
にち

まで、在
ざいがくきかんちゅう

学期間中は、発
はっこう

行できます。ただし、それ

ぞれの企
きぎょう

業や大
だいがく

学が特
とくべつ

別に証
しょうめいしょ

明書の有
ゆうこう

効期
き げ ん

限を設
せってい

定している場
ば あ い

合もありますので、注
ちゅうい

意してください。

感
かんせんしょう

染症予
よぼ う

防
感
かんせんしょう

染症予
よ ぼ う

防はあなたが感
かんせんしょう

染症にかかって苦
くる

しく辛
つら

い思
おも

いをするのを防
ふせ

ぐ為
ため

だけに必
ひつよう

要なものではあり

ません。あなた自
じ し ん

身が感
かんせんげん

染源となり家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人、周
しゅうい

囲の人
ひとびと

々に感
かんせんしょう

染症を広
ひろ

げ、感
かんせんしょう

染症が蔓
まんえん

延した社
しゃかい

会を

作
つく

らない為
ため

にも、感
かんせんしょう

染症について正
ただ

しく理
り か い

解し、日
ひ ご ろ

頃の生
せいかつ

活の中
なか

で予
よ ぼ う

防を徹
てってい

底するということはとても

重
じゅうよう

要なことです。

〈日
にちじょうせいかつ

常生活での感
かんせんしょう

染症予
よぼ う

防〉

感
かんせんしょう

染症予
よ ぼ う

防の基
き ほ ん

本は「手
て あ ら

洗い」と「うがい」です。外
がいしゅつ

出から帰
かえ

った後
あと

や料
りょうり

理をする前
まえ

、食
しょくじまえ

事前には石
せっけん

鹸

を使
つか

ってしっかり手
て あ ら

洗いをしましょう！うがいは、のどについた汚
よご

れや細
さいきん

菌を洗
あら

い流
なが

すとともに、のど

の粘
ねんまく

膜を保
ほ ご

護し、免
めんえき

疫の力
ちから

を高
たか

めますので、帰
き た く

宅時
じ

、起
きしょう

床時
じ

、就
しゅうしんまえ

寝前に励
れいこう

行することで感
かんせんしょう

染症を予
よ ぼ う

防し

ましょう。

また、飛
ひまつかんせん

沫感染を起
お

こす感
かんせんしょう

染症の予
よ ぼ う

防には、マスクが有
ゆうよう

用です。正
ただ

しく着
ちゃくよう

用しましょう。

海
かいがい

外渡
とこ う

航時
じ

の感
かんせんしょう

染症予
よぼ う

防

WHO（世
せ か い

界保
ほ け ん

健機
き こ う

構）は世
せ か い

界の三
さんだいかんせんしょう

大感染症として、エイズ・結
けっかく

核・マラリアをあげて注
ちゅうい

意を促
うなが

していま

すが、近
きんねん

年、エボラ出
しゅっけつねつ

血熱や新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症が大
おお

きなニュースとなったように、地
ちきゅうじょう

球上には他
ほか

にも気
き

をつけなければならない感
かんせんしょう

染症が多
た た

々あります。特
とく

に旅
りょこうちゅう

行中の環
かんきょうへんか

境変化などのストレスは、感
かんせんしょう

染症

に罹
かか

りやすい健
けんこうじょうたい

康状態を作
つく

り出
だ

します。

以
い か

下、海
かいがい

外へ渡
と こ う

航する際
さい

に確
かくにん

認すべき感
かんせんしょうよぼう

染症予防のチェック事
じ こ う

項となっています。

全
すべ

てのチェック項
こうもく

目を実
じ っ し

施し、準
じゅんびばんたん

備万端で渡
と こ う

航してください。

【渡
とこうまえ

航前・渡
とこうちゅう

航中】

□ 危
き け ん

険な感
かんせんしょう

染症から身
み

を守
まも

る為
ため

に自
じ ぶ ん

分の渡
と こ う

航する地
ち い き

域に流
りゅうこう

行している感
かんせんしょう

染症について知
し

る。

● CDC（Centers for Disease Control and Prevention） Travelers' Health

　http://www.cdc.gov/travel/ (英
え い ご

語)

●FORTH (For Travelers' Health) 厚
こうせいろうどうしょう

生労働省検
けんえきしょ

疫所ホームページ

　http://www.forth.go.jp/（日
に ほ ん ご

本語）

●Fit for travel　　http://www.fi tfortravel.nhs.uk/home

http://www.cdc.gov/travel/
http://www.forth.go.jp/
http://www.fitfortravel.nhs.uk/home
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※ 感
かんせんしょう

染症の最
さいしんじょうほう

新情報、国
くにべつ

別に検
けんさく

索出
で き

来る感
かんせんしょうじょうほう

染症情報、奨
しょうれい

励される予
よぼうせっしゅ

防接種など、海
かいがい

外での病
びょうき

気予
よ ぼ う

防に

ついて必
ひつよう

要な情
じょうほう

報が掲
けいさい

載されています。

□ ホームページに掲
けいさい

載している「感
かんせんしょうよぼう

染症予防の10カ条
じょう

」をしっかり読
よ

む。

● スチューデント・オフィスホームページ＞健
けんこうかんり

康管理・定
ていきけんこうしんだん

期健康診断＞感
かんせんしょうよぼう

染症予防＞「感
かんせんしょうよぼう

染症予防の

10カ条
じょう

」

●渡
とこうさき

航先の国
くに

への入
にゅうこく

国に必
ひつよう

要、また、交
こうかん

換留
りゅうがくさき

学先が要
ようきゅう

求している予
よぼうせっしゅ

防接種の有
う む

無を確
かくにん

認する。

●渡
とこうさき

航先で流
りゅうこう

行している感
かんせんしょう

染症のリスクを把
は あ く

握し、予
よぼうせっしゅ

防接種の必
ひつようせい

要性を自
じ ぶ ん

分自
じ し ん

身で検
けんとう

討する。

●予
よぼうせっしゅ

防接種が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合、その希
き ぼ う

望する予
よぼうせっしゅ

防接種にどれくらいの期
き か ん

間が必
ひつよう

要かを確
かくにん

認する。

※ 交
こうかん

換留
りゅうがくじ

学時などに、必
ひ っ す

須、または奨
しょうれい

励される予
よぼうせっしゅ

防接種もあります。自
じ ぶ ん

分にどのような予
よぼうせっしゅ

防接種が必
ひつよう

要と

されるのか確
かくにん

認しましょう。また、予
よぼうせっしゅ

防接種は感
かんせんしょう

染症に100%感
かんせん

染しない為
ため

のものではないことを理
り か い

解し、

自
じ ぶ ん

分を守
まも

る為
ため

に自
じ ぶ ん

分でどのように感
かんせんしょう

染症を予
よ ぼ う

防するのかを知
し

り、実
じっせん

践出
で き

来る様
よう

に準
じゅんび

備をしてください。

□ 渡
とこうちゅう

航中の保
ほ け ん

険への加
かにゅう

入・受
じゅしん

診できる病
びょういん

院の検
けんさく

索方
ほうほう

法の確
かくにん

認をする。

● 外
がいむしょう

務省在
ざいがい

外公
こうかん

館医
い む か ん

務官情
じょうほう

報 http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/ で自
じ ぶ ん

分の行
い

く国
くに

を確
かくにん

認する。

● 加
かにゅう

入した保
ほ け ん

険の内
ないよう

容に病
びょういん

院紹
しょうかい

介や健
けんこうそうだん

康相談が入
はい

っているか確
かくにん

認し、そのサービスがある場
ば あ い

合はどの

ように行
おこ

なえばいいのかを知
し

っておく。

【帰
き こ く ご

国後】

□ ２ヶ月
げつかん

間は、渡
とこうちゅう

航中に感
かんせんしょう

染症に感
かんせん

染している可
かのうせい

能性があることを認
にんしき

識する。

●下
げ り

痢・嘔
お う と

吐・腹
ふくつう

痛・発
はつねつ

熱・頭
ず つ う

痛・のどの痛
いた

み・発
ほっしん

疹などの症
しょうじょう

状があればヘルスクリニックに相
そうだん

談する。

※ 高
こうねつ

熱、ひどい下
げ り

痢や嘔
お う と

吐がある場
ば あ い

合などは、外
がいしゅつ

出を控
ひか

え、ヘルスクリニックへ電
で ん わ

話またはメールで

連
れんらく

絡してください。

たびレジ登
とうろく

録について

渡
とこうさき

航先で事
じ け ん

件や感
かんせんしょう

染症などが発
はっせい

生した場
ば あ い

合に、登
とうろく

録したメールに在
ざいがい

外公
こうかん

館等
など

から最
さいしん

新情
じょうほう

報が届
とど

く、

日
に ほ ん

本の外
がいむしょう

務省が行
おこな

っている登
とうろく

録制
せ い ど

度です。邦
ほうじん

人の場
ば あ い

合は、この情
じょうほう

報をもとに国
くに

が保
ほ ご

護確
かくにん

認も行
おこな

います。メー

ルアドレスは３つまで登
とうろく

録できるので、日
にほんじん

本人以
い が い

外の場
ば あ い

合は、一
いっしょ

緒に渡
と こ う

航する日
にほんじん

本人がたびレジに

登
とうろく

録する際
さい

に、一
いっしょ

緒にメールアドレスを登
とうろく

録してもらえれば、緊
きんきゅう

急情
じょうほう

報メールを受
う

け取
と

ることが出
で き

来

ます。日
に ほ ん ご

本語のみの対
たいおう

応です。

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/

http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/
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健
けんこうてき

康的な学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

るために
〈アルコール　～急

きゅうせい

性アルコール中
ちゅうどく

毒は時
とき

に死
し

をまねく！～〉

大
たいりょう

量のお酒
さけ

を短
みじか

い時
じ か ん

間で飲
の

めば、肝
かんぞう

臓での代
たいしゃ

謝が追
お

いつかず、アルコールは血
けつえき

液の中
なか

にとどまること

になります。その結
け っ か

果、アルコールの血
けっちゅう

中濃
の う ど

度が急
きゅう

上
じょうしょう

昇して、一
い っ き

気に「昏
こんすいき

睡期」に陥
おちい

ります。

これが「急
きゅうせい

性アルコール中
ちゅうどく

毒」です。こうなると、意
い し き

識は混
こん

濁
だく

し、時
とき

には呼
こきゅう

吸が麻
ま ひ

痺したり、吐
は

いた

ものをのどに詰
つ

まらせ死
し

に至
いた

ることもあります。一
い ち じ

時の盛
も

り上
あ

がりで、友
ゆうじん

人・知
ち

人
じん

を死
し

に至
いた

らしめるような権
け ん り

利は、誰
だれ

にもあ

りません。「イッキ飲
の

みはしない、させない」絶
ぜったい

対に守
まも

ってくださ

い！もし、イッキ飲
の

みをして次
つぎ

のような症
しょうじょう

状が出
で

てしまったら、

すぐに救
きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

びましょう。

① 意
い し き

識がない。ゆすっても、つねっても起
お

きない

②全
ぜんしん

身が冷
ひ

えきっている

③ 呼
こきゅう

吸がおかしい。ゆっくりで途
と ぎ

切れたり、浅
あさ

くて早
はや

い

④大
たいりょう

量の血
ち

や、食
たべもの

物を吐
は

いている

⑤失
しっきん

禁している

〈タバコ〉

タバコの煙
けむり

には、約
やく

4,000種
しゅるい

類の化
か が く

学物
ぶっしつ

質が含
ふく

まれており、そのうち200種
しゅるい

類には有
ゆうがいせい

害性があり、さら

に60種
しゅるい

類以
いじょう

上の発
はつ

ガン物
ぶっしつ

質を含
ふく

んでいることがわかっています。これは、喫
きつえんしゃ

煙者のみならず、副
ふくりゅう

流煙
えん

を吸
す

う非
ひきつえん

喫煙者
しゃ

にも同
どうよう

様の有
ゆうがい

害物
ぶっしつ

質を摂
せっしゅ

取する可
かのうせい

能性があるということでもあります。

喫
きつえん

煙、受
じゅどう

動喫
きつえん

煙によって、肺
はい

がんなどの疾
しっぺい

病リスクが高
たか

まることは知
し

られていますが、そのほかにも、

喫
きつえんしゃ

煙者は非
ひきつえんしゃ

喫煙者より集
しゅうちゅうりょく

中力が低
てい

下
か

しやすいなどメンタルヘルス上
じょう

も問
もんだい

題があります。また、近
きんねん

年で

は「喫
きつえんしゃ

煙者は採
さい

用
よう

しない」という方
ほうしん

針をもつ企
きぎょう

業もあります。

さらに、近
きんねん

年は加
かねつしき

熱式たばこを使
しよ う

用する人
ひと

も増
ふ

えています。加
かねつしき

熱式たばこの煙
けむり

にも、従
じゅうらい

来のたばこと

同
どうよう

様にニコチンや発
はつ

がん性
せい

物
ぶっしつ

質などの有
ゆうがい

害な物
ぶっしつ

質が含
ふく

まれています。加
かねつしき

熱式たばこの方
ほう

が従
じゅうらい

来のたばこ

より健
けんこう

康被
ひが い

害が少
すく

ない、などと宣
せんでん

伝されていますが、加
かねつしき

熱式たばこは販
はんばい

売されてから間
ま

がなく、研
けんきゅう

究が

十
じゅうぶん

分に行
おこな

われていないため、現
げんだんかい

段階で健
けんこう

康への長
ちょうきてき

期的な影
えいきょう

響について予
よそく

測することは難
むずか

しい状
じょうきょう

況です。
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〈ドラッグ〉

近
きんねん

年、大
た い ま

麻などのドラッグが社
しゃかい

会全
ぜんたい

体を揺
ゆ

るがしています。ドラッグが原
げんいん

因と見
み

られる死
し ぼ う

亡事
じ こ

故や殺
さつじん

人事
じ

件
けん

など、みなさんもテレビやネット、新
しんぶん

聞などで目
め

にしたことがあるでしょう。こうしたドラッグはハーブ

やアロマオイル、バスソルトなどを装
よそお

っていますが、麻
ま や く

薬や覚
かく

せい剤
ざい

と同
おな

じか、それ以
いじょう

上に人
じんたい

体に有
ゆうがい

害な

影
えいきょう

響を与
あた

えます。ドラッグを吸
す

ったり、飲
の

んだりすると、意
い し き

識障
しょうがい

害、嘔
お う と

吐、けいれん、呼
こきゅう

吸困
こんなん

難などを起
お

こ

し、重
じゅうたい

体に陥
おちい

ったり、幻
げんかく

覚や興
こうふん

奮のために他
た に ん

人への暴
ぼうりょく

力など奇
き こ う

行に走
はし

ることもあります。

「一
いっかい

回なら大
だいじょうぶ

丈夫」「いやになればすぐにやめられる」などと安
あ ん い

易に摂
せっしゅ

取してはなりません。大
た い ま

麻など

のドラッグは、麻
ま や く

薬や覚
かく

せい剤
ざい

と同
どうよう

様に常
じょうしゅうせい

習性があり、あなた自
じ し ん

身はもちろん、あなたの家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人、

恋
こいびと

人をも巻
ま

き込
こ

んで不
ふ

幸
こう

にします。絶
ぜったい

対に手
て

を出
だ

さないでください。

また、「ドラッグ」の情
じょうほう

報を得
え

たという場
ば あ い

合は、速
すみ

やかに警
けいさつ

察に届
とど

け出
で

てください。

〈性
せい

感
かんせんしょう

染症〉

性
せい

感
かんせんしょう

染症とは、性
せいこう

行為
い

によって人
ひと

から人
ひと

へ、皮
ひ ふ

膚や粘
ねんまく

膜から感
かんせん

染する病
びょうき

気の総
そうしょう

称です。性
せい

行
こ う い

為にも様
さまざま

々

な方
ほうほう

法があり、膣
ちつ

でのセックス、オーラルセックス、アナルセックス等
など

あります。これらの性
せい

行
こ う い

為を

行
おこな

えば、誰
だれ

でも感
かんせん

染する可
かのうせい

能性がある病
びょうき

気です。正
ただ

しい知
ち し き

識を身
み

につけ、性
せい

感
かんせんしょう

染症を予
よ ぼ う

防する事
こと

が

大
たいせつ

切です。また、性
せい

感
かん

染
せんしょう

症にかかったとしても、早
そ う き

期に発
はっけん

見・治
ちりょう

療を行
おこな

えば、病
びょうき

気によっては完
か ん ち

治し

ます。完
か ん ち

治できない場
ば あ い

合でも重
じゅうしょうか

症化を遅
おく

らせる事
こと

ができます。知
し

らない間
あいだ

に大
たいせつ

切なパートナーに

感
かんせん

染を広
ひろ

げてしまわないためにも、性
せい

感
かんせんしょう

染症の症
しょうじょう

状がある場
ば あ い

合や性
せいかん

感染
せんしょう

症の感
かんせん

染が疑
うたが

われる性
せい

行
こ う い

為を

行
おこな

った場
ば あ い

合は、できるだけ早
はや

く医
いりょう

療機
き か ん

関を受
じゅ

診
しん

しましょう。

学
がくせいせいかつ

生生活に関
かん

するウェブページには、性
せい

感
かんせんしょう

染症の種
しゅるい

類や症
しょうじょう

状、予
よ ぼ う

防方
ほうほう

法が詳
くわ

しく掲
けいさい

載されています。

各
かく

自
じ

で確
かくにん

認し、性
せい

感
かんせんしょう

染症予
よ ぼ う

防に役
や く だ

立ててください。ヘルスクリニックでは性
せいかん

感染
せんしょう

症に関
かん

する健
けんこう

康相
そうだん

談

を行
おこな

っており、医
いりょう

療機
き か ん

関の紹
しょうかい

介も行
おこな

っております。検
け ん さ

査を受
う

けたい場
ば あ い

合や、性
せい

感
かんせんしょう

染症の感
かんせん

染が疑
うたが

われ

る場
ば あ い

合、何
なに

か心
しんぱい

配な事
こと

がある場
ば あ い

合は、いつでもヘルスクリニックまでご相
そう

談
だん

ください。

カウンセリングルーム
大
だいがく

学生
せいかつ

活では、将
しょうらい

来への希
き ぼ う

望をふくらませる一
いっぽう

方で、様
さまざま

々な不
ふ あ ん

安や悩
なや

み、思
おも

いがけない困
こんなん

難や問
もんだい

題を抱
かか

えることがあるかもしれません。今
いま

まで誰
だれ

にも言
い

えず1
ひとり

人で抱
かか

え込
こ

んでいたこと、こんなこと相
そうだん

談して

いいのかなと思
おも

っていることを、カウンセラーがその思
おも

いを聞
き

きながら、一
いっしょ

緒に問
もんだい

題を解
かい

決
けつ

したり、み

なさんの自
じ こ

己成
せいちょう

長のサポートをしていく場
ば し ょ

所が「カウンセリングルーム」です。相
そうだん

談をしたいときはど

んな些
さ さ い

細なことでもかまいませんから、気
き が る

軽に来
らい

室
しつ

してください。学
がくせい

生の希
き ぼ う

望や必
ひつよう

要がある場
ば あ い

合は学
がくがい

外

の専
せんもん

門スタッフや専
せんもん

門機
き か ん

関を紹
しょう

介
かい

します。相
そうだんりょう

談料は無
むりょう

料で日
にちえい

英 両
りょう

 言
げ ん ご

語で対
たいおう

応します。相
そうだん

談内
ないよう

容の秘
ひ み つ

密

は固
かた

く守
まも

られますので安
あんしん

心してください。相
そうだん

談を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、予
よ や く

約が必
ひつよう

要ですが、当
とうじつ

日相
そうだん

談も可
か の う

能で

す。



89

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

どんな相
そう

談
だん

でも構
かま

いません。例
たと

えば…

●学
がく

業
ぎょう

について

　授
じゅ

業
ぎょう

についていけない、グループワークが苦
にが

手
て

…等
など

。

●対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

について

　友
ゆう

人
じん

、恋
こい

人
びと

、家
か

族
ぞく

との関
かん

係
けい

に悩
なや

んでいる、コミュニケーションが苦
にが

手
て

…等
など

。

●将
しょう

来
らい

について

　就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

が不
ふ

安
あん

、将
しょう

来
らい

のことを考
かんが

えるのが苦
くる

しい…等
など

。

●精
せい

神
しん

的
てき

な不
ふ

調
ちょう

について

　気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

む、イライラする、気
き

分
ぶん

が不
ふ

安
あん

定
てい

、意
い

欲
よく

が湧
わ

かない…等
など

。

●体
からだ

のことについて

　夜
よる

眠
ねむ

れない、食
しょく

欲
よく

がない、疲
つか

れやすい…等
など

。

●その他
た

　サークルやアルバイトでの困
こま

り事
ごと

、なんか人
ひと

と話
はな

したい、愚
ぐ

痴
ち

りたい、ほっと一
ひと

息
いき

つきたい、…等
など

。

〈カウンセリングルームの場
ばしょ

所〉

　 場
ば し ょ

所：Ａ棟
とう

１階
かい

のヘルスクリニック横
よこ

にあります。

〈カウンセリングルームの開
かいしつ

室時
じか ん

間〉

　 受
うけつけ

付時
じ か ん

間　月
げつようび

曜日～金
きんようび

曜日　10:00～16:30

　 カウンセリング時
じ か ん

間　月
げつようび

曜日～金
きんようび

曜日　10:30 ～16:30

　※ カウンセラーのスケジュールは変
へんこう

更することがあります。カウンセリングルームホームページ

（https://www.apu.ac.jp/studentsupport/counseling_room/）でスケジュールを確
かくにん

認して

ください。

〈予
よやく

約方
ほうほう

法〉

①電
で ん わ

話で予
よ や く

約…0977-78-1126　内
ないせん

線2444　（受
うけつけ

付時
じかんちゅう

間中）

②カウンセリングルームを直
ちょくせつ

接訪
たず

ねる。（受
うけつけ

付時
じかんちゅう

間中）

③ E-mailで予
よ や く

約　counseli@apu.ac.jp

※ 緊
きんきゅう

急の場
ば あ い

合でカウンセリングルームが閉
へいしつ

室している場
ば あ い

合は、ヘルスクリニックまたはスチューデント・

オフィスに相
そうだん

談してください。

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/counseling_room/
mailto:counseli@apu.ac.jp
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救
きゅうきゅうそち

急措置の手
てじゅん

順（心
しんぱい

肺蘇
そせ い

生とAEDの使
しよ う

用方
ほうほう

法）
 〈人
ひと

が急
きゅう

に倒
たお

れた・意
いしき

識がないようだ！その時
とき

……〉

①大
おおごえ

声で呼
よ

びかける　「大
だいじょうぶ

丈夫ですか！」

② 肩
かた

を軽
かる

くたたき、反
はんのう

応があるか、ないかを確
たし

かめる

③大
おおごえ

声で、応
おうえん

援を呼
よ

ぶ

④ 119番
ばん

（教
きょうしつ

室からの場
ば あ い

合、#119）で救
きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

び、中
ちゅうおう

央監
か ん し し つ

視室

（内
ないせん

線：2810）またはＡＰハウスの場
ば あ い

合は管
かんりにんしつ

理人室（内
ないせん

線：ハウス１

534-9500／ハウス２　535-9500）に連
れんらく

絡

⑤中
ちゅうおう

央監
かんししつ

視室または管
かんりにん

理人にAEDを依
い ら い

頼する

〈「呼
こきゅう

吸がない！」その時
とき

……〉

①胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫をする

強
つよ

く（成
せいじん

人は少
すく

なくとも胸
きょうこつ

骨が５㎝沈
しず

む強
つよ

さ）、早
はや

く（少
すく

なくとも100回
かい

/分
ふん

）、絶
た

え間
ま

なく（中
ちゅう

断
だん

は最
さいしょうげん

小限に）

②人
じんこう

工呼
こきゅう

吸

人
じんこう

工呼
こきゅう

吸ができないか、ためらわれる場
ば あ い

合は、胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫のみを続
つづ

ける

③胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫30回
かい

+人
じんこう

工呼
こきゅう

吸２回
かい

を繰
く

り返
かえ

す

④ＡＥＤを使
し よ う

用する

AEDの使
つか

い方
かた

（詳
くわ

しくはAEDに添
てんぷ

付されています。）〉

１．  AEDの電
でんげん

源を入
い

れる（ふたを開
あ

けると自
じ

動
どう

的
てき

に電
でんげん

源が入
はい

る機
き し ゅ

種もあります）

２．  電
でんきょく

極パッドを傷
しょう

病
びょうしゃ

者の胸
むね

に貼
は

る（貼
は

る位
い ち

置は、パッドに

描
か

いてあります）

パッドを貼
は

る時
とき

の注
ちゅういてん

意点

①肌
はだ

に直
ちょくせつ

接貼
は

る

②傷
しょう

病
びょうしゃ

者の胸
むね

が濡
ぬ

れていたら、拭
ふ

く

③ 胸
むね

に貼
は

り薬
ぐすり

があり、パッドを貼
は

る際
さい

に邪
じ ゃ ま

魔になる時
とき

ははがし、

肌
はだ

に残
のこ

った薬
やくざい

剤をふき取
と

ってからパッドを貼
は

る

④ ペースメーカーや除
じょさいどうき

細動器が胸
むね

に埋
う

め込
こ

まれている場
ば あ い

合は、

８㎝以
いじょう

上離
はな

してパッドを貼
は

る

⑤ 一
い ち ど

度パッドを貼
は

ったら、はがさない。胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫もパッドを貼
は

ったまま行
おこな

う
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３．心
しんでんず

電図の解
かいせき

析

パッドを貼
は

り付
つ

けると、その傷
しょう

病
びょうしゃ

者に電
で ん き

気ショックが必
ひつよう

要か、不
ふ よ う

要か自
じ ど う て き

動的に判
はんだん

断します。

（心
しんでんず

電図の解
かいせき

析）

この時
とき

、「離
はな

れてください」と音
おんせい

声が流
なが

れるので、周
しゅうい

囲の人
ひと

に傷
しょう

病
びょうしゃ

者から離
はな

れるように促
うなが

します。

４．AEDの音
おんせい

声に従
したが

う

①「電
でんき

気ショックは不
ふよう

要です」 ②「電
でんき

気ショックが必
ひつよう

要です」

↓ ↓ ↓

息
いき

がない 息
いき

がある 充
じゅうでん

電が完
かん

了
りょう

するまで、離
はな

れたまま待
たいき

機します

↓ ↓ ↓

心
しんぱい

肺蘇
そせいほう

生法を続
つづ

ける
（パッドは貼

は

ったまま・
AEDの電

でんげん

源は入
い

れた
まま）

回
かいふく

復体
たい い

位にして観
かんさつ

察
を続

つづ

ける
充
じゅうでん

電が完
かん

了
りょう

すると「ショックボタンを押
お

してく
ださい」等

など

のメッセージと共
とも

にショックボタン
が点

てんめつ

滅します

５．除
じょさいどう

細動を行
おこな

う（ショックボタンを押
お

す）

「みんな離
はな

れて！」と傷
しょう

病
びょうしゃ

者に誰
だれ

も触
さわ

ってない

ことを確
かくにん

認しながら（目
め せ ん

線は傷
しょう

病
びょうしゃ

者を見
み

たまま）、

ショックボタンを押
お

します。

傷
しょう

病
びょうしゃ

者に触
ふ

れていると、その人
ひと

が感
かんでん

電する恐
おそ

れがあります。決
けっ

して傷
しょう

病
びょうしゃ

者から目
め せ ん

線を離
はな

さな

いでください。

６．心
しんぱい

肺蘇
そせいほう

生法を始
はじ

める

除
じょさいどう

細動を行
おこな

ったら、すぐに胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫から始
はじ

めます。胸
きょうこつ

骨圧
あっ

迫
ぱく

30回
かい

と人
じんこう

工呼
こきゅう

吸２回
かい

を繰
く

り返
かえ

します。

救
きゅうきゅうしゃ

急車が到
とう

着
ちゃく

しても、すぐに止
や

めるのではなく、救
きゅうきゅう

急隊
たいいん

員の指
し じ

示に従
したが

ってください。

※ 疲
つか

れたら、胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫を別
べつ

の人
ひと

と交
こうたい

代しても支
ししょう

障はありませんが、その際
さい

、胸
きょうこつ

骨圧
あっぱく

迫の中
ちゅうだん

断時
じ か ん

間を

なるべく短
みじか

く（５秒
びょう

以
い な い

内）してください。

を続ける
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７．体
たいちょう

調不
ふりょう

良者
しゃ

が出
で

た際
さい

の緊
きんきゅう

急対
たいおう

応

急
きゅうびょうにん

病人・ケガ人
にん

などが教
きょうしつ

室で出
で

た際
さい

は、以
い か

下のフローに従
したが

って対
たいおう

応するようにしてください。
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障
しょう

がいのある学
がくせい

生に対
たい

する支
しえん

援について
立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援に関
かん

する方
ほうしん

針（ガイドライン）にもとづき、障
しょう

がい学
がくせい

生

支
し え ん

援を行
おこな

うとともに、その活
かつどう

動を通
つう

じて、すべての学
がくせい

生の学
まな

びと成
せいちょう

長に寄
き よ

与する取
と り く

組みを行
おこな

います。

支
し え ん

援内
ないよう

容については、障
しょう

がいの内
ないよう

容や制
せ い ど

度、所
しょぞく

属する学
が く ぶ

部の学
まな

びの特
とくちょう

徴と障
しょう

がい学
がくせい

生のニーズにもと

づいて、個
こ べ つ

別に検
けんとう

討します。

============================================================

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学　障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援に関
かん

する指
し し ん

針（ガイドライン）

立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがく

平洋大学（以
い か

下本
ほんがく

学）では、以
い か

下の指
し し ん

針（ガイドライン）に基
もと

づき、身
しんたいしょう

体障がい、

発
はったつしょう

達障がい、精
せいしんしょう

神障がい、その他
た

の心
しんしん

身の機
き の う

能の障
しょう

がいがある学
がくせい

生（以
い か

下「障
しょう

がい学
がくせい

生」という。）の

支
し え ん

援を行
おこな

う。

ただし、本
ほん

指
し し ん

針（ガイドライン）は、支
し え ん

援制
せ い ど

度の基
きじゅん

準、根
こんかん

幹を定
さだ

めたものであり、支
し え ん

援内
ないよう

容については、

障
しょう

がいの内
ないよう

容や制
せ い ど

度に応
おう

じ、個
こ べ つ

別に必
ひつよう

要かつ合
ごうりてき

理的な配
はいりょ

慮を検
けんとう

討し、障
しょう

がい学
がくせい

生や関
かんけいしゃ

係者と十
じゅうぶん

分な

協
きょうぎ

議を経
へ

た上
うえ

で決
けってい

定する。

１．支
し え ん

援理
り ね ん

念

本
ほんがく

学に従
じゅうじ

事する全
すべ

ての教
きょうしょくいん

職員は、本
ほんがく

学での修
しゅうがく

学において支
し え ん

援を求
もと

める学
がくせい

生が、本
ほんがく

学での学
まな

びの

経
けいけん

験を通
とお

して、成
せいちょう

長し社
しゃかい

会につながっていく、そのプロセスを支
し え ん

援する。また本
ほんがく

学は、本
ほんがく

学に

在
ざいせき

籍する学
がくせい

生及
およ

び関
かんけいしゃ

係者が本
ほん

指
し し ん

針を理
り か い

解し、共
とも

に協
きょうりょく

力し合
あ

うことを期
き た い

待する。

２．基
き ほ ん

本方
ほうしん

針

　１）本
ほんがく

学の教
きょうしょくいん

職員は、本
ほんがく

学に在
ざいせき

籍する障
しょう

がい学
がくせい

生が、障
しょう

がいのない学
がくせい

生と分
わ

け隔
へだ

てられることなく、

相
そ う ご

互に人
じんかく

格と個
こ せ い

性を尊
そんちょう

重し合
あ

いながら学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

ることができるよう支
し え ん

援を行
おこな

う。

　２）障
しょう

がい学
がくせい

生の支
し え ん

援を通
とお

して、すべての学
がくせい

生の学
まな

びと成
せいちょう

長に寄
き よ

与する取
と り く

組みを行
おこな

う。

　３）障
しょう

がいのある学
がくせい

生に対
たい

する支
し え ん

援は、原
げんそく

則として本
ほんにん

人からの支
し え ん

援要
ようせい

請に基
もと

づき行
おこな

うものとする。

　４）支
し え ん

援内
ないよう

容の判
はんだん

断が困
こんなん

難な場
ば あ い

合には、障
しょうがいしゃ

害者基
きほんほう

本法に定
さだ

める「合
ごうりてき

理的配
はいりょ

慮」並
なら

びに文
もんぶかがくしょう

部科学省の

「障
しょう

がいのある学
がくせい

生の修
しゅうがく

学支
し え ん

援に関
かん

する検
けんとうかい

討会」報
ほうこく

告（第
だいいちじ

一次まとめ・第
だい

二
に

次
じ

まとめ）が定
さだ

める

基
きじゅん

準、取
とりあつか

扱いを参
さんこう

考とし、学
がくせい

生の個
こ べ つ

別事
じじょう

情及
およ

び本
ほんがく

学の環
かんきょう

境等
など

を勘
かんあん

案して判
はんだん

断する。

３．支
し え ん

援の目
もくてき

的

本
ほんがく

学の障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援は、障
しょう

がいを理
り ゆ う

由として教
きょういく

育や学
がくしゅう

習の権
け ん り

利が不
ふ と う

当に損
そこ

なわれることのないよう

取
と

り組
く

むことを第
だいいち

一の目
もくてき

的とする。同
ど う じ

時に、修
しゅうがく

学の上
うえ

で必
ひつよう

要に応
おう

じて適
てきせつ

切な支
し え ん

援を行
おこな

うことや、支
し え ん

援

活
かつどう

動を通
つう

じて、よりよい人
にんげんかんけい

間関係を養
やしな

うとともに、支
しえんしゃ

援者が障
しょう

がいについて理
り か い

解できる場
ば

を提
ていきょう

供する。

障
しょう

がい学
がくせいたいおう

生対応
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また支
し え ん

援を通
つう

じて障
しょう

がい学
がくせい

生が自
みずか

らの特
とくせい

性を理
り か い

解し、必
ひつよう

要な支
し え ん

援およびリソースについて主
しゅちょう

張する

ことができる「セルフアドボカシー（自
じ こ け ん り よ う ご

己権利擁護）」スキルの養
ようせい

成も目
もくてき

的とする。

４．支
し え ん

援体
たいせい

制

本
ほんがく

学における障
しょう

がい学
がくせい

生の支
しえんしゃ

援者は、本
ほんがく

学の教
きょうしょくいん

職員及
およ

び障
しょう

がい学
がくせい

生を支
し え ん

援する本
ほんがく

学の学
がくせい

生サポーター

とし、学
がくがい

外の障
しょう

がい者
しゃ

支
し え ん

援の専
せんもんか

門家等
など

とも緊
きんみつ

密に連
れんけい

携を図
はか

る。

本
ほんがく

学は障
しょう

がい学
がくせい

生への支
し え ん

援を全
ぜんがくてき

学的に行
おこな

うために、スチューデント･オフィス内
ない

に「障
しょう

がい学
がくせい

生相
そうだん

談

受
うけつけ

付」を設
もう

ける。またスチューデント･オフィス、アドミッションズ･オフィスに「障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援

相
そうだんいん

談員」を配
は い ち

置し、学
がくせい

生等
など

へ公
こうかい

開する。学
がくせい

生はスチューデント・オフィスの「障
しょう

がい学
がくせい

生相
そうだんうけつけ

談受付」

だけではなく、直
ちょくせつ

接、相
そうだんいん

談員に相
そうだん

談することもできる。

「障
しょう

がい学
がくせい

生相
そうだんうけつけ

談受付」は、障
しょう

がい学
がくせい

生から受
う

けた相
そうだんないよう

談内容に応
おう

じ各
かく

オフィスの相
そうだんいん

談員に繋
つな

ぎ、相
そうだんいん

談員

は障
しょう

がい学
がくせい

生の修
しゅうがく

学支
し え ん

援及
およ

び関
かんけい

係部
ぶきょく

局間
かん

や支
しえんしゃ

援者間
かん

の連
れんけい

携支
し え ん

援が適
てきせつ

切に行
おこな

われるための調
ちょうせい

整を行
おこな

う。

５．個
こ じ ん

人情
じょうほう

報の保
ほ ご

護と守
し ゅ ひ

秘義
ぎ む

務

　１）支
しえんしゃ

援者が支
し え ん

援をする上
うえ

で知
し

り得
え

た障
しょう

がい学
がくせい

生の個
こ じ ん

人情
じょうほう

報（障
しょう

がいや相
そうだん

談の内
ないよう

容を含
ふく

む。）の管
か ん り

理

を厳
げんみつ

密に行
おこな

い、第
だいさんしゃ

三者に個
こ じ ん

人情
じょうほう

報の開
か い じ

示や提
ていきょう

供が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合は、本
ほんにん

人の同
ど う い

意を得
え

るものとする。

　２）障
しょう

がい学
がくせい

生への連
れんけい

携支
し え ん

援を行
おこな

うために必
ひつよう

要と本
ほんがく

学が判
はんだん

断した場
ば あ い

合、集
しゅうだん

団守
し ゅ ひ

秘義
ぎ む

務を十
じゅうぶん

分に遵
じゅんしゅ

守し

つつ支
しえんしゃ

援者間
かん

での個
こ じ ん

人情
じょうほう

報の共
きょうゆう

有を行
おこな

うことができる。

６．情
じょうほう

報公
こうかい

開

本
ほんがく

学の障
しょう

がい学
がくせい

生支
し え ん

援方
ほうしん

針、支
し え ん

援体
たいせい

制や相
そうだん

談の進
すす

め方
かた

また支
し え ん

援内
ないよう

容等
など

について、本
ほんがく

学ホームページ

等
など

を活
かつよう

用し、学
がくせい

生や志
しがんしゃ

願者等
など

に適
て き ぎ

宜、適
てきせつ

切な方
ほうほう

法で周
しゅうち

知する。

７．この指
し し ん

針（ガイドライン）に関
かん

する事
じ む

務は、スチューデント・オフィスが行
おこな

う。

８．この指
し し ん

針（ガイドライン）の改
かいはい

廃は、学
がくせい

生委
いいんかい

員会、教
きょうがく

学委
いいんかい

員会の議
ぎ

を経
へ

て、学
がくちょう

長が決
けってい

定する。

付
ふ そ く

則

この指
し し ん

針（ガイドライン）は、2016年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施
せ こ う

行する。

この指
ししん

針（ガイドライン）は、2024年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施
せこう

行する。

============================================================

障
しょう

がい学
がくせい

生の相
そうだんまどぐち

談窓口

オフィス名
めい

連
れんらくさき

絡先 相
そうだんないよう

談内容

スチューデント・オフィス

apudss@apu.ac.jp

障
しょう

がい学
がくせいそうだんうけつけ

生相談受付、生
せいかつそうだん

活相談

履
りしゅうそうだん

修相談、進
し ん ろ

路、就
しゅうしょくそうだん

職相談

入
にゅうがくご

学後の履
りしゅうそうだん

修相談

アドミッションズ・オフィス(国
こくない

内)
入
にゅうがくしけん

学試験、入
にゅうがくご

学後の生
せいかつ

活、履
りしゅうそうだん

修相談
アドミッションズ・オフィス(国

こくさい

際)

mailto:apudss@apu.ac.jp
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APハウス（寮
りょう

）
１．入

にゅうりょう

寮資
し か く

格

APハウス１

APハウス２

APハウス５

学
が く ぶ

部の国
こくさい

際学
がくせい

生、学
が く ぶ

部の国
こくない

内学
がくせい

生の入
にゅうりょう

寮希
きぼうしゃ

望者、レジデント・アシスタント、

学
がくせい

生のうち身
しんたいてき

体的事
じじょう

情等
など

特
とくべつ

別な理
り ゆ う

由により入
にゅうりょう

寮が適
てきせつ

切だと学
がくせい

生部
ぶちょう

長が判
はんだん

断した

者
もの

、その他
た

学
がくせい

生部
ぶちょう

長が認
みと

めた学
がくせい

生

APハウス３
大
だいがくいんせい

学院生、特
とくべつ

別聴
ちょうこう

講学
がくせい

生または科
か も く

目等
とう

履
りしゅう

修生
せい

、レジデント・アシスタント、

学
が く ぶ

部１回
かいせい

生以
い が い

外の入
にゅうりょう

寮希
きぼうしゃ

望者

APハウス４
大
だいがくいんせい

学院生、特
とくべつ

別聴
ちょうこう

講学
がくせい

生または科
か も く

目等
とう

履
りしゅう

修生
せい

、レジデント・アシスタント、

学
が く ぶ

部１回
かいせい

生以
い が い

外の入
にゅうりょう

寮希
きぼうしゃ

望者

２．駐
ちゅうしゃじょう

車場・駐
ちゅうりんじょう

輪場

　•  APハウス敷
し き ち

地内
ない

では、学
がくせい

生による駐
ちゅうしゃ

車は基
きほんてき

本的に禁
き ん し

止されています。ただし、引
ひ

っ越
こ

しの時
とき

のみ

例
れいがいてき

外的に認
みと

めています。その際
さい

は必
かなら

ず管
かんりにん

理人室
しつ

で「臨
り ん じ

時入
にゅうこう

構許
き ょ か

可証
しょう

」を発
はっこう

行してもらってください。

　•  APハウス敷
し き ち

地内
ない

にバイクで入
にゅうこう

構する際
さい

は、バリカーゲート手
て ま え

前でエンジンを切
き

り、所
しょてい

定の駐
ちゅうりんじょう

輪場

までバイクを押
お

して行
い

ってください。出
しゅっ

構
こう

する際
さい

は、バリカーゲートまでバイクを押
お

して行
い

き、バ

リカーゲート外
がい

にてエンジンをかけてください。

 アパートへの引
ひ

っ越
こ

し
以
い か

下の手
てじゅん

順に沿
そ

って準
じゅんび

備を始
はじ

めましょう。

１．不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に行
い

く

２．物
ぶっけん

件を選
えら

ぶ

　　※ ルームメイトとは一
いっしょ

緒に住
す

めないアパートもあり

ます。よく確
かくにん

認しましょう！

３．物
ぶっけん

件を見
けんがく

学する

４．申
もうしこみ

込手
てつづき

続をする

５．契
けいやく

約を結
むず

ぶ

６．契
けいやくきん

約金を支
し は ら

払う

７．入
にゅうきょ

居する

大
だいがくない

学内にある（株
かぶ

）クレオテックは、

アパートの紹
しょうかい

介を行
おこな

っています。

まずは、（株
かぶ

）クレオテックに行
い

ってみ

ましょう。

本
ほ ん ぶ

部棟
とう

　２F：不
ふどうさん

動産／保
ほ け ん

険

住
じゅう

　居
きょ
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最
さいしょ

初にかかるお金
かね

（例
れい

）

敷
しききん

金／礼
れいきん

金 家
や ち ん

賃の約
やく

１ヶ
かげつぶん

月分

家
や ち ん

賃（前
まえばら

払い）
翌
よくげつぶん

月分の家
や ち ん

賃

月
つき

の途
とちゅう

中で入
にゅうきょ

居する場
ば あ い

合：日
ひ わ

割り家
や ち ん

賃と翌
よくげつぶん

月分の家
や ち ん

賃

仲
ちゅかいてすうりょう

介手数料 家
や ち ん

賃の１ヶ
かげつぶん

月分

※その他
ほか

に保
ほけんりょう

険料、自
じ ち か い ひ な ど

治会費等がかかる場
ば あ い

合があります

物
ぶっけん

件を探
さが

す

●必
かなら

ず部
へ や

屋を見
けんがく

学しましょう。

●部
へ や

屋の中
なか

だけでなく、周
しゅうい

囲の環
かんきょう

境も大
たいせつ

切です。周
しゅうへん

辺の夜
や か ん

間の様
よ う す

子も確
かくにん

認しましょう。

●希
きぼうじょうけん

望条件にあった物
ぶっけん

件をいくつか見
けんがく

学し、比
くら

べてみるのも良
よ

いでしょう。

契
けいやく

約する

一
いっぱん

般に日
に ほ ん

本では、アパートの契
けいやく

約には日
にほんじん

本人の連
れんたいほしょうにん

帯保証人が必
ひつよう

要となります。

●国
こくないがくせい

内学生の場
ば あ い

合

　ご家
か ぞ く

族や経
けいひしべんしゃ

費支弁者と相
そうだん

談のうえ、契
けいやく

約をすすめてください。

●国
こくさいがくせい

際学生の場
ば あ い

合

　 不
ふどうさんがいしゃ

動産会社で、物
ぶっけん

件の契
けいやくじ

約時に保
ほしょうがいしゃ

証会社を利
り よ う

用すれば、連
れんたいほしょうにん

帯保証人をたてずに契
けいやく

約を行
おこな

うことができ

ます。

　※ 保
ほしょうがいしゃ

証会社の利
り よ う

用ができない場
ば あ い

合は大
だいがく

学に相
そうだん

談をしてください。

　①　物
ぶっけん

件が決
き

まったら、大
お お や

家さん・不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に申
もう

し込
こ

みをする。

　　　 学
がくせいしょう

生証、在
ざいりゅう

留カード、国
こくさいがくせいじゅうたくそうごうほしょうせいどかにゅうしゃしょう

際学生住宅総合補償制度加入者証*1または学
がっけんさいふたいがくせいせいかつそうごう

研災付帯学生生活総合

保
ほけんかにゅうしゃしょう

険加入者証*2が必
ひつよう

要です。

　②　申
もうしこみしょ

込書を大
お お や

家さん・不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に提
ていしゅつ

出する。

　　　入
にゅうきょ

居する日
ひ

が決
き

まったら、大
お お や

家さん・不
ふどうさんがいしゃ

動産会社が契
けいやくしょ

約書を作
さくせい

成します。

　③　契
けいやくしょ

約書を受
う

け取
と

り、内
ないよう

容をよく確
かくにん

認、承
しょうち

知のうえ契
けいやくしょ

約書にサインし印
いんかん

鑑を押
お

す。

　　　日
に ほ ん

本の契
けいやくしょ

約書には印
いんかん

鑑が必
ひつよう

要です。不
ふ よ う

要な場
ば あ い

合もありますので、よく確
かくにん

認をしてください。

　④　大
おおや

家さんのサインと押
おういんずみ

印済の契
けいやくしょ

約書を不
ふどうさんがいしゃ

動産会社から受
う

け取
と

り、契
けいやく

約完
かんりょう

了。
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　　　　2021年
ね ん ど

度以
い ぜ ん

前入
にゅうがくしゃ

学者 2022年
ねん

度
ど

以
い こ う

降入
にゅうがくしゃ

学者及
およ

び保
ほ け ん

険更
こうしんしゃ

新者　　　

　　*1　国
こくさい

際学
がくせい

生住
じゅうたく

宅総
そうごう

合補
ほしょう

償加
かにゅうしゃしょう

入者証　　　　　　 

*2　学
がっけんさい

研災付
ふ た い

帯学
がくせい

生生
せいかつ

活総
そうごう

合保
ほ け ん

険加
かにゅうしゃしょう

入者証
入
にゅうきょ

居する

すぐに部
へ や

屋をチェックしましょう。

●窓
まど

ガラス、ドア、備
そな

え付
つ

けの電
で ん き

気など、破
は そ ん

損、故
こしょう

障はありませんか？ 

●床
ゆか

、壁
かべ

、ふすまや障
しょうじ

子など、汚
よご

れ、大
おお

きなキズはありませんか？

※ 見
み

つけた場
ば あ い

合は、すぐに大
お お や

家さん・不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に連
れんらく

絡してください。そのままにしておくと、退
たいきょ

去

する際
さい

あなたが修
しゅうぜんひよう

繕費用を支
し は ら

払う可
かのうせい

能性があります。

入
にゅうきょちゅう

居中の注
ちゅうい

意

１．毎
まいつき

月の家
や ち ん

賃の支
し は ら

払いは、必
かなら

ず期
き じ つ

日を守
まも

りましょう。通
つうじょう

常、前
ぜんげつ

月の末
まつじつ

日が支
しはらいきげん

払期限です。

　　ほとんどのアパートでは、２ヶ
かげつたいのう

月滞納すると強
きょうせいたいきょ

制退去となります。

２．契
けいやくしょ

約書に名
な ま え

前の載
の

っていない人
ひと

がアパートに居
きょじゅう

住することは契
けいやくいはん

約違反となります。

　　入
にゅうきょしゃ

居者が一
ひ と り

人でも代
か

わる場
ば あ い

合は、不
ふどうさんがいしゃ

動産会社へ届
とどけで

出をしましょう。

３．  夜
よ な か

中に大
おおごえ

声を出
だ

したり、パーティーを開
ひら

き騒
さわ

ぐなどして周
まわ

りの住
じゅうみん

民へ迷
めいわく

惑をかけないようにしましょう。

４．ごみは分
ぶんべつ

別し必
かなら

ず別
べ っ ぷ し し て い

府市指定のごみ袋
ぶくろ

に入
い

れ、決
き

められた場
ば し ょ

所に出
だ

してください。

　　・収
しゅうしゅうび

集日は地
ち い き

域によって異
こと

なるため、「ごみカレンダー」で確
かくにん

認してください。

　　　別
べ っ ぷ し

府市ごみとリサイクル〈https://www.city.beppu.oita.jp/seikatu/kankyou_gomi/g_siwake/〉

　　・指
し て い び い が い

定日以外は、ごみ置
お

き場
ば

にごみを出
だ

すことは禁
き ん し

止されています。

　　・ご近
きんじょ

所の方
かた

に迷
めいわく

惑がかからないようにしましょう。

５．契
けいやくじ

約時に渡
わた

される契
けいやくしょ

約書をよく確
かくにん

認し、入
にゅうきょきやく

居規約を守
まも

りましょう。

６．  電
で ん き

気・水
すいどう

道・ガスは個
こじんけいやく

人契約のところがほとんどです。自
じ ぶ ん

分で契
けいやく

約の手
て つ づ

続きを行
おこ

わなければなり

ません。

７．  長
ちょうきかん

期間、家
いえ

を留
る す

守にする場
ば あ い

合は、必
かなら

ず大
お お や

家さん・不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に連
れんらく

絡をしてください。防
ぼ う か

火・防
ぼうさい

犯

の対
たいしょ

処にもつながります。

https://www.city.beppu.oita.jp/seikatu/kankyou_gomi/g_siwake/
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上
じょうき

記は別
べっ ぷ し み ん

府市民、社
しゃかいじん

会人として当
とうぜんまも

然守るべきルールです。守
まも

らない場
ばあい

合は強
きょうせいたいきょ

制退去の対
たいしょう

象となることが

ありますので、十
じゅうぶんちゅうい

分注意してください。上
じょうき

記に違
い は ん

反した場
ば あ い

合は、強
きょうせいたいきょ

制退去となる場
ば あ い

合があります。

奨
しょうがくきん

学金受
じゅきゅう

給や授
じゅぎょうりょう

業料減
げんめん

免も停
てい し

止となる場
ばあい

合もあります。

退
たいきょ

去する

１．退
たいきょとど

去届けを大
お お や

家さん、不
ふどうさんがいしゃ

動産会社に提
ていしゅつ

出する。

　　・ほとんどのアパートでは退
たいきょ

去する１ヶ
かげつまえ

月前までに退
たいきょとど

去届けの提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

　　・退
たいきょとど

去届けの提
ていしゅつ

出が遅
おく

れると、家
や ち ん

賃を追
つ い か

加で支
し は ら

払わなければなりません。

　　・アパートの住
じゅうにん

人が代
か

わることは契
けいやくいはん

約違反になります。新
あたら

しい契
けいやく

約が必
ひつよう

要です。

２．電
で ん き

気やガス、水
すいどう

道、インターネット等
など

を解
かいやく

約し、使
しようりょう

用料をすべて精
せいさん

算する。

３．退
たいきょたちあ

去立会いをする。

　　・部
へ や

屋の中
なか

に荷
に も つ

物や家
か ぐ な ど

具等を残
のこ

してはいけません。備
そな

え付
つ

けのもの以
い が い

外は全
すべ

て片
か た づ

付けてください。

　　・窓
まど

ガラス、ドア、床
ゆか

、壁
かべ

、ふすまや障
しょうじ

子など、破
は そ ん

損したものは修
しゅうぜんひよう

繕費用が必
ひつよう

要です。

　　・大
お お や

家さん、不
ふどうさんがいしゃ

動産会社と一
いっしょ

緒によく確
かくにん

認をしましょう。

４．敷
しききんせいさん

金精算をする

　　・入
にゅうきょじ

居時に預
あず

けた敷
しききん

金から部
へ や

屋の清
せいそう

掃、修
しゅうぜんひよう

繕費用を精
せいさん

算します。余
あま

った場
ば あ い

合は返
へんきん

金してくれます。

　　・部
へ や

屋に大
おお

きな破
は そ ん

損、汚
お そ ん

損があった場
ば あ い

合は、追
つ い か

加で請
せいきゅう

求されることがあります。

　　・入
にゅうきょじ

居時に敷
しききん

金の不
ふ よ う

要な物
ぶっけん

件は、清
せいそう

掃、修
しゅうぜんひよう

繕費用はすべて請
せいきゅう

求されます。

引
ひっこ

越しをする時
とき

、特
とく

に卒
そつぎょう

業する前
まえ

には必
かなら

ず不
ふどうさん

動産会
がいしゃ

社と一
いっしょ

緒に退
たいきょ

去立
たち

会
あ

いをしてください。不
ふよう

要なもの

を部
へ や

屋に放
ほうち

置すること、また粗
そだい

大ゴミを指
してい

定以
いが い

外の場
ばし ょ

所に捨
す

てることは禁
きんし

止されています。放
ほうち

置すると、

後
あと

で処
しょぶん

分費
ひよ う

用を請
せいきゅう

求されます。

また卒
そつぎょうしき

業式までに退
たいきょ

去手
てつ づ

続きが終
お

わっていない場
ばあ い

合、卒
そつぎょう

業証
しょうめいしょ

明書などを受
う

け取
と

ることができない
場
ばあい

合があります。万
まん

が一
いち

、退
たいきょ

去費
ひよ う

用を支
しは ら

払わないまま帰
きこく

国した場
ばあい

合は、実
じっか

家にも連
れんらく

絡し、退
たいきょ

去費
ひよ う

用
を支

しは ら

払ってもらいます。十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意してください。
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留
りゅうがくせい

学生向
む

け学
がっけんさい

研災付
ふた い

帯学
がくせい

生生
せいかつ

活総
そうごう

合保
ほけ ん

険

APUで学
まな

ぶ国
こくさい

際学
がくせい

生の万
まんいち

一の事
じ

故
こ

や賠
ばいしょう

償責
せきにん

任に対
たい

する備
そな

えをし、日
に

本
ほん

での学
がくせい

生生
せいかつ

活を安
あんしん

心して送
おく

るた

めの制
せい

度
ど

です。本
ほん

制
せい

度
ど

は、①借
しゃっかにん

家人賠
ばいしょう

償責
せにきん

任②個
こ

人
じん

賠
ばいしょう

償責
せきにん

任③傷
しょうがい

害保
ほ

険
けん

（死
し

亡
ぼう

・後
こういしょうがい

遺障害）から構
こう

成
せい

されています。

学
がっけんさい

研災付
ふた い

帯学
がくせい

生生
せいかつ

活総
そうごう

合保
ほけ ん

険は、APUの国
こくさいがくせい

際学生は原
げんそく

則全
ぜんいん

員加
かにゅう

入しなければなりません。期
きげ ん

限が切
き

れ

る前
まえ

に必
かなら

ず㈱
かぶ

クレオテックにて更
こうしん

新手
てつ づ

続きを行
おこな

ってください。期
きげ ん

限切
ぎ

れのまま入
にゅうきょ

居し続
つづ

けたり、引
ひっ こ

越

したりすることはできません。十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意してください。

詳
しょうさい

細は、パンフレット「留
りゅうがくせい

学生向
む

け学
がっけんさい

研災付
ふ た い

帯学
がくせい

生生
せいかつ

活総
そうごう

合保
ほ け ん

険」を参
さんしょう

照ください。

クレオテックの案
あんない

内

とうろく

A棟２階
裏玄関側

EV

２F

階段

とう

うらげんかんがわ

かい

かいだん

クレオテック
（不動産／保険／
バイク登録）

ふどうさん ほけん



100

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

不
ふどうさんようご

動産用語
●敷

しききん

金

　 退
たいきょご

去後の部
へ や

屋のメンテナンス代
だい

として使
つか

われ、残
のこ

りは返
へんきん

金されます。

●仲
ちゅうかいてすうりょう

介手数料

　不
ふどうさんぎょうしゃ

動産業者に支
し は ら

払う手
てすうりょう

数料です。家
や ち ん

賃の1ヶ
かげつぶんいない

月分以内と決
き

められています。

●家
や ち ん

賃

　１ヶ
かげつぶん

月分の賃
ちんしゃくりょう

借料のことです。毎
まいげつまつ

月末までに翌
よくげつぶん

月分を支
し は ら

払います。

●共
きょうえきひ

益費

　 アパートなどの階
かいだん

段、廊
ろ う か

下、外
がいとう

灯などの共
きょうようぶぶん

用部分の維
い じ か ん り

持管理のために入
にゅうきょしゃ

居者が負
ふ た ん

担する費
ひ よ う

用です。 

毎
まいつきやちん

月家賃と一
いっしょ

緒に支
し は ら

払います。

●町
ちょうないかいひ

内会費

　町
ちょうないかい

内会により必
ひつよう

要な場
ば あ い

合があり、金
きんがく

額も町
ちょうないかい

内会によって異
こと

なります。月
げつがく

額100円
えん

～500円
えんていど

程度

●敷
し き び

引き・定
ていがくせいさん

額精算

　入
にゅうきょしゃ

居者の使
しようじょうきょう

用状況にかかわらず、退
たいきょじ

去時に敷
しききん

金から一
いっていがく

定額を無
むじょうけん

条件に差
さ

し引
ひ

くしくみです。
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学
が く ひ

費や生
せいかつひ

活費を補
おぎな

う目
もくてき

的でアルバイトを行
おこな

う場
ば あ い

合であっても、日
にちじょうてき

常的にはAPUの学
がくせい

生として学
がくしゅう

修に

専
せんねん

念することが必
ひつよう

要ですので、学
がくしゅう

修の妨
さまた

げとならない範
は ん い

囲でアルバイトを行
おこな

うことが求
もと

められます。

※ 国
こくさいがくせい

際学生は、資
しかくがいかつどうきょか

格外活動許可を取
しゅとく

得し、下
か き

記認
みと

められた就
しゅうろう

労の範
はんいない

囲内で就
しゅうろう

労することができます

（詳
しょうさい

細は107ページ参
さんしょう

照）。

　〈資
し か く

格外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可で認
みと

められている就
しゅうろう

労時
じ か ん

間〉

　・APUで授
じゅぎょう

業がある期
きかんちゅう

間中（クオーターブレイクを含
ふく

む）：１日
にち

８時
じ か ん

間以
い な い

内かつ１週
しゅうかん

間28時
じ か ん

間以
い な い

内

　・APUで授
じゅぎょう

業のない期
き か ん

間（長
ちょうききゅうかちゅう

期休暇中）：１日
にち

８時
じ か ん

間以
い な い

内かつ１週
しゅうかん

間40時
じ か ん

間以
い な い

内

アルバイト先
さき

を探
さが

す際
さい

の注
ちゅうい

意
在
ざいりゅうしかく

留資格が「留
りゅうがく

学」の学
がくせい

生は、下
か き

記のようなアルバイトはできません。下
か き

記のようなアルバイトを絶
ぜったい

対

に行
おこな

わないでください。

×風
ふうぞくかんけい

俗関係（キャバクラ、スナック、個
こ

室
しつ

マッサージなど）

×アルコールをメインに提
ていきょう

供する店
みせ

（バーなど）　 ×マルチ商
しょうほう

法、ネズミ講
こうしょうほう

商法に関
かん

するもの

×マージャン屋
や

、パチンコ屋
や

、ゲームセンター　　×商
しょうひん

品の代
だいりこうにゅうぎょう

理購入業

特
とく

に国
こくさいがくせい

際学生については、資
しかくがいかつどうきょか

格外活動許可を得
え

ていても、風
ふうぞくかんれんぎょうなど

俗関連業等に従
じゅうじ

事した場
ば あ い

合、入
にゅうかんほう

管法により

国
こくがいたいきょしょぶん

外退去処分を受
う

けます（掃
そ う じ

除や皿
さらあら

洗いをするだけでも不
ふ か

可）。

学
がくない

内アルバイトについて

学
がくない

内のアルバイトについては、「学
がくない

内アルバイトセンター」

のホームページで募
ぼしゅう

集しています。現
げん

在
ざい

募
ぼしゅうちゅう

集中のアル

バイト一
いちらん

覧や、申
もうしこみ

込の流
なが

れ、登
とうろく

録方
ほうほう

法についても下
か

記
き

ホー

ムページで確
かくにん

認できます。

【学
がくない

内アルバイトセンター】

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/part_

time/about/

アクティブネット
国
こくさい

際学
がくせい

生向
む

けの学
がくがい

外でのボランティアや仕
し ご と

事に関
かん

する情
じょうほう

報は大
だいがく

学コンソーシアムおおいたの「アクティ

ブネット」に掲
けいさい

載されています。

https://activenet.ucon-oita.jp/

アルバイト

国
こくさい

際学
がくせい

生の資
し

格
かく

外
がい

活
かつ

動
どう

許
きょ

可
か

の申
しんせい

請
書
しょるい

類も学
がくない

内アルバイトセンターの
HPからダウンロードできます！

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/part_time/about/
https://activenet.ucon-oita.jp/
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※大
だ い き ぼ

規模災
さいがい

害とは、以
い か

下のような場
ば あ い

合を想
そうてい

定しています。

　●別
べ っ ぷ し

府市に災
さいがい

害救
きゅうじょほう

助法が適
てきよう

用された場
ば あ い

合

　● 災
さいがい

害対
たいさく

策基
きほんほう

本法の第
だい

２条
じょう

第
だい

１号
ごう

に定
さだ

める災
さいがい

害が別
べ っ ぷ し

府市で発
はっせい

生し、かつ、それに対
たいしょ

処するため、同
どうほう

法

第
だい

24条
じょう

に基
もと

づき内
ないかく

閣総
そ う り

理大
だいじん

臣が「非
ひじょう

常災
さいがい

害対
たいさく

策本
ほ ん ぶ

部」を設
せ っ ち

置したもの。

本
ほんがく

学では、大
だ い き ぼ

規模災
さいがい

害が発
はっせい

生した場
ば あ い

合の対
たいがいてき

外的な情
じょうほう

報発
はっしん

信を、大
だいがく

学の公
こうしき

式ウェブサイトから行
おこな

います。

本
ほんがく

学公
こうしき

式Facebookや大
おおいたけん

分県・別
べ っ ぷ し

府市等
など

の災
さいがい

害関
かんれん

連ウェブサイトも集
しゅうやく

約し、学
がくせい

生および保
ほ ご し ゃ

護者のみなさ

まが必
ひつよう

要とする情
じょうほう

報にアクセスしやすい形
かたち

で、ニュース等
など

では報
ほう

じられない本
ほんがく

学の状
じょうきょう

況や災
さいがい

害の情
じょうほう

報を

順
じゅんじ

次発
はっしん

信します。

学
がくせい

生のみなさまへは、学
がくせい

生向
む

けウェブサイト（Campus Terminal）からも安
あ ん ぴ

否確
かくにん

認の連
れんらく

絡や大
だいがく

学から

のお知
し

らせを発
はっしん

信しますので、必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

大
だいがく

学の公
こうしき

式ウェブサイト

①【日
に ほ ん ご

本語】
https://www.apu.ac.jp/
home/

②【英
えい

　語
ご

】
https://en.apu.ac.jp/home/

災
さいがいじ

害時の情
じょうほう

報提
ていきょう

供ページ

※ このページは、大
だ い き ぼ

規模災
さいがい

害発
はっせいじ

生時のみ表
ひょうじ

示されます。お気
き

に入
い

りに登
とうろく

録する場
ば あ い

合は大
だいがく

学の公
こうしき

式ウェブ

サイトを登
とうろく

録してください。

③【日
に ほ ん ご

本語】
https://www.apu.ac.jp/
home/gallery/
article/?storyid=155

④【英
えい

　語
ご

】
https://en.apu.ac.jp/
home/gallery/
article/?storyid=155

大
だいきぼさいがいなど

規模災害等がキャンパスを含
ふく

むエリアで発
はっせい

生した場
ばあい

合の対
たいおう

応

https://www.apu.ac.jp/home/
https://en.apu.ac.jp/home/
https://www.apu.ac.jp/home/gallery/article/?storyid=155
https://en.apu.ac.jp/home/gallery/article/?storyid=155


103

第２章　安全で健康な学生生活を送るために

第
２
章

また、次
つぎ

の点
てん

にもあわせて留
りゅうい

意し、大
だい

規
き ぼ

模

災
さいがい

害等
など

に備
そな

えてください。

● 本
ほんがく

学では、「いざ災
さいがい

害にあったときどのよ

うに行
こうどう

動したらよいか」というマニュア

ル「緊
きんきゅう

急災
さいがい

害対
たいおう

応ハンドブック（学
がくせいよう

生用）」

を作
さくせい

成し、大
だいがく

学の公
こうしき

式ウェブサイトで

公
こうかい

開していますので、ご一
いちどく

読ください。

● 災
さいがい

害発
はっせいじ

生時には安
あ ん ぴ

否確
かくにん

認等
など

の電
で ん わ

話が増
ぞ う か

加

し、回
かいせん

線がつながりにくくなります。ご

家
か ぞ く

族・知
ち じ ん

人と緊
きんきゅうじ

急時の安
あ ん ぴ

否確
かくにん

認の方
ほうほう

法に

ついて確
かくにん

認を行
おこな

ってください。

※ 電
で ん わ

話会
がいしゃ

社等
など

が提
ていきょう

供している災
さいがい

害用
よう

伝
でんごんばん

言板の使
し よ う

用には、事
じ ぜ ん

前に登
とうろく

録が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合があります。平
へ い じ

時に、

連
れんらくさき

絡先を登
とうろく

録する、利
り よ う

用方
ほうほう

法を確
かくにん

認する等
など

、適
てきせつ

切な準
じゅんび

備を行
おこな

っておくことが大
たいせつ

切です。

緊
きんきゅう

急災
さいがい

害対
たいおう

応ハンドブック（学
がくせいよう

生用）

⑤【日
に ほ ん ご

本語】
https://www.apu.ac.jp/
home/life/content40/

⑥【英
えい

　語
ご

】
https://en.apu.ac.jp/home/
life/content40/

別
べ っ ぷ し

府市防
ぼうさい

災マップ

⑦【日
に ほ ん ご

本語】
https://www.city.beppu.
oita.jp/doc/bousai_
syoubou/bousaijyouhou/
bousai_map/bousai/all.pdf

⑧【英
えい

　語
ご

】
https://www.city.beppu.
oita.jp/doc/seikatu/
gaikokujinmuke/ei/
disaster/all.pdf

ＳＯＳカード

「災害時の情報提供ページ」の画面イメージ

https://www.apu.ac.jp/home/life/content40/
https://en.apu.ac.jp/home/life/content40/
https://www.city.beppu.oita.jp/doc/bousai_syoubou/bousaijyouhou/bousai_map/bousai/all.pdf
https://www.city.beppu.oita.jp/doc/seikatu/gaikokujinmuke/ei/disaster/all.pdf
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国
こくさい

際学
がくせい

生のみなさんは、大
だいがく

学で教
きょういく

育を受
う

けるという目
もくてき

的で日
に ほ ん

本への滞
たいざい

在が許
き ょ か

可されています。日
に ほ ん

本

滞
たいざいちゅう

在中は常
つね

に在
ざいりゅう

留カードを携
けいたい

帯する義
ぎ む

務および「出
しゅつにゅうこく

入国管
か ん り

理及
およ

び難
なんみん

民認
にんていほう

定法」に基
もと

づき、必
ひつよう

要な手
て つ づ

続

きを行
おこな

う必
ひつよう

要があります。

※ 在
ざいりゅう

留カードの裏
うらめん

面は住
じゅうしょ

所等
など

を自
じ ぶ ん

分で記
きにゅう

入した場
ば あ い

合、無
む こ う

効となりますので、絶
ぜったい

対に記
きにゅう

入しないでください。

在
ざいりゅう

留資
しか く

格、入
にゅうかんほう

管法について正
ただ

しい理
りかい

解が必
ひつよう

要です

ルールを守
まも

らないと、在
ざいりゅう

留期
き か ん

間の更
こうしん

新や資
し か く

格外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可が不
ふ

許
き ょ か

可になったり、国
こくがい

外退
たいきょ

去処
しょぶん

分になる場
ば

合
あい

があります。APUで学
がくせいせいかつ

生生活を送
おく

る上
うえ

で在
ざいりゅう

留資
し か く

格や入
にゅうかんほう

管法について正
ただ

しく理
り か い

解することが必
ひつよう

要です。

在
ざいりゅうしかく

留資格の詳
しょうさい

細、各
かくしゅ

種手
て つ づ

続きについては、スチューデント・オフィスの在
ざいりゅう

留資
し か く

格のページを確
かくにん

認してく

ださい。

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/visa/

在
ざいりゅうしかく

留資格に関
かん

し、スチューデント・オフィスからキャンパスターミナルの「あなた宛
あて

の重
じゅうよう

要なお知
し

らせ」で重
じゅうよう

要な連
れんらく

絡をする場
ば

合
あい

があります。必
かなら

ず定
てい

期
き

的
てき

に確
かくにん

認し、早
そうきゅう

急に対
たいおう

応し必
ひつよう

要な手
て

続
つづ

き等
など

を

確
かくじつ

実に行
おこな

ってください。

【重
じゅうよう

要！】単
たんいしゅうとく

位修得と在
ざいせきかくにん

籍確認について
留

りゅうがく

学ビザの滞
たいざいもくてき

在目的は、教
きょういく

育を受
う

けること、および学
がくぎょう

業に専
せんねん

念することです。文
もんぶかがくしょう

部科学省は、学
がくぎょう

業
成
せいせき

績の良
りょうこう

好でない者
もの

に対
たい

する厳
げんかく

格な指
し

導
どう

を徹
てってい

底するよう、大
だいがく

学に対
たい

し要
ようせい

請しています。
在
ざいりゅう

留資
し か く

格「留
りゅうがく

学」の期
き か ん

間更
こうしん

新をする際
さい

、出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
か ん り

理局
きょく

で単
た ん い

位修
しゅうとく

得状
じょうきょう

況が審
し ん さ

査されますので、
各
かく

セメスターで単
た ん い

位をきちんと修
しゅうとく

得できているかが非
ひじょう

常に重
じゅうよう

要となります。取
しゅとく

得単
たんいすう

位数が少
すく

ないと、
在
ざいりゅう

留期
き

間
かん

更
こうしん

新ができず、APUでの学
がくしゅう

習を続
つづ

けることができませんので退
たいがく

学となります。
また文

もんぶかがくしょう

部科学省は、国
こくさいがくせい

際学生の毎
まいつき

月の学
がくぎょうかつどう

業活動の報
ほうこく

告（在
ざいせきかくにん

籍確認）も大
だいがく

学に義
ぎ む づ

務付けています。そ
のため、国

こくさいがくせい

際学生は毎
まいつき

月必
かなら

ずMoodle上
じょう

で行
おこな

う「在
ざいせきかくにん

籍確認サーベイ」に回
かいとう

答をする必
ひつよう

要があります。
特
とくべつ

別な事
じじょう

情がなく、3ヶ月
げつ

以
いじょう

上回
かいとう

答をしなかった場
ば あ い

合は、在
ざいりゅうきかん

留期間の更
こうしん

新ができなくなるだけでは
なく、文

もんぶかがくしょう

部科学省と福
ふくおか

岡出
しゅつにゅうこくざいりゅうかんりきょく

入国在留管理局に「行
ゆくえふめいしゃ

方不明者」として報
ほうこく

告します。

在
ざいりゅうしかく

留資格

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/visa/
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各
かくしゅ

種手
てつづき

続・届
とどけで

出について
〈在
ざいりゅう

留期
きか ん

間の更
こうしん

新〉

更
こうしん

新手
てつづき

続は、学
がくせいじしん

生自身がオンラインにて行
おこな

います。

申
しんせい

請時
じ き

期が近
ちか

づいたらキャンパスターミナルの「あなた宛
あて

のお知
し

らせ」に申
しんせいほうほう

請方法の案
あんない

内を送
おく

りますので、

全
ぜんいん

員必
かなら

ず指
し て い

定された期
き げ ん

限までにオンライン申
しんせい

請を行
おこな

ってください。

期
き じ つ

日を守
まも

らず在
ざいりゅう

留期
き げ ん

限までに必
ひつよう

要手
て つ づ

続きを行
おこな

わなかった場
ば あ い

合、不
ふ ほ う

法滞
たいざい

在となり日
に ほ ん

本からの強
きょうせい

制退
たいきょ

去

処
しょぶん

分（５年
ねんかん

間の入
にゅうこく

国不
ふ か

可）となります。

卒
そつぎょう

業後
ご

就
しゅうしょく

職活
かつどう

動のために、特
とくてい

定活
かつどう

動ビザを得
え

たい場
ば あ い

合は、スチューデント・オフィスからの案
あんない

内に

基
もと

づいて申
しんせい

請が必
ひつよう

要です。

〈在
ざいりゅう

留カードを紛
ふんしつ

失した場合〉

パスポートを持
じ

参
さん

の上
うえ

、別
べっぷ

府警
けいさつ

察署
しょ

で紛
ふんしつ

失届
とどけで

出の証
しょうめいしょ

明書（紛
ふんしつぶつ

失物詳
しょうさい

細が明
めい

記
き

されていないものは不
ふ

可
か

）

をもらってから、パスポートと顔
かお

写
じゃしん

真（縦
たて

４㎝×横
よこ

３㎝、提
ていしゅつ

出前
まえ

３ヶ
か げ つ

月以
い な い

内に撮
さつえい

影されたもの）を

持
も

って入
にゅうかん

管で在
ざいりゅう

留カード発
はっこう

行申
しんせい

請を行
おこな

ってください。新
あたら

しい在
ざいりゅう

留カードが交
こう

付
ふ

されたら、必
かなら

ずスチュー

デント・オフィスにその旨
むね

を申
もう

し出
で

てください。

〈転
てんきょ

居をして住
じゅうしょ

所が変
へんこう

更になった場
ばあい

合〉

市
し

役
やくしょ

所で住
じゅうしょ

所変
へんこう

更手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

※ 自
じ ぶ ん

分で裏
うらがき

書した場
ば あ い

合は在
ざいりゅう

留カードが無
む こ う

効となるので、必
かなら

ず市
し

役
やくしょ

所で手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

〈住
じゅうしょ

所以
いが い

外（名
なま え

前や国
こくせき

籍等
など

）の項
こうもく

目が変
へんこう

更になった場
ばあい

合〉

入
にゅうかん

管に行
い

き、必
ひつよう

要な手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。変
へんこうご

更後、新
あたら

しい在
ざいりゅう

留カードが交
こ う ふ

付されたらスチューデ

ント・オフィスでも確
かくにん

認を行
おこな

いますので、来
らいしつ

室し変
へんこう

更の旨
むね

を報
ほうこく

告してください。
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一
いちじ き こ く

時帰国、海
かいがいりょこう

外旅行などで日
にほん

本を一
いちじてき

時的に離
はな

れる場
ばあい

合
日
に ほ ん

本を出
しゅっこく

国する際
さい

に出
しゅっぱつくうこう

発空港で日
に ほ ん

本に再
さいにゅうこく

入国する意
い し

思を表
ひょうめい

明する必
ひつよう

要があります。出
しゅっこく

国時
じ

に、空
くうこう

港や

空
くうこう

港の出
しゅっこく

国審
しんさじょう

査場に設
せ っ ち

置されている「再
さいにゅうこくしゅつにゅうこくきろく

入国出入国記録ＥＤカード」に必
かなら

ず下
か き

記のいずれかにチェッ

クをしてください。

【再
さいにゅうこく

入国を希
きぼう

望する方
かた

は】

□１ ．一
いちじてき

時的な出
しゅっこく

国であり、再
さいにゅうこく

入国する予
よ て い

定です。

【有
ゆうこう

効な「再
さいにゅうこくきょか

入国許可」をお持
も

ちの方
かた

で、有
ゆうこうきかんない

効期間内に再
さいにゅうこく

入国の予
よてい

定がない方
かた

は】

□２ ．「再
さいにゅうこくきょか

入国許可」の有
ゆうこうきかんない

効期間内に再
さいにゅうこく

入国の予
よ て い

定はありません。

※ 再
さいにゅうこく

入国を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合、正
ただ

しい箇
か し ょ

所にチェックをしなければ、留
りゅうがく

学の在
ざいりゅう

留資
し か く

格が取
と

り消
け

され、日
に ほ ん

本へ

の再
さいにゅうこく

入国ができなくなります。注
ちゅうい

意してください。

※ 休
きゅうがくちゅう

学中および退
たいがくご

学後は、留
りゅうがく

学の在
ざいりゅう

留資
し か く

格を保
ほ じ

持できません。休
きゅうがく

学・退
たいがく

学により日
に ほ ん

本を出
しゅっこく

国する場
ば あ い

合は、

「一
いちじてき

時的な出
しゅっこく

国であり、再
さいにゅうこく

入国する予
よ て い

定です」にチェックを入
い

れずに、空
くうこう

港の出
しゅっこく

国審
し ん さ

査時
じ

に必
かなら

ず留
りゅうがく

学ビ

ザをキャンセルする旨
むね

を伝
つた

え、在
ざいりゅう

留カードに穴
あな

を開
あ

けてもらってください。新
あたら

しい在
ざいりゅうしかく

留資格は復
ふくがくじ

学時に

申
もう

し込
こ

むことになります。

〈再
さいにゅうこく

入国の際
さい

の注
ちゅうい

意〉

再
さいにゅうこく

入国するときは、出
しゅっこくじ

国時のＥＤカードを審
しんさかん

査官に見
み

せる必
ひつよう

要があります。

　 パスポートを更
こうしん

新した場
ば あ い

合は、入
にゅうこくしんさ

国審査の時
とき

に必
かなら

ず古
ふる

いパスポートと在
ざいりゅう

留カードも審
しんさかん

査官に見
み

せてください。

引
いんよう

用：入
にゅうこくかんりきょく

国管理局リーフレットおよびホームページ（http://www.immi-moj.go.jp/re-ed/）

http://www.immi-moj.go.jp/re-ed/
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国
こくさいがくせい

際学生のみなさんは、大
だいがく

学で教
きょういく

育を受
う

けるという目
もくてき

的で日
に ほ ん

本への滞
たいざい

在が許
き ょ か

可されています。したがって

日
にほんこくない

本国内でのアルバイト（TAなど、収
しゅうにゅう

入をともなう学
がくない

内の活
かつどう

動を含
ふく

む）、インターンシップ、謝
しゃれい

礼を得
え

る

地
ちいきこうりゅう

域交流など、教
きょういく

育を受
う

ける目
もくてきいがい

的以外の活
かつどう

動をする場
ば あ い

合、必
かなら

ず事
じ ぜ ん

前に出
しゅつにゅうこく

入国在
ざいりゅう

留管
か ん り

理局
きょく

（以
い か

下入
にゅうかん

管）

より資
しかくがいかつどう

格外活動の許
き ょ か

可を得
え

た上
うえ

で、許
き ょ か

可された範
はんいない

囲内でのみ就
しゅうろう

労が認
みと

められています。

資
しかくがいかつどうきょか

格外活動許可の手
て つ づ

続きを行
おこな

わなければ、不
ふ ほ う

法就
しゅうろう

労に該
がいとう

当してしまい、国
こくがいたいきょ

外退去の対
たいしょう

象となりますので、

必
かなら

ず事
じ ぜ ん

前に申
しんせい

請してください（アルバイト先
さき

やインターンシップ先
さき

が具
ぐたいてき

体的に決
き

まっていない場
ば あ い

合も

申
しんせい

請できます）。

〈申
しんせいほうほう

請方法〉

申
しんせいしょるい

請書類をアルバイトセンターのホームページでダウンロードし、必
ひつようじこう

要事項を記
きにゅう

入の上
うえ

、スチューデ

ント・オフィスに提
ていしゅつ

出してください。

※個
こ じ ん

人で直
ちょくせつ

接、入
にゅうかん

管で手
て つ づ

続きを行
おこな

うことはできません。

〈審
しんさ き か ん

査期間〉

申
しんせい

請から交
こ う ふ

付まで約
やく

３～４週
しゅうかん

間かかります。

※ 申
しんせいちゅう

請中、パスポートと在
ざいりゅう

留カードは返
へんきゃく

却できません。

帰
き せ い

省や旅
りょこう

行などで海
かいがい

外へ出
しゅっこく

国する場
ば あ い

合は、パスポートが必
ひつよう

要となるため、スケジュールに注
ちゅうい

意し

余
よ ゆ う

裕をもって申
しんせい

請してください。

〈申
しんせいちゅう

請中の留
りゅういてん

意点〉

申
しんせいちゅう

請中は、パスポート、在
ざいりゅう

留カードの代
か

わりに身
み ぶ ん

分を証
しょうめい

明するものとして、在
ざいりゅう

留カードのコピーが添
て ん ぷ

付され

た「パスポート及
およ

び在
ざいりゅう

留カードの預
あず　　　しょう

かり証」を常
つね

に携
けいたい

帯することが義
ぎ む づ

務付けられます。

資
し か く

格外
がい

活
かつどう

動許
き ょ か

可で認
みと

められている就
しゅうろうじかん

労時間については101ページを参
さんしょう

照してください。

風
ふうぞく

俗関
かんれん

連営
えいぎょう

業が行
おこな

われる場
ばしょ

所でのアルバイトは禁
きんし

止されています。本
ほんごく

国送
そうかん

還・罰
ばっきん

金・懲
ちょうえき

役などの

処
しょぶん

分を受
う

けますので絶
ぜったい

対にしないでください。

資
しかくがい

格外活
かつどう

動許
きょか

可の申
しんせい

請
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印刷室
Printing
Room

立命館アジア太平洋大学孔子学院
Confucius Institute at
Ritsumeikan Asia Pacific

University

講師共同執務室
Lecturer Offices

会議室 
Meeting Room 

エントランスホール
Entrance Hall

執行部室
Director
Room

Faculty Offices1F
研究棟Ⅱ

ラウンジ
Lounge

ラウンジ
Lounge

非常勤講師机
Part-Time Lecturer Desk

会議室
Meeting
Room

学生相談室
Student Counseling Room

Faculty Offices Ⅱ <Bldg BⅡ>

3F

2F 教員研究室BⅡ261～ BⅡ288
Faculty Offices BⅡ261～ BⅡ288

教員研究室　ＢⅡ361～ＢⅡ387
Faculty Offices BⅡ361～ BⅡ387

1F 講師共同執務室
Lecturer Offices

学生相談室
Student Counseling Room

会議室
Meeting Room

立命館アジア太平洋大学孔子学院
Confucius Institute at Ritsumeikan Asia Pacific University

執行部室
Director's Room

印刷室
Printing Room

Faculty Offices Ⅱ 1F
研究棟Ⅱ

各
かくしゅしせつがいよう

種施設概要　Overview of Facilities in Each Building
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Faculty Offices Ⅱ 2F
研究棟Ⅱ

Faculty Offices Ⅱ 3F
研究棟Ⅱ

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ266

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ265

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ264

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ263

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ262

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ261

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ267

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ268

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ269

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ270

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ271

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ272

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ273

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ274

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ282

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ281

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ280

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ279

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ278

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ277

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ276

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ275

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ283

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ284

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ285

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ286

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ287

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ288

シェアスペース
Share Space

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ366

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ365

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ364

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ363

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ362

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ361

教員
研究室
Faculty
Office
BⅡ367

教員
研究室
Faculty
Office
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Green Commons <Bldg J>
グリーンコモンズ

3F

2F 教室　J201～ J204 グリーンコモンズステージ インクルーシブレストルーム
Classrooms J201～ J204 Green Commons Stage Inclusive Restrooms

トライアングルギャラリー さとやまギャラリー コージーコモンズ３
Triangle Gallery SATOYAMA Gallery Cozy Commons3

ミーティングルーム５・６ 
Meeting Rooms5･6

教室　J301～ J308 教員研究室　J311～ J333 イノベーションリビング
Classrooms J301～ J308 Faculty Offices J311～ J333 Innovation Living

APS ラウンジ APM ラウンジ ST ラウンジ
APS Lounge APM Lounge ST Lounge

1F 教室　J101～ J105 グリーンコモンズステージ コージーコモンズ１・２
Classrooms J101～ J105 Green Commons Stage Cozy Commons1･2 

カフェコモンズ さくらラウンジ  ミーティングルーム１～４
Cafe Commons SAKURA Lounge Meeting Rooms1～ 4 

プロジェクトルーム
Project Room

さくら
ラウンジ

SAKURA Lounge

J101教室
Classroom
J101

J102教室
Classroom
J102

J103教室
Classroom
J103

J105教室
Classroom
J105

J104教室
Classroom
J104

カフェ
コモンズ

Cafe Commons

コージー
コモンズ2
Cozy Commons2

コージー
コモンズ1
Cozy Commons1

プロジェクト
ルーム

Project Room

グリーンコモンズ
ステージ

Green Commons
Stage

ミーティング
ルーム2

Meeting Room2

ミーティング
ルーム1

Meeting Room1

ミーティングルーム3  Meeting Room3

ミーティングルーム4  Meeting Room4

B棟へ
To Bldg B

↑

Classrooms 1F
教室棟J
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J304教室
Classroom
J304

J303教室
Classroom
J303

J302教室
Classroom
J302

J301教室
Classroom
J301

J305教室
Classroom
J305

J306教室
Classroom
J306

J307教室
Classroom
J307

J308教室
Classroom
J308

APS
ラウンジ
APS Lounge

APM
ラウンジ
APM Lounge

ST
ラウンジ
ST Lounge

イノベーション リビング
Innovation Living

教員研究室
Faculty
Office
J320

教員研究室
Faculty
Office
J322

教員研究室
Faculty
Office
J323

教員研究室
Faculty
Office
J324

教員研究室
Faculty
Office
J325

教員研究室
Faculty
Office
J326

教員研究室
Faculty
Office
J327

教員研究室
Faculty
Office
J328

教員研究室
Faculty
Office
J329

教員研究室
Faculty
Office
J330

教員研究室
Faculty
Office
J331

教員研究室
Faculty
Office
J332

教員研究室
Faculty
Office
J333

教員研究室
Faculty
Office
J319

教員研究室
Faculty
Office
J318

教員研究室
Faculty
Office
J317

教員研究室
Faculty
Office
J316

教員研究室
Faculty
Office
J315

教員研究室
Faculty
Office
J314

教員研究室
Faculty
Office
J313

教員研究室
Faculty
Office
J312

教員研究室
Faculty
Office
J311

教員研究室
Faculty
Office
J321

D棟へ
To Bldg D

↑

Classrooms 3F
教室棟J

Classrooms 2F
教室棟J

2階

J201教室
Classroom
J201

J202教室
Classroom
J202

J203教室
Classroom
J203

J204教室
Classroom
J204

さとやま
ギャラリー

SATOYAMA Gallery

グリーン
コモンズ
ステージ

Green Commons
Stage

テラス
Terrace

コージー
コモンズ3
Cozy Commons3

インクルーシブレストルーム
Inclusive Restrooms

トライアングルギャラリー
Triangle Gallery

　　　　　　ミーティングルーム5 Meeting Room5

ミーティングルーム6 Meeting Room6

B棟へ
To Bldg B

↑
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Graduate School <Bldg H>
大学院棟

1F H101-H102教室
Classroom H101-H102

H102 H101
渡り廊下
Walkway

Graduate School 1F
大学院棟

H202 H201
渡り廊下
Walkway

渡り廊下
Walkway

Graduate School 2F
大学院棟

Graduate School 3F
大学院棟

個人
研究室
Faculty
Office
H355

個人
研究室
Faculty
Office
H354

個人
研究室
Faculty
Office
H353

個人
研究室
Faculty
Office
H352

個人
研究室
Faculty
Office
H351

個人
研究室
Faculty
Office
H356

個人
研究室
Faculty
Office
H357

個人
研究室
Faculty
Office
H358

個人
研究室
Faculty
Office
H359

個人
研究室
Faculty
Office
H360

2F H201-H202教室
Classroom H201-H202 3F 個人研究室H351～H360

Faculty Office H351～H360
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ゴミ置場

カーゴ置場

室外機置場

店舗
（コンビニ）

十文字原
ラウンジ

バス待合①

バス待合②

バス待合③

Tokimachiba <Bldg I>
時待場
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